
 
 

 

 

補 2－6－添 1－12 

第
7
図

 
分

析
建

屋
換

気
設

備
系

統
概

要
図

（
出

入
管

理
建

屋
を

含
む

）
 

1215



 
 

 

 

補 2－6－添 1－13 

 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔

 
凝

縮
器

 

排
風
機

デ
ミ

ス
タ

 

高
性
能
粒

子
 

フ
ィ

ル
タ

 
 
 
 

 
 

(
２

段
内

蔵
式

)

高
性
能
粒

子
 

フ
ィ

ル
タ

 
 
 
 

 
 

(
２

段
内

蔵
式

)

排
風
機

液
体
廃
棄

物
の
廃

棄
施
設

の
 

第
１
放
出

前
貯
槽

等
の
低

レ
 

ベ
ル
廃
液

処
理
建

屋
内
に

設
 

置
す
る
塔

槽
類

 

 

凡
 
例 廃
ガ
ス

 

主
排
気
筒
へ

 

             

第
8
図

 
低

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
系

統
概

要
図

 

 

1216



 
 

 

 

補 2－6－添 1－14 

 

凝
縮
器

 

凝
縮
器

 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔

 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

ス
プ
レ
イ
塔

 

加
熱
器

よ
う
素
ﾌｨ
ﾙﾀ

排
風
機

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

よ
う
素
ﾌｨ
ﾙﾀ

よ
う
素
ﾌｨ
ﾙﾀ

排
風
機

廃
ガ
ス
洗
浄
塔

 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔

 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

加
熱
器

排
風
機

排
風
機

ス
プ
レ
イ
塔

 
凝
縮
器

 

主
排

風
機

補
助
排
風
機

補
助
排
風
機

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

高
性

能
 

粒
子

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ 

低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
処
理
廃
ガ
ス
処
理
系
 

廃
溶
媒
処
理
廃
ガ
ス
処
理
系
 

雑
固
体
廃
棄
物
焼
却
処
理
廃
ガ
ス
処
理
系
 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

 
の
乾
燥
装
置

 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

 
の
焼
却
装
置

 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

 
の
熱
分
解
装
置

 

 
 

低
レ
ベ
ル
廃
棄

物

処
理
建
屋
換
気

設

備
へ

 

凡
例

廃
ガ
ス

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
理
建
屋

 
内
に
設
置
す
る
塔
槽
類

 

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

 

排
風
機

排
風
機

              

第
8
図

 
低

レ
ベ

ル
廃

棄
物

処
理

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

系
統

概
要

図
 

1217



  

補 2－6－添 1－15 

3.1.4 液体廃棄物の廃棄施設 

液体廃棄物の廃棄施設のうち，放射性物質の貯蔵又は閉

じ込め機能に該当する系統は，低レベル廃液処理設備の使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設廃液処理系(洗濯廃液

ろ過装置)，第１低レベル廃液処理系，第２低レベル廃液処

理系，油分除去系及び海洋放出管理系である。これらの系

統概要図を第 9 図に示す。 

液体廃棄物の廃棄施設のうち，容器，蒸発缶，配管，ポ

ンプ，手動弁は，金属等の不燃性材料で構成するため，火

災による機能喪失は考えにくい※ 。 

また，低レベル廃液処理設備各系のポンプは，異なる部

屋に設置されることから，火災により同時に機能喪失する

ことは考えにくい。 

万一，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設廃液処理系，

第１低レベル廃液処理系，第２低レベル廃液処理系，油分

除去系の自動弁の誤作動とポンプの誤起動が同時に発生し

た場合であっても，これらの系統で処理された溶液及び凝

縮液は，第１放出前貯槽又は第２放出前貯槽へ移送される

ことから，放射性物質が放出されることはない。第１海洋

放出ポンプ及び第２海洋放出ポンプが誤起動した場合でも，

第１放出前貯槽又は第２放出前貯槽に貯留している溶液は，

低レベル廃液処理設備で処理を行ったものであるため，有

意な放射性物質が放出されることはない。 

以上より，液体廃棄物の廃棄施設は火災によって放射性

物質を貯蔵する機能に影響が及ぶおそれはない。
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3.1.5 固体廃棄物の廃棄施設 

固体廃棄物の廃棄施設のうち，放射性物質の貯蔵又は閉

じ込め機能に該当する系統は，低レベル固体廃棄物処理設

備の低レベル濃縮廃液処理系，廃溶媒処理系及び雑固体廃

棄物処理系，並びに低レベル固体廃棄物貯蔵設備の第１低

レベル廃棄物貯蔵系，第２低レベル廃棄物貯蔵系の第１貯

蔵系および第２貯蔵系並びに第４低レベル廃棄物貯蔵系で

ある。低レベル固体廃棄物処理設備の系統概略図を第 10

図に示す。 

 

(1) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 

低レベル固体廃棄物貯蔵設備の第１低レベル廃棄物貯蔵系，

第２低レベル廃棄物貯蔵系及び第４低レベル廃棄物貯蔵系に

は，金属等の不燃性材料で構成される容器が保管されている。

金属容器に収める雑固体は，「可燃」，「難燃」及び「不燃」に

分別し，封入する。「可燃」，「難燃」及び「不燃」の一部は，

可燃性物質を含むが，低レベル固体廃棄物貯蔵設備内には高

温となる設備はないこと，化学薬品が付着した可燃性雑固体

（紙タオル，ウエス等）は十分に水洗いし十分に絞り封入す

ることから，金属容器内部での火災発生は考えにくく，火災

によって放射性物質貯蔵等の機能の喪失は考えにくい。 

また，低レベル廃棄物貯蔵設備における放射性固体廃棄物

の保管状況を確認するために，第１低レベル廃棄物貯蔵系及

び第４低レベル廃棄物貯蔵系は，1 日 1 回巡視し，通常人の

立入りがない第４低レベル廃棄物貯蔵系は，貯蔵室入口の施
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錠を確認する。低レベル廃棄物貯蔵設備における保管量につ

いては，記録により 1 ヵ月に 1 回確認する。 

さらに，低レベル固体廃棄物貯蔵設備はコンクリートで構

築された建屋内に設置されている。 

したがって，放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を

及ぼす系統はない。 

 

※火災の影響で機能喪失のおそれがないもの  

金属製の配管，タンク，手動弁，逆止弁等やコンクリート製の構造

物等は，不燃性材料で構成されている。また，配管，タンク，手動弁，

電 動 弁 等 (フ ラ ン ジ 部 等 を 含 む )に は 内 部 の 液 体 の 漏 え い を 防 止 す る

ため，不燃性ではないパッキン類が装着されているが，これらは，弁，

フランジ等の内部に取付けており，機器外の火災によってシート面が

直接加熱されることはない。機器自体が外部から炎に晒されて加熱さ

れると，パッキンの温度も上昇するが，フランジへの取付を模擬した

耐火試験にて接液したパッキン類のシート面に，機能喪失に至るよう

な大幅な温度上昇が生じないことを確認している。仮に，万が一，パ

ッキン類が長時間高温になってシート性能が低下したとしても，シー

ト部からの漏えいが発生する程度で，弁，配管等の機能が失われるこ

とはなく，他の機器等への影響もない。  

以上より，不燃性材料のうち，金属製の配管，タンク，手動弁，逆

止 弁 等 や コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 物 等 で 構 成 さ れ て い る 系 統 に つ い て

は，火災によっても放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を及ぼ

す系統はない。

1221



 
 

 

補 2－6－添 1－19 

   

 

乾
燥

装
置

 

熱
分

解
装

置
 

焼
却

装
置

 

圧
縮

成
型

装
置

圧
縮

成
型

装
置

セ
ラ

ミ
ッ

ク
フ

ィ
ル

タ

圧
縮

減
容

装
置

燃
焼

装
置

第
２
Ｂ
Ｐ

 
切
断
装
置

 
第
１
Ｂ
Ｐ

 
切
断
装
置

 

第
１
Ｂ
Ｐ

 
切
断
装
置

 

第
１
Ｃ
Ｂ

 
切
断
装
置

 

第
１
Ｃ
Ｂ

 
切
断
装
置

 

第
２
Ｃ
Ｂ

 
切
断
装
置

 

第
２
Ｃ
Ｂ

 
切
断
装
置

 

雑
固
体
廃
棄
物
処
理
系

 
  
 
各
種
施
設
か
ら

 

廃
溶
媒
処
理
系

 
  
 
 
酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設
の

 
 
 
 
溶
媒
回
収
設
備
か
ら

 

低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
処
理
系

 
  
 
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の

 
 
 
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

 
  
 
 
第
１
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
系

 
 
 
 
か
ら

 
 
 
 
 

 
 
 
 
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設

 
 
 
 
及
び
貯
蔵
施
設
廃
液
処
理
系

 
 
 
 
か
ら

 

Ｃ
Ｂ
・
Ｂ
Ｐ
処
理
系

 
  
 
 
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設

 
 
 
 
及
び
貯
蔵
施
設
の
使
用
済
燃

 
 
 
 
料
貯
蔵
設
備
か
ら

 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
へ

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の

低
レ
ベ
ル
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

設
備
へ

 

本
範
囲
の
設
備
は
，
使
用
済

燃
料
の
受
入
れ
及
び
貯
蔵
に

必
要
な
施
設
と
同
時
に
使
用

済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

に
設
置
す
る
。

 

廃
ガ
ス

固
体

廃
溶
媒

低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液

固
化

装
置

 

凡
例

本
範
囲
の
設
備
は
，
使
用
済

燃
料
の
受
入
れ
及
び
貯
蔵
に

伴
う
設
備
で
あ
る
。

 
 

              

第
1
0
図

 
低

レ
ベ

ル
固

体
廃

棄
物

処
理

設
備

系
統

概
要

図
 

1222



  

補 2－6－添 1－20 

3.2 放射性物質の貯蔵又は閉じ込めに必要な機器等の特定 

3.1 での検討の結果，火災時に「放射性物質の貯蔵又は閉

じ込め機能」が喪失する系統はないことから，火災防護対象

として放射性物質の貯蔵等に必要な機器等に該当するものは

ない。 
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4. 放射性物質貯蔵等の機器等の火災区域設定 

火災時に「放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能」が喪失す

る系統はないが，使用済燃料輸送容器管理建屋，使用済燃料

受入れ・貯蔵管理建屋，低レベル廃液処理建屋，低レベル廃

棄物処理建屋，第１低レベル廃棄物貯蔵建屋，第２低レベル

廃棄物貯蔵建屋，第４低レベル廃棄物貯蔵建屋及，出入管理

建屋，及び北換気筒（北換気筒管理建屋含む）について火災

区域として設定するとともに，以下の要求事項にしたがって

他の火災区域と隣接する場合には，3 時間以上の耐火性能を

有する耐火壁で囲うことにより，火災区域を設定する。 

また，他の火災区域において火災発生時に排水用ドレンラ

インを介して他の火災区域に対して煙が流入することを防止

する設計とする。 

なお，放射性物質貯蔵等の構築物，系統及び機器は，消防

法，建築基準法及び都市計画法に基づき設備等に応じた火災

防護対策を講じる設計とする。 

 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基

準」（抜粋） 

1.2用語の定義 

(11)「火災区域」耐火壁によって囲まれ，他の区域と分離さ

れている建屋内の区域をいう。 

2.3火災の影響軽減 

2.3.1 安全機能を有する構築物，系統及び機器の重要度に応

じ，それらを設置する火災区域又は火災区画内の火災
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及び隣接する火災区域又は火災区画における火災によ

る影響に対し，以下の各号に掲げる火災の影響軽減の

ための対策を講じた設計であること。 

(3)放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する構築物，系統

及び機器が設置される火災区域については，3時間以上の耐

火能力を有する耐火壁によって他の火災区域から分離され

ていること。 

 

5. 火災感知設備の設置 

火災時に「放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能」が喪失す

る系統はない。 

 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基

準」（抜粋） 

2.2 火災の感知・消火 

2.2.1 火災感知設備及び消火設備は，以下の各号に掲げるよ

うに，安全機能を有する構築物，系統及び機器に対す

る火災の影響を限定し，早期の火災感知及び消火を行

える設計であること。 

(1) 火災感知設備 

①各火災区域における放射線，取付面高さ，温度，湿度，空

気流等の環境条件や予想される火災の性質を考慮して型式

を選定し，早期に火災を感知できるよう固有の信号を発す

る異なる感知方式の感知器等（感知器及びこれと同等の機

能を有する機器をいう。以下同じ。）をそれぞれ設置するこ
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と。また，その設置に当たっては，感知器等の誤作動を防

止するための方策を講ずること。 

②感知器については消防法施行規則（昭和 36 年自治省令第６

号）第 23 条第４項に従い，感知器と同等の機能を有する機

器については同項において求める火災区域内の感知器の網

羅性及び火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の

規格を定める省令（昭和 56 年自治省令第 17 号）第 12 条か

ら第 18 条までに定める感知性能と同等以上の方法により

設置すること。 

③外部電源喪失時に機能を失わないように，電源を確保する

設計であること。 

④中央制御室で適切に監視できる設計であること。 

 

 

6．消火設備の設置  

火災時に「放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能」が喪失する

系統はない。 

 

「 実 用 発 電 用 原 子 炉 及 び そ の 附 属 施 設 の 火 災 防 護 に 係 る 審 査 基

準」（抜粋）  

2.2 火災の感知・消火  

2.2.1 火災感知設備及び消火設備は，以下の各号に掲げるように，

安全機能を有する構築物，系統及び機器に対する火災の影響

を限定し，早期の火災感知及び消火を行える設計であること。 
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再処理施設 

 

安重機能を有する機器等を

設置する建屋に火災区域を

設定し，火災防護審査基準

を参考とした火災防護対策

を実施 

 放射性物質貯蔵等の機能＊２

を有する構築物，系統及び

機器を設置する建屋か 

Yes 

No 

放射性物質貯蔵等の機器等

を設置する建屋に火災区域

を設定し，火災防護審査基

準を参考とした火災防護対

策を実施 

Yes 

消防法，建築基準法，

都市計画法に基づく火

災防護対策を実施 

No 

第9-1図 火災防護対策の区分判断フロー 

＊１：安全上重要な施設を含む系統を設置する建屋及び安全上重要な機能を有する建屋 

＊２：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能 

安重機能を有する機

器等を設置する建屋

か＊１ 

再処理施設における放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能 

並びに系統の抽出について 

 

1.  火災防護対策の区分 

再処理施設の各建屋のうち安全上重要な施設を含む系統を設

置する建屋及び安全上重要な機能を有する建屋並びに放射性物

質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統を設置する建屋を抽出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  火災防護対策の要否 

抽出された系統に対して，火災による放射性物質の貯蔵又は

閉じ込めに必要な機能への影響を考慮し，火災防護対策の要否
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を個別に評価した結果を添付資料2に示す。
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ベ
ル
廃
棄

物
処
理
建
屋
 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
処
理
系
 

廃
溶
媒
処
理
系
 

雑
固
体
廃
棄
物
処
理
系
 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
 

－
 

○
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ー
ナ
ブ

ル
 
ポ
イ
ズ
ン

処
理
建
屋
 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 
ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ー
ナ
ブ
ル
 
ポ
イ
ズ
ン
処
理
系
の
一
部
 

廃
樹
脂
貯
蔵
系
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
 
ボ
ッ
ク
ス
及
び
バ
ー
ナ
ブ
ル
 
ポ
イ
ズ
ン
の
処
理
に
係
る
廃
樹
脂
の
貯

蔵
)
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 
ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ー
ナ
ブ
ル
 
ポ
イ
ズ
ン
貯
蔵
系
 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 
ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ー
ナ
ブ
ル
 
ポ
イ
ズ
ン
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
 

○
 

－
 

（
安

重
機

能
を

有
す

る
機

器
等

を
設

置
す

る
建

屋
に

対
す

る
火

災
防

護
対

策
を

実

施
）
 

1234
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建
物
 

収
容
す
る
主
な
設
備
 

安
重
機
能
を
有
す
る
機

器
等
を
設
置
す
る
建
屋
 

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又

は
閉
じ
込
め
機
能
を
設

置
す
る
建
屋
 

ハ
ル
・
エ
ン
ド
ピ
ー
ス
貯
蔵
建
屋
 

固
体
廃

棄
物
の
廃
棄
施
設
 

ハ
ル
・
エ
ン
ド
ピ
ー
ス
貯
蔵
系
 

廃
樹
脂
貯
蔵
系
(
ハ
ル
・
エ
ン
ド
 
ピ
ー
ス
の
貯
蔵
に
係
る
廃
樹
脂
の
貯
蔵
)
 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

ハ
ル
・
エ
ン
ド
 
ピ
ー
ス
貯
蔵
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
 

○
 

－
 

（
安

重
機

能
を

有
す

る

機
器

等
を

設
置

す
る

建

屋
に

対
す

る
火

災
防

護

対
策
を
実
施
）
 

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
建
屋
 

固
体
廃

棄
物
の
廃
棄
施
設
 

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
系
 

－
 

○
 

第
２
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
建
屋
 

固
体
廃

棄
物
の
廃
棄
施
設
 

第
２
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
系
（
第
１
貯
蔵
系
及
び
第
２
貯
蔵
系
）
 

－
 

○
 

第
４
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
建
屋
 

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

第
４
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
系
 

－
 

○
 

制
御
建
屋
 

計
測
制
御
系
統
施
設
 

中
央
制
御
室
 

○
 

 

分
析
建
屋
 

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
 

分
析
設
備
 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

分
析
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
 

○
 

－
 

（
安

重
機

能
を

有
す

る

機
器

等
を

設
置

す
る

建

屋
に

対
す

る
火

災
防

護

対
策
を
実
施
）
 

非
常
用
電
源
建
屋
 

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
 

第
２
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

○
 

－
 

主
排
気
筒
管
理
建
屋
 

放
射
線
管
理
施
設
 

排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
一
部
 

○
 

－
 

出
入
管
理
建
屋
 

放
射
線
管
理
施
設
 

 
出
入
管
理
関
係
設
備
 

 
試
料
分
析
関
係
設
備
 

－
 

○
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建
物
 

収
容
す
る
主
な
設
備
 

安
重
機
能
を
有
す
る
機

器
等
を
設
置
す
る
建
屋
 

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又

は
閉
じ
込
め
機
能
を
設

置
す
る
建
屋
 

緊
急
時
対
策
所
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

－
 

－
 

第
１
保
管
庫
・
貯
水
所
 

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
共
通
設
備
の
第
１
貯
水
槽
 

－
 

－
 

第
２
保
管
庫
・
貯
水
所
 

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
 

重
大
事
故
等
対
処
共
通
設
備
の
第
２
貯
水
槽
 

－
 

－
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再処理施設の構成（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 備 

使用済燃料の受入れ 
施設及び貯蔵施設 

使用済燃料の受入れ 
施設 

使用済燃料の貯蔵施 

設 

使用済燃料受入れ設備 

使用済燃料貯蔵設備 

再 処 理 設 備 本 体 

精 製 施 設 

分 離 施 設 

溶 解 施 設 

せ ん 断 処 理 施 設 

脱 硝 施 設 

酸及び溶媒の回収 

施 設 

製 品 貯 蔵 施 設 

ウ ラ ン 脱 硝 設 備 

プルトニウム精製設備 

ウ ラ ン 精 製 設 備 

分 配 設 備 

分 離 設 備 

清 澄 ・ 計 量 設 備 

溶 解 設 備 

せ ん 断 処 理 設 備 

ウラン酸化物貯蔵設備 

溶 媒 回 収 設 備 

酸 回 収 設 備 

燃 料 供 給 設 備 

分離建屋一時貯留処理設備 

精製建屋一時貯留処理設備 

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備 

燃 料 移 送 設 備 

燃 料 取 出 し 設 備 

燃 料 取 出 し 準 備 設 備 

燃 料 貯 蔵 設 備 

プ ー ル 水 浄 化 系 補 給 水 設 備 

プール水浄化・冷却設備 

燃 料 送 出 し 設 備 

プ ー ル 水 冷 却 系 

使用済燃料輸送容器受入れ・保管設備 

使用済燃料輸送容器返却準備設備 

使用済燃料輸送容器保守設備 

受 入 れ 系 

蒸 発 濃 縮 系 

溶 液 系 

第 １ 酸 回 収 系 

ウ ラ ン 脱 硝 系 

焙 焼 ・ 還 元 系 

粉 体 系 

第 ２ 酸 回 収 系 

溶 媒 再 生 系 

溶 媒 処 理 系 

ウラン･プルトニウム 

混合脱硝設備 
ウラン・プルトニウム混合脱硝系 

分 離 ・ 分 配 系 

プ ル ト ニ ウ ム 精 製 系 

ウ ラ ン 精 製 系 

施 設 設備又は系 系 

還 元 ガ ス 供 給 系 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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再処理施設の構成（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 測 制 御 系 統 施 設 計 測 制 御 設 備 

制 御 室 換 気 設 備 

制 御 室 

安 全 保 護 回 路 

塔槽類廃ガス処理設備 

放 射 性 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 

せん断処理・溶解廃ガス処理設備 気体廃棄物の廃棄 
施 設 

精 製 建 屋 塔 槽 類 
廃 ガ ス 処 理 設 備 

分 離 建 屋 塔 槽 類 
廃 ガ ス 処 理 設 備 

前 処 理 建 屋 塔 槽 類 
廃 ガ ス 処 理 設 備 

雑固体廃棄物焼却処理 
廃 ガ ス 処 理 系 

廃 溶 媒 処 理 
廃 ガ ス 処 理 系 

不 溶 解 残 渣 廃 液 
廃 ガ ス 処 理 系 

低レベル濃縮廃液処理 
廃 ガ ス 処 理 系 

高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 
廃 ガ ス 処 理 系 

塔槽類廃ガス処理系 
（プルトニウム系） 

塔槽類廃ガス処理系 
（ウラン系） 

溶媒処理廃ガス処理系 

塔槽類廃ガス処理系 

パルセータ廃ガス処理系 

パルセータ廃ガス処理系 

ウラン脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備 

低レベル廃液処理建屋塔槽類廃ガス処理設備 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類 
廃ガス処理設備 

低 レ ベ ル 廃 棄 物 
処 理 建 屋 塔 槽 類 
廃 ガ ス 処 理 設 備 

高レベル廃液ガラス 
固化建屋塔槽類廃ガス 
処 理 設 備 

チャンネル ボックス・バーナブル ポイズン 
処 理 建 屋 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 設 備 

ハル・エンド ピース貯蔵建屋塔槽類廃ガス処理設備 

分 析 建 屋 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 設 備 

塔槽類廃ガス処理系 

（その 3 へ） （その 3 へ） 

施 設 設 備 設備又は系 系  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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再処理施設の構成（その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備 

換 気 設 備 使用済燃料輸送容器 
管 理 建 屋 換 気 設 備 

第１ガラス固化体貯蔵 
建 屋 換 気 設 備 

高レベル廃液ガラス 
固 化 建 屋 換 気 設 備 

ウラン・プルトニウム 
混合脱硝建屋換気設備 

ウ ラ ン 脱 硝 建 屋 
換 気 設 備 

使用済燃料受入れ・ 
貯 蔵 建 屋 換 気 設 備 

ウラン・プルトニウム 
混合酸化物貯蔵建屋 
換 気 設 備 

前処理建屋換気設備 

精 製 建 屋 換 気 設 備 

分 離 建 屋 換 気 設 備 

使用済燃料輸送容器 
管 理 建 屋 給 気 系 

使用済燃料受入れ・ 
貯 蔵 建 屋 排 気 系 

使用済燃料受入れ・ 
貯 蔵 建 屋 給 気 系 

第１ガラス固化体貯蔵 
建 屋 排 気 系 

第１ガラス固化体貯蔵 
建 屋 給 気 系 

高レベル廃液ガラス 
固 化 建 屋 排 気 系 

高レベル廃液ガラス 
固 化 建 屋 給 気 系 

ウラン・プルトニウム 
混合脱硝建屋排気系 

ウラン・プルトニウム 
混合脱硝建屋給気系 

使用済燃料輸送容器 
管 理 建 屋 排 気 系 

ウラン・プルトニウム 
混合酸化物貯蔵建屋 
給 気 系 

ウラン・プルトニウム 
混合酸化物貯蔵建屋 
排 気 系 

精 製 建 屋 排 気 系 

ウラン脱硝建屋排気系 

ウラン脱硝建屋給気系 

精 製 建 屋 給 気 系 

分 離 建 屋 給 気 系 

前 処 理 建 屋 排 気 系 

分 離 建 屋 排 気 系 

前 処 理 建 屋 給 気 系 

（その 2 から） （その 2 から） 

（その 4 へ） （その 4 へ） （その 4 へ）

施 設 設 備 設備又は系 系 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を設

置する建屋以外に設置されるもの 

再処理施設の構成（その４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液体廃棄物の廃棄 
施  設 

低レベル廃液処理設備 

高レベル廃液処理設備 

主 排 気 筒 

ハル・エンド ピース 
貯 蔵 建 屋 換 気 設 備 

低レベル廃棄物処理 
建 屋 換 気 設 備 

低レベル廃液処理建屋 
換 気 設 備 

チャンネル ボックス･ 

バーナブル ポイズン 

処 理 建 屋 換 気 設 備 

高レベル廃液貯蔵設備 

高レベル廃液濃縮設備 

北 換 気 筒 

分 析 建 屋 換 気 設 備 

洗 濯 廃 液 処 理 系 

海 洋 放 出 管 理 系 

油 分 除 去 系 

第２低レベル廃液処理系 

第１低レベル廃液処理系 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設廃液処理系 

ハル・エンド ピース 
貯 蔵 建 屋 排 気 系 

ハル・エンド ピース 
貯 蔵 建 屋 給 気 系 

低レベル廃棄物処理 
建 屋 排 気 系 

低レベル廃棄物処理 
建 屋 給 気 系 

低レベル廃液処理建屋 
排 気 系 

低レベル廃液処理建屋 
給 気 系 

チャンネル ボックス･ 
バーナブル ポイズン 
処 理 建 屋 排 気 系 

チャンネル ボックス･ 
バーナブル ポイズン 
処 理 建 屋 給 気 系 

高レベル廃液濃縮系 

アルカリ廃液濃縮系 

分 析 建 屋 排 気 系 

分 析 建 屋 給 気 系 

低レベル廃棄物処理建屋換気筒 

共 用 貯 蔵 系 

不溶解残渣廃液貯蔵系 

アルカリ濃縮廃液貯蔵系 

高レベル濃縮廃液貯蔵系 

（その 3 から） （その 3 から） （その 3 から） 

（その 5 へ） 

施 設 設 備 設備又は系 系 
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再処理施設の構成（その５） 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固体廃棄物の廃棄 
施 設 

放 射 線 管 理 施 設 

高レベル廃液ガラス固化設備 

ガラス固化体貯蔵設備 

個 人 管 理 用 設 備 

環 境 管 理 設 備 

放 射 線 監 視 設 備 

試 料 分 析 関 係 設 備 

出 入 管 理 関 係 設 備 

低レベル固体廃棄物貯 
蔵設備 

低レベル固体廃棄物処 
理設備 

低レベル濃縮廃液処理系 

屋外モニタリング設備 

屋内モニタリング設備 

廃 溶 媒 処 理 系 

雑固体廃棄物処理系 

チャンネル ボックス・バーナブル ポイズン貯蔵系 

チャンネル ボックス・バーナブル ポイズン処理系 

ハル・エンド ピース貯蔵系 

廃 樹 脂 貯 蔵 系 

第２低レベル廃棄物貯蔵系 

第１低レベル廃棄物貯蔵系 

放出管理分析設備 

汚 染 管 理 設 備 

出 入 管 理 設 備 

放射能測定設備 

放射線サーベイ機器 

（その 4から） 

施 設 設 備 設備又は系 系 

第４低レベル廃棄物貯蔵系 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋低レベル廃棄物貯蔵系 

第 ２ 貯 蔵 系 

第 １ 貯 蔵 系 

環境試料測定設備 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

  
 
 
 
：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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再処理施設の構成（その６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 再 処 理 設 備 の 
 附 属 施 設 

圧 縮 空 気 設 備 

冷 却 水 設 備 

蒸 気 供 給 設 備 

分 析 設 備 

火 災 防 護 設 備 

給 水 処 理 設 備 

電 気 設 備 

化学薬品貯蔵供給設備 

緊 急 時 対 策 所 

直 流 電 源 設 備 
デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 

所 内 低 圧 系 統 

所 内 高 圧 系 統 

受 電 開 閉 設 備 

ケーブル及び電線路 

一 般 圧 縮 空 気 系 

安 全 圧 縮 空 気 系 

一 般 冷 却 水 系 

安 全 冷 却 水 系 

変 圧 器 

一 般 蒸 気 系 

安 全 蒸 気 系 

化学薬品貯蔵供給系 

酸素ガス製造供給系 

窒素ガス製造供給系 

計測制御用交流電源設備 

照明及び作業用電源設備 

施 設 設 備 設備又は系 系 

竜 巻 防 護 対 策 設 備 

溢 水 防 護 設 備 

不法侵入等防止設備 

通 信 連 絡 設 備 

（その７へ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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再処理施設の構成（その７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 設 備 設備又は系 系 

燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための設備 

臨界事故の拡大を防止するための設備 

前処理建屋の臨界事故の拡大を防止するための設備 

分離建屋の臨界事故の拡大を防止するための設備 

精製建屋の臨界事故の拡大を防止するための設備 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備 

分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の蒸発乾固に対処するための設備 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備 

冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備 

分離建屋の水素爆発に対処するための設備 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備 

高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備 

放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備 

分離建屋の有機溶媒火災に対処するための設備 

精製建屋の有機溶媒火災に対処するための設備 

分離建屋のＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応に対処するための設備 

精製建屋のＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応に対処するための設備 

（その６から） 

重大事故等対

処施設 

（その８へ） 

有機溶媒火災に対処するための設備 

ＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応に対処するための設備 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する系統のうち安重機能を有する機器等を 

設置する建屋以外に設置されるもの 
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再処理施設の構成（その８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放 射 性 物 質 の 漏 え い に 対 処 す る た め の 設 備 

施 設 設 備 設備又は系 系 

（その７から） 

水 供 給 設 備 

燃 料 補 給 設 備 

重大事故等対処共通設備 

電 源 設 備 

中 央 制 御 室 

排気監視 測定設備 

気象監視 測定設備 

環境監視 測定設備 

監 視 測 定 設 備 

重大事故等対処計装設備 

情 報 把 握 計 装 設 備 

計 装 設 備 

揚 重 ・ 運 搬 設 備 

情報把握 監視設備 

放 水 設 備 

抑 制 設 備 

放 出 抑 制 設 備 

緊 急 時 対 策 所 

重 大 事 故 等 通 信 連 絡 設 備 

臨界事故の拡大防止に必要な放射線計測設備 

燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失の対処に必要な放射線計測設備 

Ｔ Ｂ Ｐ 等 の 錯 体 の 急 激 な 分 解 反 応 の 対 処 に 必 要 な 放 射 線 計 測 設 備 

放 射 線 計 測 設 備 

緊 急 時 対 策 所 放 射 線 計 測 設 備 

冷 却 機 能 の 喪 失 に よ る 蒸 発 乾 固 へ の 対 処 に 必 要 な 放 射 線 計 測 設 備 

中 央 制 御 室 放 射 線 計 測 設 備 

管 理 放 出 設 備 
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再処理施設放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に関する 

火災防護対象設備リスト 

建屋 
 

系統又は機器名称 

 

機種 
火災防護

対策要否

 

火災による機能への影響評価 

 

使用済燃料

輸送容器管

理建屋 

 

使用済燃料輸送容器受

入れ・保管設備 

 

天井クレーン， 

移送台車 

 

否 

 

放射性物質を内包する使用済燃料輸送容器は，不燃材

で構成されており，火災により放射性物質の貯蔵又は

閉じ込め機能に影響を与えるものではない。 

また，放射性物質を内包するキャスクは，不燃材で構

成されている。 

 

使用済燃料輸送容器保

守設備 

 

天井クレーン， 

移送台車，空気作

動弁，電磁弁 

 

否 

 

当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁は火災による弁駆動部の機能喪失に

よって当該弁が開動作をしても，弁本体は金属等の不

燃性材料で構成されており，火災による機能喪失は考

えにくく，放射性物質が外部へ漏えいするおそれはな

い。 

 

使用済燃料輸送容器管

理建屋排気系 

 

高性能粒子フィル

タ，排風機，ダク

ト，ダンパ，空気

作動弁，電磁弁，

電動弁 

 

 

否 

 

当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁が火災によりフェイルセーフ状態へ

と移行したとしても建屋内の負圧は維持されるため放

射性物質が漏えいするおそれはない。 

 

低レベル廃液処理設備 

 

容器，配管，電動

弁，手動弁，ポン

プ，空気作動弁，

電磁弁 

 

否 
 
当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁は火災による弁駆動部の機能喪失に

よって当該弁が開動作をしても，弁本体は金属等の不

燃性材料で構成されており，火災による機能喪失は考

えにくく，放射性物質が外部へ漏えいするおそれはな

い。 

 

使用済燃料

受入れ・貯

蔵管理建屋 

 

使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設廃液処

理系(洗濯廃液ろ過装

置) 
 

 

容器，配管，電動

弁，手動弁，空気

作動弁，ポンプ 

 

否 

 

当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁は火災による弁駆動部の機能喪失に

よって当該弁が開動作をしても，弁本体は金属等の不

燃性材料で構成されており，火災による機能喪失は考

えにくく，放射性物質が外部へ漏えいするおそれはな

い。 

 

使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋排気系 

 

ダクト，空気作動

弁 

 

否 

 

当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁が再によりフェイルセーフ状態へと

移行したとしても建屋内の負圧は維持されるため放射

性物質が漏えいするおそれはない。 

 
海洋放出管理系 

 

容器，配管，電動

弁，手動弁，空気

作動弁，電磁弁 

 
否 

 

当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁及び電磁弁はフェイルクローズ設計

であり，自動的に閉止する。 

 

※対策要否のうち，否は消防法又は建築基準法に基づく火災防護対策を実施する設計とする
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建屋 系統又は機器名称 機種 
火災防護

対策要否 火災による機能への影響評価 

低レベル廃

液処理建屋 

第１低レベル廃液処理

系，第２低レベル廃液

処理系，油分除去系及

び海洋放出管理系 

容器，蒸発缶，配

管，電動弁，手動

弁，空気作動弁，

ポンプ 

否 
当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁は貯槽の攪拌，循環ラインであり，

火災による弁駆動部の機能喪失によって当該弁がフェ

イルセーフ状態へ移行しても，弁本体は金属等の不燃

性材料で構成されており，放射性物質が外部へ漏えい

するおそれはない。

気体廃棄物の廃棄施設 

・低レベル廃液処理建

屋塔槽類廃ガス処理設

備

・低レベル廃液処理建

屋排気系

排ガス洗浄塔，凝

縮器，デミスタ，

高性能粒子フィル

タ，排風機，ダク

ト，ダンパ，空気

作動弁，電磁弁 

否 
当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に

より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え

るものではない。 

また，空気作動弁及び電磁弁が火災によりフェイルセ

ーフ状態へと移行したとしても建屋内の負圧は維持さ

れるため放射性物質が漏えいするおそれはない。 

低レベル廃

棄物処理建

屋 

低レベル濃縮廃液処理

系，廃溶媒処理系及び

雑固体廃棄物処理系 

乾燥装置，固化装

置，熱分解装置，

償却装置，圧縮減

容装置，切断装

置，空気作動弁，

電磁弁，電動弁 

否 当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災によ
り放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与えるも
のではない。 
また，空気作動弁が火災による弁駆動部の機能喪失によ
って開閉動作をしても，弁本体は金属等の不燃性材料で
構成されており，火災による機能喪失は考えにくく，放
射性物質が外部へ漏えいするおそれはない 

気体廃棄物の廃棄施設 

・低レベル廃棄物処理

建屋塔槽類廃ガス処理

設備

・低レベル廃棄物処理

建屋排気系

スプレイ塔，排ガ

ス洗浄塔，凝縮

器，デミスタ，高

性能粒子フィル

タ，加熱器，よう

素フィルタ，排風

機，ダクト，ダン

パ，空気作動弁 

否 当該系統の各機器は不燃材で構成されており，火災に
より放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与え
るものではない。 
また，空気作動弁が火災による弁駆動部の機能喪失に
よって開閉動作をしても，弁本体は金属等の不燃性材
料で構成されており，火災による機能喪失は考えにく
く，放射性物質が外部へ漏えいするおそれはない 

第１低レベ

ル廃棄物貯

蔵建屋 

第１低レベル廃棄物貯

蔵系 
固体廃棄物貯蔵庫 否 当該機器は不燃材で構成されており，火災により放射

性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与えるもので

はない。 

第２低レベ

ル廃棄物貯

蔵建屋 

第２低レベル廃棄物貯

蔵系（第１貯蔵系及び

第２貯蔵系） 

固体廃棄物貯蔵庫 否 当該機器は不燃材で構成されており，火災により放射

性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与えるもので

はない。 

第４低レベ

ル廃棄物貯

蔵建屋 

第４低レベル廃棄物貯

蔵系 

固体廃棄物貯蔵庫 否 当該機器は不燃材で構成されており，火災により放射

性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与えるもので

はない。 

出入管理建

屋 

換気設備 ダクト，ダンパ，

空気作動弁 

否 当該機器は不燃材で構成されており，火災により放射

性物質の貯蔵又は閉じ込め機能に影響を与えるもので

はない。 

また，空気作動弁が火災による弁駆動部の機能喪失に

よって開動作をしても，弁本体は金属等の不燃性材料

で構成されており，火災による機能喪失は考えにく

く，放射性物質が外部へ漏えいするおそれはない。 

※対策要否のうち，否は消防法又は建築基準法に基づく火災防護対策を実施する設計とする

1247



 

令和元年9月27日 R 0  

 

 

 

 

 

補足説明資料２－６（５条） 

添付資料４ 

  

1248



 

補2－6－添4－1  

実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準 

 
 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審査基準」（抜粋） 
 

2.2火災の感知・消火 
 

2.2.1火災感知設備及び消火設備は、以下の各号に掲げるように、安全

機能を有する構築物、系統及び機器に対する火災の影響を限定

し、早期の火災感知及び消火を行える設計であること。 

(1) 消火設備 
 

 ① 消火設備 

    a．消火設備は、火災の火炎及び熱による直接的な影響のみならず、

煙、流出流体、断線、爆発等による二次的影響が安全機能を有

する構築物、系統及び機器に悪影響を及ぼさないように設置す

ること。 

    b．可燃性物質の性状を踏まえ、想定される火災の性質に応じた充

分な容量の消火剤を備えること。 

    c．消火栓は、全ての火災区域の消火活動に対処できるよう配置す

ること。 

    d．移動式消火設備を配置すること。 

    e．消火設備は、外部電源喪失時に機能を失わないように、電源を

確保する設計であること。 

    f．消火設備は、故障警報を中央制御室に吹鳴する設計であること。 

    g．原子炉の高温停止及び低温停止に係る安全機能を有する構築物、

系統及び機器相互の系統分離を行うために設けられた火災区域

又は火災区画に設置される消火設備は、系統分離に応じた独立

性を備えた設計であること。 
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    h．原子炉の高温停止及び低温停止に係る安全機能を有する構築物、

系統及び機器が設置される火災区域又は火災区画であって、火

災時に煙の充満、放射線の影響等により消火活動が困難なとこ

ろには、自動消火設備又は手動操作による固定式消火設備を設

置すること。 

    i．放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能を有する構築物、系統及び

機器が設置される火災区域であって、火災時に煙の充満、放射

線の影響により消火活動が困難なところには、自動消火設備又

は手動操作による固定式消火設備を設置すること。 

    j．電源を内蔵した消火設備の操作等に必要な証明器具を、必要な

火災区域及びその出入通路に設置すること。 
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再処理施設における内部火災影響評価について 

 

1．概要 

各火災区域又は火災区画における安全上重要な施設への影響

軽減対策について「原子力発電所の内部火災影響評価ガイド」

（平成25年６月19日 原規技発第130 6 1 9 1 4号 原子力規制委

員会決定）（以下「内部火災影響評価ガイド」という。）を参

考に，再処理施設内における火災が発生した場合においても多

重化された安全上重要な施設の安全機能（以下「再処理施設の

安全機能」という。）を損なわないことを確認する。 

 

2．内部火災影響評価手順の概要 

「原子力発電所の内部火災影響評価ガイド」を参照して実施

した再処理施設の内部火災影響評価の手順の概要(第１図)を示

す。（添付資料２） 

 

2 . 1  火災区域（区画）の設定 

火災区域は，安全上重要な機器等が設置されている建屋内

に設備の設置状況を考慮し，火災区域を設定する。（添付資

料３） 

 

2 . 2  火災区域（区画）特性表の作成 

火災区域／区画ごとに設置される機器，消火設備等の火災

影響評価に必要となる基礎情報を収集し，火災区域（区画）
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特性表を作成する。（添付資料４） 

 

2 . 3  火災影響評価 

火災影響評価の具体的方法を以下に示す。 

なお，運転段階における火災影響評価は火災区域（区画）

内の火災荷重の増加により，火災荷重から求める等価時間が

火災区域（区画）を構成する耐火壁（防火戸，防火ダンパ及

び耐火シール）の耐火時間より大きくなる場合や，設備改造

により火災影響評価対象設備を設置する火災区域（区画）が

変更となる場合には，再評価を実施する。 

火災影響評価の評価方法及び再評価については，火災防護

計画に定め管理する。 

 

2 . 4  火災伝播評価 

当該火災区域（区画）に火災を想定した場合に，隣接火災

区域（区画）への影響の有無を確認する。 

 

2 . 5  隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

を選定するための火災伝播評価 

火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，構成

する耐火壁の耐火時間以下の場合は，火災区域（区画）にお

いて火災が発生しても，隣接火災区域（区画）に影響を与え

る可能性はないことから，当該火災区域（区画）は，隣接火

災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）として選

定する。 
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2 . 6  隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）

を選定するための火災伝播評価 

火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，構成

する耐火壁の耐火時間を超える場合は，火災区域（区画）に

おいて火災が発生すると，隣接火災区域（区画）に影響を与

える可能性があることから，当該火災区域（区画）は，隣接

火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）として選

定する。 
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第１図 内部火災影響評価の手順概要フロー 
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3 .  火災区域（区画）特性表の作成 

火災影響評価を実施するにあたり，火災区域／区画ごとに

設置される機器，消火設備等の火災影響評価に必要となる基

礎情報を収集し，火災区域（区画）特性表として以下の情報

を整理し，特性表を作成する。特性表のサンプルを添付資料

４に示す。 

①  火災区域（区画）の説明 

②  火災区域（区画）の火災シナリオの説明 

③  火災区域（区画）にある火災源（可燃性物質量） 

④  火災区域（区画）にある防火設備 

⑤  火災影響を受ける安全上重要な設備 

⑥  火災区域（区画）に隣接する火災区域（区画）と火災伝

播経路 

⑦  火災区域（区画）にある火災源機器数 

 

3. 1  火災区域（区画）の説明 

設定した火災区域に対して，以下の情報を調査し，火災区

域特性表に記載する。 

(1 )建屋名 

(2 )火災区域番号 

(3 )火災区画番号（部屋番号） 

(4 )火災区域(区画)名称 

(5 )床面積 
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3 . 2  火災区域（区画）の火災シナリオの説明 

火災区域（区画）について，火災シナリオを記載する。記

載内容を以下に示す。 

・火災区域（区画）の部屋番号，建屋名称 

・本区域（区画）の火災源となる機器の種類 

・本区域（区画）の全ての想定火災（上記で火災源とな

るもの），火災影響を受ける安全上重要な施設の設置

の有無，安全機能喪失の有無，多重化された安全上重

要な施設の両系統喪失の有無 

 

3. 3  火災区域（区画）にある火災源（可燃性物質量） 

火災区域（区画）に存在する火災源（可燃性物質）として，

部屋の総発熱量，火災荷重及び等価時間を記載する。（添付

資料５） 

 

3. 4  火災区域（区画）にある防火設備 

火災区域（区画）に設置される防火設備について，以下を

記載する。 

・火災の感知手段 

・主要な消火設備 

・消火方法 

・消火設備のバックアップ 

・その他感知手段 
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3 . 5  火災影響を受ける安全上重要な設備 

火災区域（区画）に設置される火災影響を受ける安全上重

要な設備を記載する。 

 

3 . 6  火災区域（区画）に隣接する火災区域（区画）と火災伝播

経路 

当該火災区域（区画）内と隣接する火災区画番号，火災伝

播経路の有無，等価時間，耐火時間及び火災伝播の可能性を

記載する。 

 

3 . 7  火災区域（区画）にある火災源機器数 

火災区域（区画）内にある火災源機器の機器数を記載する。 

 

4.  火災伝播評価対象の選定（スクリーニング） 

火災区域内の全ての可燃性物質の発火及び全ての機器の機能

喪失を想定しても，安全上重要な施設の安全機能に影響しない

火災区域を予め摘出する。 

スクリーニングは以下の流れで実施する。(第２図) 

(1 )ステップ１ 隣接区域への火災伝播の可能性評価 

当該火災区域（区画）の火災影響評価を実施する前に，

隣接火災区域（区画）への火災伝播の有無（等価時間と

耐火時間の関係）を確認する。 

(2 )ステップ２ 

① 隣接火災区域に影響を与えない火災区域に対する影響

評価 
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火災により当該火災区域（区画）内に設置される全機

器の機能喪失を想定した場合，多重化又は多様化された

安全上重要な施設（評価対象）の機能が喪失するおそれ

が無い場合は，当該区域（区画）をスクリーンアウトす

る。 

② 隣接火災区域に影響を与える火災区域に対する影響評

価 

当該火災区域（区画）区画内及び隣接火災区域（区画）

内に設置される全機器の機能喪失を想定した場合，多重

化又は多様化された安全上重要な施設（評価対象）の機

能が喪失するおそれが無い場合は，当該区域（区画）を

スクリーンアウトする。 

 

 

第２図 スクリーニングの手順 
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5 .火災伝播評価 

当該火災区域（区画）に火災を想定した場合に，隣接火災区

域（区画）へ影響を与えるか否かを評価する。（第３図） 

 

5 . 1  隣接火災区域との境界の開口の確認 

隣接火災区域との境界の障壁に開口がない場合は，火災

が直接，隣接火災区域に影響を与える可能性はないことか

ら，隣接火災区域との境界の障壁について開口の有無を確

認し，隣接火災区域への火災伝播の可能性を確認する。 

 

5 . 2  等価時間と障壁の耐火性能の確認 

当該火災区域（区画）の火災荷重から求めた等価時間が，

構成する耐火壁の耐火時間以下の場合は，火災区域（区画）

において火災が発生しても，隣接火災区域（区画）に影響

を与える可能性はないことから，火災区域(区画)の等価時

間と構成する障壁の耐火能力を比較し，隣接火災区域への

火災伝播の可能性を確認する。 
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第３図 火災伝播評価手順の概要フロー 

NO

火災区域（区画）の火災伝播評
価 スタート

開口部が無いか？
かつ,等価時間≦
耐火時間か？

隣接火災区域（区画）に影響を
与えない火災区域（区画）

隣接火災区域（区画）に影響を
与える火災区域（区画）

YES
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6 .火災区域(区画)に対する火災影響評価 

5.項に示す火災伝播評価によって選定された隣接火災区域

（区画）に影響を与えない火災区域（区画）及び隣接火災区域

（区画）に影響を与える火災区域（区画）に対する火災影響評

価の方法を以下に示す。 

 

6 . 1  隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

の火災影響評価 

隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区画）

のうち，当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的

機能喪失を想定しても，多重化された安全上重要な施設が同

時に機能を喪失しない場合は，再処理施設の安全機能に影響

を与えないことを確認する。 

また,当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的

機能喪失を想定し，再処理施設の安全機能に影響を与える場

合においては，火災区域（区画）の最重要設備に対する系統

分離等の火災防護対策及びその他安全上重要な施設への火災

力学ツール（以下「ＦＤＴＳ」という。）を用いた火災影響

評価を実施し，安全上重要な施設が同時に機能を喪失しない

ことを確認することで，再処理施設の安全機能に影響を与え

ないことを確認する。 

 

当該火災区域（区画）内に設置される全機器の動的機能喪

失を想定した場合に，安全上重要な施設が同時に機能を喪失
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するか否かを確認する手順を以下に示す。（第４図） 

 

6 . 1 . 1  スクリーンアウトされる火災区域（区画） 

当該火災区域（区画）に設置される全機器の動的機能喪

失を想定しても，安全上重要な施設が同時に機能を喪失し

ない火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）の火災に

より安全上重要な施設が同時に機能を喪失しないことから，

スクリーンアウトする火災区域（区画）とする。 

 

6 . 1 . 2  スクリーンアウトされない火災区域（区画） 

同一火災区域（区画）内に多重化された安全上重要な施

設が存在する火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）

の火災を想定すると，安全上重要な施設が同時に機能を喪

失する可能性があることから，以下について確認する。 

①多重化された安全上重要な施設のうち，多重化され

た最重要設備が，火災防護に係る審査基準の「2 . 3  

火災の影響軽減」に基づく火災防護対策の実施状況

を確認し，火災区域（区画）の系統分離等の火災防

護対策を考慮することにより，最重要設備の安全機

能に影響がないことを確認する。なお，最重要設備

の安全機能が確保されない場合は，追加の火災防護

対策を実施し，最重要設備の安全機能を少なくとも

一つは確保する。 

②最重要設備以外の安全上重要な施設が設置される当

該火災区域（区画）において，最も過酷な単一の火
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災を想定して，ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実

施し，想定火災が安全上重要な施設に影響を与える

か否かを確認し，火災影響を与える場合は火災防護

対策の強化を実施し，再度ＦＤＴＳを用いた火災影

響評価を実施し，火災影響を与えないことを確認す

る。 

  

 

第４図 隣接火災区域（区画）に影響を与えない火災区域（区

画）の火災影響評価手順の概要フロー 

 

6 . 2  隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）

の火災影響評価 

隣接火災区域（区画）に影響を与える火災区域（区画）は，
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当該火災区域（区画）内の火災に伴う当該火災区域（区画）

及び隣接火災区域（区画）（以下「隣接２区域（区画）」と

いう。）に設置される全機器の動的機能喪失を想定しても，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失しない場合は，再処理

施設の安全機能に影響を与えないことを確認する。 

また，隣接２区域（区画）に設置される全機器の動的機能

喪失を想定し，再処理施設の安全機能に影響を与える場合に

おいては，最重要設備に対する系統分離等の火災防護対策及

びＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，安全上重要な施

設が同時に機能を喪失しないことを確認することで，再処理

施設の安全機能に影響を与えないことを確認する。 

 

ここでは，当該火災区域（区画）に火災を想定しても，隣

接２区域（区画）に設置される安全上重要な施設が同時に機

能を喪失するか否かを確認する手順を以下に示す。（第５図） 

 

 

6 . 2 . 1  隣接２区域（区画）のターゲットの確認 

隣接２区域（区画）のターゲットを確認し，以下の①か

ら④に分類する。 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在する場合 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが隣接

火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが隣

1271



補2－7－添1－15  

接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合 

④当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在しない場合 

 

6. 2 . 2  再処理施設の安全機能確保の確認 

上記6. 2. 1項で実施した分類に応じて，再処理施設の安全

機能が維持されるか否かを以下の①から④のとおり確認す

る。 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）に  

ターゲットが存在する場合 

隣接２区域（区画）の安全機能が全喪失した際に， 

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが，隣 

接火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合 

当該火災区域（区画）の安全機能が全喪失した際に，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが， 

隣接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合 

隣接火災区域（区画）の安全機能が全喪失した際に，

安全上重要な施設が同時に機能を喪失するか否かを確

認する。 

④当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にタ

ーゲットが存在しない場合 
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この場合は，隣接２区域（区画）に設置される全機 

器の動的機能喪失を想定しても，安全上重要な施設は

同時に機能喪失しない。 

 

6. 2 . 3  スクリーンアウトされる火災区域（区画） 

上記6. 2. 2項①から③において，安全上重要な施設が同時

に機能喪失しない火災区域（区画）は，当該火災区域（区

画）に火災を想定しても再処理施設の安全機能に影響を与

えないことから，スクリーンアウトする火災区域（区画）

とする。 

また，上記6.2 . 2項④の場合も，当該火災区域（区画）に

火災を想定しても，安全上重要な施設が同時に機能を喪失

しないことからスクリーンアウトする火災区域（区画）と

する。 

 

6. 2 . 4  スクリーンアウトされない火災区域（区画） 

上記6. 2. 2項①から③において，安全上重要な施設が同時

に機能喪失する火災区域（区画）は，当該火災区域（区画）

の火災を想定すると，再処理施設の安全機能に影響を及ぼ

す可能性がある。 

このため，当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区

画）の多重化された安全上重要な施設のうち，多重化され

た最重要設備が各々に設置され，火災の影響を受けるおそ

れのある場合は，火災防護に係る審査基準の「2 . 3  火災

の影響軽減」に基づく火災防護対策の実施状況を確認し，
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系統分離等の火災防護対策を考慮することにより，最重要

設備の安全機能が少なくとも一つは確保されることを確認

する。なお，最重要設備の安全機能が確保されない場合は，

追加の火災防護対策を実施し，最重要設備の安全機能を少

なくとも一つは確保する。 

最重要設備以外の安全上重要な施設が機能喪失するおそ

れのある当該火災区域（区画）において，最も過酷な単一

の火災を想定して，ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，

火災影響を及ぼす場合は火災防護対策の強化を実施し，再

度ＦＤＴＳを用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与え

ないことを確認する。 

 

①当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）にター

ゲットが存在する場合 

a .多重化された最重要設備が各々の火災区域(区画)

に設置される場合は，火災防護に係る審査基準の

「2 . 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策の

実施状況を確認し，系統分離等の火災防護対策を

考慮することにより，最重要設備の安全機能が少

なくとも一つは確保されることの確認 

b .当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）内

のターゲットへのＦＤＴＳを用いた火災影響評価を

実施し，火災影響を与えないことの確認 

②当該火災区域（区画）はターゲットが存在するが，隣接

火災区域（区画）にはターゲットが存在しない場合 
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当該火災区域（区画）内のターゲットへのＦＤＴＳを

用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与えないこと

の確認 

③当該火災区域（区画）はターゲットが存在しないが，隣

接火災区域（区画）にターゲットが存在する場合 

隣接火災区域（区画）内のターゲットへのＦＤＴＳを

用いた火災影響評価を実施し，火災影響を与えないこと

の確認 
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7 . ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価 

6 .項に示す火災区域（区画）に対する火災影響評価に よっ

て，スクリーンアウトされない火災区域（区画）に対するＦＤ

Ｔ Ｓ を用いた火災影響評価の方法について以下に示す。 

 

7 . 1  当該火災区域（区画） 

スクリーンアウトされない当該火災区域（区画）のターゲ

ットは，安全上重要な施設が同時に機能喪失し，再処理施設

の安全機能に影響を与える可能性があるため，ターゲットが

火災影響を受けるか否かを評価する手順を以下に示す。 

 

7 . 1 . 1  対象火災区域（区画）内の特定 

対象とする火災区域（区画）に関する情報として，火災

区域（区画）のサイズ（幅，長さ，高さ），耐火壁の構造

材，厚さ，開口サイズ（幅，高さ，位置）及び換気風量を

特定する。 

 

7 . 1 . 2  火災源の特定 

火災区域（区画）内に存在する火災源の情報として，評

価ガイドに示される火災源及び再処理施設特有の火災源を

考慮し，以下の火災源及びスクリーニング用発熱速度から

特定する。 

① 3 . 7ｋＷを超える回転機器の潤滑油火災（ＦＤＴ Ｓ
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より算出） 

② 3 . 7ｋＷを超える回転機器の電動機火災（6 9ｋＷ）  

③ 4 4 0Ｖ以上の電気キャビネット火災（2 3 2ｋＷ）  

④ケーブルトレイに敷設されるケーブル火災（1 0 6 . 0 2

ｋＷ）  

⑤有機溶媒火災（ＦＤＴ Ｓ より算出） 

⑥仮置可燃性物質火災（1 4 2ｋＷ）  

（  ）内はスクリーニング用発熱速度を示す。 

 

潤滑油及び有機溶媒漏えい火災については，評価ガイドに

基づき，燃焼する油量を内包油量の1 0 %と仮定する。この油

量に対する発熱速度（以下「ＨＲＲ」という。）を，可燃性

液体の燃焼速度と漏えい面積を基に，下式（ＦＤＴ Ｓ ，ＮＵ

ＲＥＧ－1 8 0 5）に基づき算出する。 

𝑄 𝑚"𝛥𝐻 ,    1 𝑒      𝐴     

𝑄： 火 災 源 の 発 熱 速 度 (Ｈ Ｒ Ｒ )   [ k W ]  

𝑚"： 漏 え い 油 の 質 量 燃 焼速 度  [ k g / m 2 ・ s e c ]   

𝛥𝐻𝑐,𝑒𝑓𝑓： 漏 え い 油 の 有 効 熱  [ k J / k g ]  

𝐴𝑑𝑖𝑘𝑒： 漏 え い 油 の 広 が り 面 積  [ m 2 ]  

𝑘𝛽： 経 験 的 乗 数  [ m - 1 ]  

𝐷： 火 災 の 等 価 直 径  （  ＝  4𝐴𝑑𝑖𝑘𝑒/𝜋 ） [ m ]  

 

7 . 1 . 3  ターゲットの特定 

火災区域（区画）内に存在するターゲットについての情報

を機器配置図，盤配置図，ケーブルトレイ配置図，機器の詳
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細図から特定する。 

 

7 . 1 . 4  火災源の影響範囲（ＺＯＩ）の設定 

ターゲットの損傷基準は，ケーブルの損傷温度2 0 5℃，損

傷輻射熱流束６k W / m 2 に設定する。本損傷基準は，評価ガイ

ドに記載される熱可塑性ケーブルの基準（ＮＵＲＥＧ／ＣＲ

－6 8 5 0）に基づくものである。なお，ポンプ等に内包され

る潤滑油の発火温度は，2 0 5℃以上となることから本損傷基

準にて影響範囲をＦＤＴ Ｓ の計算モデルに基づき算出し評価

する。以下に火災源の影響範囲の設定方法を示す。 

①火炎による直接の影響 

垂 直 方 向 の 影 響 範 囲 は ， 火 炎 の 高 さ で 定 義 さ れ る 。

影響範囲は火炎底部での燃焼範囲（油漏えい火炎で

は漏えい面積で規定される範囲）とする。火炎高さ

はＦＤＴ Ｓ により算出する。 

②火炎プルームの影響 

垂直方向の影響範囲は，火炎プルームの中心軸の

温度が，ターゲットの損傷温度と等しくなるプルー

ムの高さで定義される。水平方向の影響範囲は火炎

底部での燃焼範囲（油漏えい火炎では漏えい面積で

規定される範囲）とする。プルームの高さはＦＤＴ

Ｓ により算出する。 

③火炎による輻射の影響 

輻射の影響範囲は，輻射熱流束がターゲットの損
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傷熱流束と等しくなる火炎中心からターゲットまで

の直線距離で定義される。輻射熱流束の距離はＦＤ

Ｔ Ｓ により算出する。 

④高温ガス層の影響 

高温ガス層の影響範囲は，高温ガス層の温度がタ

ーゲットの損傷温度以上となる領域であり，時間の

経過と ともに 高 温ガス 層の温 度 及び高 さは変 化 する。

高温ガス層の温度及び高さはＦＤＴ Ｓ により算出す

る。 

高温ガス層の影響範囲の算出に関する条件を以下

に示す。 

ⅰ .  油漏えい火災では，漏えい油（内包油量の

1 0％）が燃え尽きる時間（燃焼時間）での

高温ガス層の温度及び高さより影響範囲を

算出する。燃焼時間はＦＤＴ Ｓ の火炎による

直接の影響により算出する。 

ⅱ .  油火災以外は，燃焼開始後１時間の時点で

高温ガス層の温度及び高さより影響範囲を

算出する。 

ⅲ .  自然換気区画対象モデルは，１箇所の開口

部しか扱えないため，評価対象火災区画に

開口部が複数ある場合には，開口部の面積

に関するデータとして，開口部の全面積を

設定する。 
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ⅳ .  再処理施設は換気設備による動的閉じ込め

を 採 用 す る こ と で ， 常 時 換 気 さ れ て い る が ，

高温ガス層の算出は高温ガス層温度が高め

となるように，ガイドに基づき自然換気区

画対象モデルにより算出する。なお，高温

ガス層評価で損傷基準を超える場合で換気

量が決まっている火災区域（区画）につい

ては，現実的な評価として強制換気区画対

象モデルにより詳細評価を実施する。 

 

7 . 1 . 5  火災区域（区画）内の評価 

火災区域（区画）内の評価については，ターゲットの近傍

にある火災源及び火災区域（区画）内の最も大きいＨＲＲの

火災源を使用し，上記 7 . 1 . 4項の方法にて影響範囲を算出し，

ターゲットが火災源の影響範囲内にあれば損傷するものとし

て評価する。 

なお，火災区域（区画）内の火災源がケーブルトレイの場

合は，米国電気電子工学会（ＩＥＥＥ）規格3 8 4（ＩＥＥＥ

3 8 4 - 1 9 9 2）に示されるケーブルトレイ間の分離距離（垂直

下 部 方 向 1 . 5 ｍ ， 水 平 方向 0 . 9 ｍ ， ソ リッ ド ト レ イ の 場合 は ，

垂直下部方向0 . 2ｍ，水平方向0 . 1ｍ）の範囲内に含まれる

ケーブルは損傷するものとして評価する。 
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7 . 2  当該火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画） 

スクリーンアウトされない当該火災区域（区画）及び隣接

火災区域（区画）のターゲットは，安全上重要な施設が同時

に機能を喪失し，再処理施設の安全機能に影響を与える可能

性があるため，ターゲットが火災影響を受けるか否かを評価

する手順を以下に示す。 

  

7 . 2 . 1  対象火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）内の特 

    定  

対象とする火災区域（区画）及び隣接火災区域（区画）に

関する情報として，火災区域（区画）及び隣接火災区域（区

画）を合わせたサイズ（幅，長さ，高さ），耐火壁の構造材，

厚さ，開口サイズ（幅，高さ，位置）及び換気風量を特定す

る。 

 

7 . 2 . 2  火災源の特定 

火災区域（区画）内に存在する火災源の情報として，

7 . 1 . 2項で実施した分類に応じて，ＨＲＲの最大となる火災

源を特定する。 

 

 

7 . 2 . 3  ターゲットの特定 

    隣接火災区域（区画）内に存在するターゲットについて

の情報は，7 . 1 . 3項と同様とする。 
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7 . 2 . 4  火災源の影響範囲（ＺＯＩ）の設定 

ターゲットの損傷基準は，7 . 1 . 4項と同様とする。 

 

7 . 2 . 5  隣接火災区域（区画）の評価 

隣接火災区域（区画）の評価は，当該火災区域（区画）か

らの高温ガス温度にて実施する。 

当該火災区域（区画）内の可燃物の火災により発生する高

温ガス温度と，隣接火災区域（区画）に存在するターゲット

の損傷基準とを比較し，ターゲットが損傷するかを評価する。

なお，当該火災区域（区画）内の火災源がケーブルトレイで

隣接火災区域（区画）内のターゲットがケーブルトレイの場

合は，米国電気電子工学会（ＩＥＥＥ）規格3 8 4（ＩＥＥＥ

3 8 4 - 1 9 9 2）に示されるケーブルトレイ間の分離距離（垂直

下 部 方 向 1 . 5 ｍ ， 水 平 方向 0 . 9 ｍ ， ソ リッ ド ト レ イ の 場合 は ，

垂直下部方向0 . 2ｍ，水平方向0 . 1ｍ）の範囲内に含まれる

ケーブルは損傷するものとして評価する。 
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8 .  評価結果  

以下 8 . 1項において隣接火災区域（区画）に火災の影響を与え

ない火災区域（区画）に対する火災影響評価の結果を，8 . 2項に

おいて隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域

（区画）に対する火災影響評価の結果を示す。 

 

8 . 1  隣接火災区域（区画）に火災の影響を与えない火災区域

（区画）に対する火災影響評価 

隣接火災区域（区画）に火災の影響を与えない火災区域

（区画）に対して，「4 .  火災伝播評価対象の選定（スクリー

ニング）」のとおり，スクリーンアウトされる火災区域（区

画）を確認するとともに，スクリーンアウトされない火災区

域（区画）に対して，最重要設備が火災防護に係る審査基準

の「 2 . 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策 (系統分

離 )を実施することにより，最重要設備の安全機能に影響が

な い こ と を確 認 す る 。 ま た， ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価

を実施し，再処理施設の安全機能に影響がないことを確認す

る。（添付資料６） 

 

8 . 2  隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域（区

画）に対する火災影響評価 

隣接火災区域（区画）に火災の影響を与える火災区域（区

画）に対して，「4 .  火災伝播評価対象の選定（スクリーニン

グ）」のとおり，スクリーンアウトされる火災区域（区画）
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を確認するとともに，スクリーンアウトされない火災区域

（区画）に対して，最重要設備が火災防護に係る審査基準の

「 2 . 3  火災の影響軽減」に基づく火災防護対策 (系統分離 )

を実施することにより，最重要設備の安全機能に影響がない

こ と を 確 認す る 。 ま た ， ＦＤＴ Ｓ を用いた火災影響評価を実施

し，再処理施設の安全機能に影響がないことを確認する。

（添付資料７，８） 
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

１
.
総

則
 

１
．

１
 
一
般
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
内

の
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

る
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
を

火
災

か
ら

防
護

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

技
術

基
準

に
関

す
る

規
則

」
（

平
成

2
5 

年
原

子
力

規
制

委
員

会
規

則
第

６
号

）
第

１
１

条
に

定
め

る
火

災
防

護
の

要
求

及
び

そ

れ
に

基
づ

く
「

実
用

発
電

用
原

子
炉

及
び

そ
の

附
属

施
設

の
火

災
防

護
に

係
る

審
査

基

準
」（
原
規
技
発
第

1
3
0
61
9
5
 号
（

平
成

2
5
 年

6
 月

1
9 
日
原

子
力
規

制
委

員
会

決
定

）
）

で
は

必
要

な
火

災
防

護
対

策
を

要
求
し

て
い

る
。
 

本
評

価
ガ

イ
ド

は
，

こ
れ

ら
の

要
求

に
基

づ
く

火
災

防
護

対
策

に
よ

り
，

原
子

炉
施

設
内

で
火

災
が

発
生

し
て

も
，

原
子

炉
の

高
温

停
止

及
び

低
温

停
止

（
以

下
，

高
温

停

止
及

び
低

温
停

止
を

総
称

し
て
「
安

全
停

止
」
と
い

う
。
）
に

係
わ
る

安
全

機
能

が
確

保

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

に
実

施
す

る
内

部
火

災
影

響
評

価
の

手
順

の
一

例
を

示

す
も

の
で

あ
る

。
ま

た
，

本
評

価
ガ

イ
ド

は
，

内
部

火
災

影
響

評
価

の
妥

当
性

を
審

査

官
が

判
断

す
る

際
に

，
参

考
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

な
お

，
火

災
影

響
評

価
手

法
に

つ

い
て

は
，

そ
の

技
術

水
準

の
現

状
を

踏
ま

え
れ

ば
，

そ
の

適
用

経
験

等
を

踏
ま

え
て

，

今
後

，
継

続
的

に
見

直
し

て
い

く
こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

本
評

価
ガ

イ
ド

で
対

象
と

す
る

火
災

源
は

，
発

電
所

敷
地

内
に

施
設

さ
れ

る
設

備
を

対
象

と
し

，
以

下
の

火
災

に
つ

い
て
は

対
象

外
と

し
て

い
る

。
 

・
意

図
的

な
活

動
（

放
火

な
ど

）
に
よ

る
火

災
 

・
発

電
所

敷
地

外
に

お
け

る
火

災
 

・
発

電
所

敷
地

内
の

空
き

地
の

火
災

（
な

お
，

航
空

機
落

下
に

伴
う

火
災

は
外

部
火

災
と

し
て

扱
う

。）
 

  

－
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

２
．

目
的

 

 
本

評
価

ガ
イ

ド
は

，
発

電
用

軽
水

型
原

子
力

施
設

に
お

い
て

火
災

に
よ

る
影

響
を

考

慮
し

て
も

，
原

子
炉

を
安

全
停

止
す

る
た

め
の

火
災

防
護

対
策

が
妥

当
で

あ
る

か
ど

う

か
を

評
価

す
る

手
法

を
示

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

  

 

 
再

処
理
施

設
に

お
い

て
は

，「
再

処
理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設
備

の
基

準
に

関

す
る

規
則

の
解

釈
」

第
５

条
２

項
７

号
の

要
求

事
項

で
あ

る
、
「

七
 
火

災
又

は
爆

発
の

発
生

を
想

定
し

て
も

、
臨

界
防

止
、

閉
じ

込
め

等
の

安
全

機
能

を
損

な
わ

な

い
こ

と
。
」
と
の

要
求

を
受

け
，
内

部
火

災
ガ
イ

ド
を

参
考
と

し
て

，
火

災
防

護
対

策
の

妥
当

性
を

確
認

す
る

こ
と

を
目
的

と
す

る
。
 

３
．

火
災

の
想

定
 

 
原

子
炉

の
安

全
機

能
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

最
も

苛
酷

な
単

一
の

火
災

を
火

災
区

域
／

火
災

区
画

内
に

想
定

す
る

。
 

 

地
震

時
に

お
い

て
は

，
耐

震
Ｂ

，
Ｃ

ク
ラ

ス
の

機
器

を
火

災
源

と
し

て
，
最

も
苛

酷

な
単

一
の

火
災

を
，
火

災
区

域
／

火
災

区
画

に
想

定
す

る
。
な

お
，
耐

震
設

計
に

つ
い

て
は
「

実
用

発
電

用
原

子
炉

及
び

そ
の

附
属

施
設

の
位

置
，
構

造
及

び
設

備
の

基
準

に

関
す

る
規

則
の

解
釈

」
（

原
規

技
発

第
1
3
0
6
1
9
3
 
号

（
平

成
2
5
 
年

6
 
月

1
9
 
日

原
子

力
規

制
委

員
会

決
定

）
）

に
従

う
こ

と
。

 

 解
説

－
３

．
１

 
「

単
一

の
火

災
」

 

「
単

一
の

火
災

」
と

し
て

，
単

一
の

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
又

は
仮

置
き

さ
れ

た
可

燃

性
物

質
（

難
燃

性
の

も
の

も
含

む
）
が

火
災

源
と

な
っ

て
，
延

焼
し

て
最

悪
の

ケ
ー

ス
と

な
る

こ
と

を
想

定
す

る
。

 

こ
れ

は
，
地

震
に

よ
り

，
仮

に
耐

震
ク

ラ
ス

の
低

い
設

備
に

お
い

て
，
破

損
な

ど

に
よ

り
複

数
の

火
災

の
発

生
を

想
定

し
た

と
し

て
も

，
そ

れ
ら

は
，
最

も
影

響
の

あ

る
単

一
の

火
災

に
つ

い
て

の
評

価
結

果
に

包
含

さ
れ

る
と

の
考

え
方

に
基

づ
い

て

  
再

処
理
の

安
重

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
あ

る
最

も
苛

酷
な

単
一

の
火

災

と
し

て
、

設
計

図
書

及
び

現
場

ウ
ォ

ー
ク

ダ
ウ

ン
に

よ
り

火
災

源
及

び
可

燃
物

を

特
定

し
、

最
も

苛
酷

な
単

一
火

災
を
火

災
区

域
／

火
災

区
画

内
に
想

定
す

る
。
 

 
地

震
時
に

お
い

て
は

，
耐

震
Ｂ

，
Ｃ

ク
ラ

ス
の

機
器

が
火

災
源

と
な

る
こ

と
を

考

慮
す

る
。
 

 
上

記
を
う

け
、

具
体

的
に

は
以

下
の
と

お
り

の
火

災
を

想
定

す
る
。
 


 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
（

7
項

）
に
お

い
て
は

、
１

つ
の

火
災

区
域

／
火
災

区
画

内

に
お

け
る

全
て

の
可

燃
物

の
燃

焼
に
よ

る
機

器
の

損
傷

を
考

慮
す
る

。
 


 

火
災

区
画

内
伝

播
評

価
（
8
.
3
項

）
で
は

，
H
R
R
が

最
大

と
な
る

可
燃
性

物
質

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
，

火
災

源
（

出
火

源
）

の
上

部
に

可
燃

性
物

質
が

あ

る
場

合
（

主
に

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
），

ケ
ー

ブ
ル
ト

レ
イ

ま
で

火
炎
が

到
達

す

る
場

合
は

組
み

合
わ

せ
を

考
慮

す
る

。
具

体
的

に
は

有
機

溶
媒

火
災

や
多

量

の
潤

滑
油

火
災

時
に

お
い

て
は

，
当

該
火

災
の

継
続

時
間

中
、

直
上

の
ケ

ー

ブ
ル

ト
レ

イ
へ

の
延

焼
を

考
慮

す
る
。
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て

 

 

補 2－7－添 2－3 

原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

い
る

。
 

な
お

，
米

国
は

，
「

最
悪

の
ケ

ー
ス

」
の

火
災

が
最

も
苛

酷
な

自
然

現
象

と
同

時

に
起

こ
る

こ
と

を
想

定
す

る
必

要
は

な
い

と
し

て
い

る
が

（
米

国
の

R
e
g
u
l
a
t
o
r
y
 

G
u
i
d
e
1
.
1
8
9
）
，
我

が
国

の
場

合
は

，「
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
火

災
防

護
に

関
す

る
審

査
指

針
」
（

昭
和

5
5
 
年

1
1
 
月

6
 
日

原
子

力
安

全
委

員
会

決
定

，
平

成

1
9
 
年

1
2
 
月

2
7
日

一
部

改
訂

）
（

以
下

，
「

火
災

防
護

審
査

指
針

」
と

い
う

。
）

に

基
づ

き
，
地

震
等

の
苛

酷
な

自
然

現
象

の
発

生
に

よ
り

火
災

が
発

生
す

る
こ

と
を

想

定
し

て
い

る
。

 

 解
説

－
３

．
２

 
「

最
も

苛
酷

な
火

災
」

 

「
最

も
苛

酷
な

火
災

」
と

は
，
単

一
の

火
災

か
ら

延
焼

に
よ

り
周

辺
の

火
災

区
域

／
火

災
区

画
に

広
が

る
火

災
を

い
う

。
 

４
．

火
災

時
の

原
子

炉
の

安
全

確
保

 

３
．

に
想

定
す

る
火

災
に

対
し

て
，

 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

必
要

な
機

能
を

有
す

る
系

統
が

，
そ

の
安

全
機

能
を

失

わ
な

い
こ

と
（

信
頼

性
要

求
に

基
づ

き
独

立
性

が
確

保
さ

れ
，
多

重
性

又
は

多

様
性

を
有

す
る

系
統

が
同

時
に

そ
の

機
能

を
失

わ
な

い
こ

と
）
。

 

内
部

火
災

に
よ

り
原

子
炉

に
外

乱
が

及
び

，
か

つ
，
安

全
保

護
系

，
原

子
炉

停
止

系
の

作
動

を
要

求
さ

れ
る

場
合

に
は

，
そ

の
影

響
（

火
災

）
を

考
慮

し
，

安
全

評
価

指
針

に
基

づ
き

安
全

解
析

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

   

   
再

処
理
施

設
に

お
い

て
は

、
安

全
上

重
要

な
施

設
が

想
定

火
災

に
対

し
，

安
全

機

能
を

失
わ

な
い

こ
と

（
信

頼
性

要
求

に
基

づ
き

独
立

性
が

確
保

さ
れ

，
多

重
性

又

は
多

様
性

を
有

す
る

系
統

が
同

時
に
そ

の
機

能
を

失
わ

な
い

こ
と
）
を
評

価
す

る
。

 
ま

た
、
別

紙
１

に
示

す
と

お
り

、
内

部
火

災
に

よ
り

再
処

理
施

設
に

外
乱

が
及

ぶ

こ
と

を
想

定
し

た
安

全
解

析
（

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故

に
係

る
評

価
）

に
つ

い
て

の
確

認
を
行

う
。
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

５
．

 
火

災
影

響
評

価
の

手
順

 

火
災

影
響

評
価

は
，
図

5
.
1
 
に

示
す

よ
う

な
，「

火
災

区
域

／
火

災
区

画
の

設
定

」
，

「
情

報
及

び
デ

ー
タ

の
収

集
，
整

理
」
，「

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
」
，「

火
災

伝
播

評
価

」
と

い
う

ス
テ

ッ
プ

で
実

施
す

る
。

各
ス

テ
ッ

プ
の

概
要

を
以

下
に

述
べ

る
。

 

「
火

災
区

域
／

火
災

区
画

の
設

定
」
で

は
，
火

災
影

響
評

価
の

対
象

と
な

る
建

屋
を

，

火
災

区
域

に
分

割
し

，
さ

ら
に

必
要

に
応

じ
て

火
災

区
画

に
細

分
化

す
る

。
火

災
区

域

は
，
耐

火
壁

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
，
他

の
区

域
と

分
離

さ
れ

て
い

る
建

屋
内

の
区

域
（

部

屋
）
で

あ
る

。
火

災
区

画
は

全
周

囲
を

耐
火

壁
で

囲
ま

れ
て

い
る

必
要

は
必

ず
し

も
な

く
，

隔
壁

や
扉

の
配

置
状

況
を

目
安

に
設

定
す

る
。

 

「
情

報
及

び
デ

ー
タ

の
収

集
・
整

理
」
で

は
，
火

災
区

域
／

区
画

内
の

可
燃

性
物

質
，

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
，
隣

接
区

域
（

区
画

）
と

の
関

係
等

の
火

災
区

域
（

区
画

）
の

特
徴

を
示

す
「

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
」

を
作

成
す

る
。

 

「
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

」
で

は
，
火

災
に

よ
る

影
響

評
価

を
効

率
的

に
実

施
す

る
た

め
，

火
災

区
域

ご
と

に
，

全
可

燃
性

物
質

の
燃

焼
，

全
機

器
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

て
も

，

原
子

炉
の

高
温

停
止

，
低

温
停

止
に

影
響

が
及

ば
な

い
火

災
区

域
を

除
外
（

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

）
す

る
。

 

「
火

災
伝

播
評

価
」

で
は

，
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
さ

れ
な

い
火

災
区

域
を

対
象

に
，

当
該

火
災

区
域

を
構

成
す

る
火

災
区

画
に

お
け

る
個

別
の

可
燃

性
物

質
の

発
火

の
可

能
性

を
想

定
し

，
他

の
火

災
区

画
へ

の
影

響
を

評
価

し
，
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

影
響

が
及

ば
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
影

響
が

及
ぶ

場
合

は
，
火

災
防

護
対

策
の

強
化

が
必

要
に

な
る

。
 

  

  
再

処
理
施

設
に

お
け

る
火

災
影

響
評

価
は

火
災

影
響

評
価

ガ
イ

ド
に

基
づ

き
、

以

下
の

ス
テ

ッ
プ

で
実

施
す

る
。

 

詳
細

は
６

項
以

降
に

記
す

。
 

①
 
火

災
区

域
／

火
災

区
画

の
設

定
 

火
災

影
響

評
価

の
対

象
と

な
る

建
屋

を
，

火
災

区
域

に
分

割
し

，
さ

ら
に

必

要
に

応
じ

て
火

災
区

画
に

細
分

化
す

る
。

火
災

区
域

は
，

耐
火

壁
に

よ
っ

て

囲
ま

れ
，
他

の
区

域
と

分
離
さ

れ
て
い

る
建

屋
内

の
区

域
（

部
屋

）
で

あ
る

。

火
災

区
画

は
全

周
囲

を
耐

火
壁

で
囲

ま
れ

て
い

る
必

要
は

必
ず

し
も

な
く

，

隔
壁

や
扉

の
配

置
状

況
を

目
安

に
設
定

す
る

。
 

②
 
情

報
及
び

デ
ー

タ
の

収
集

・
整

理
 

火
災

区
域

／
区

画
内

の
可

燃
性

物
質

，
機

器
，

ケ
ー

ブ
ル

，
隣

接
区

域
（

区

画
）

と
の

関
係

等
の

火
災

区
域

（
区

画
）

の
特

徴
を

示
す

「
火

災
区

域
（

区

画
）

特
性

表
」

を
作

成
す

る
。

 

③
 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

 

火
災

に
よ

る
影

響
評

価
を

効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

，
火

災
区

域
ご

と
に

，

全
可

燃
性

物
質

の
燃

焼
，

全
機

器
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

て
も

，
再

処
理

施

設
の

安
重

機
能

に
影

響
が

及
ば

な
い

火
災

区
域

を
除

外
（

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ

ト
）

す
る

。
 

④
 
火

災
伝

播
評

価
 

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

さ
れ

な
い

火
災

区
域

を
対

象
に

，
当

該
火

災
区

域
を

構

成
す

る
火

災
区

画
に

お
け

る
個

別
の

可
燃

性
物

質
の

発
火

の
可

能
性

を
想

定

し
，

他
の

火
災

区
画

へ
の

影
響

を
評

価
し

，
再

処
理

施
設

の
安

重
機

能
に

影
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

響
が

及
ば

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

影
響

が
及

ぶ
場

合
は

，
火

災
防

護
対

策

の
強

化
が

必
要

に
な

る
。
 

６
．

 
情

報
及

び
デ

ー
タ

の
収

集
･
整

理
 

火
災

影
響

評
価

を
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

，
火

災
区

域
／

区
画

ご
と

に
設

置
さ

れ
る

機
器

，
消

火
設

備
等

の
配

置
に

係
る

情
報

が
必

要
と

な
る

。
こ

こ
で

は
，
火

災
の

発
生

に
よ

り
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

影
響

が
及

ぶ
シ

ナ
リ

オ
を

特
定

す
る

た
め

に
，
各

火
災

区
域

／
区

画
に

対
し

て
，
火

災
源

，
延

焼
の

可
能

性
を

識
別

し
た

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

必
要

な
情

報
を

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
と

し
て

整
理

す
る

。
 

  
詳

細
は
６

.１
項
以

降
に

記
す
。

 

６
．

１
 
火

災
区

域
及

び
火

災
区

画
の

設
定

 

６
．

１
．

１
 
火

災
区

域
の

設
定

 

火
災

に
よ

る
影

響
評

価
を

効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

，
建

屋
内

を
火

災
区

域
に

分
割

す
る

。
火

災
区

域
は

，
耐

火
壁

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
，
他

の
区

域
と

分
離

さ
れ

て
い

る
建

屋
内

の
区

域
で

あ
り

，
下

記
に

よ
り

設
定

す
る

。
 

①
 
建

屋
ご

と
に

，
耐

火
壁
（

耐
火

性
能

を
持

つ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

，
貫

通
部

シ

ー
ル

，
防

火
扉

，
防

火
ダ

ン
パ

な
ど

）
に

よ
り

囲
わ

れ
た

区
域

を
火

災
区

域

と
し

て
設

定
す

る
。
た

だ
し

，
屋

外
に

設
置

さ
れ

る
設

備
に

対
し

て
は

，
附

属
設

備
を

含
め

て
火

災
区

域
と

み
な

す
。

 

②
 
系

統
分

離
さ

れ
て

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
，
そ

れ
を

考
慮

し
て

火
災

区

域
を

設
定

す
る

。
 

 

   
火

災
区
域

は
以

下
の

と
お

り
設

定
す

る
。

火
災

区
域

の
設

定
に

係
る

詳
細

は
、

補

足
説

明
資
料

2
-
1
添

付
資
料

3
参

照
。
 

①
 
建

屋
ご

と
に

，
個

別
に

火
災

区
域

を
設

定
す

る
安

重
機

器
等

が
設

置
さ

れ
、

耐
火

壁
（

耐
火

性
能

を
持

つ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

，
貫

通
部

シ
ー

ル
，
防

火
扉

，

防
火

ダ
ン

パ
な

ど
）

に
よ

り
囲

わ
れ

た
区

域
を

火
災

区
域

と
し

て
設

定
す

る
。

 

屋
外

に
設

置
さ

れ
る

設
備

に
対

し
て

は
，
耐

火
壁

に
よ

り
囲

わ
れ

て
は

い
な

い
が

、
延

焼
の

お
そ

れ
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
、
附

属
設

備
を

含
め

て
火

災
区

域
と

み
な

す
。

 

②
 
系

統
分

離
さ

れ
て

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
，
そ

れ
を

考
慮

し
て

火
災

区

域
を

設
定

す
る

。
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子
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の
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火
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響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

６
．

１
．

２
 
火

災
区

画
の

設
定

 

火
災

区
域

を
分

割
し

，
火

災
区

画
を

設
定

す
る

。
火

災
区

画
の

範
囲

は
，
原

子
炉

の

安
全

停
止

に
係

る
系

統
分

離
等

に
応

じ
て

設
定

す
る

。
図

6
.
4
 
に

概
念

を
示

す
。

 

図
6
.
5
 
は

，
図

6
.
2
 
の

P
W
R
 
の

設
定

例
中

の
火

災
区

域
R
/
B
1
-
5
 
を

細
分

化
し

た

火
災

区
画

の
例

で
あ

る
。

 

こ
の

火
災

区
画

の
例

で
は

，
三

つ
の

ポ
ン

プ
室

を
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
の

火
災

区
画

と
し

て
，

通
路

を
２

分
割

し
て

，
合

計
五

つ
の

火
災

区
画

に
設

定
し

て
い

る
。

 

 

  
火

災
区
域
を

分
割

し
，
火

災
区

画
を

設
定

す
る

。
火

災
区

画
は

，
再

処
理

施
設

の

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

等
を

考
慮

し
て

設
定

す
る

。
 

 

６
．

２
 
機

器
リ

ス
ト

の
作

成
 

火
災

区
画

内
に

設
置

さ
れ

る
機

器
（

ポ
ン

プ
，
空

調
機

器
，
盤

，
ケ

ー
ブ

ル
，
電

動

弁
等

）
の

配
置

に
係

る
情

報
を

調
査

し
，

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
に

整
理

す
る

。

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
の

作
成

に
つ

い
て

は
，

後
記

６
．

７
を

参
照

の
こ

と
。

 

  
火

災
区
域

（
区

画
）

に
設

置
さ

れ
る

機
器

の
有

す
る

安
全

機
能

や
設

置
さ

れ
る

火

災
防

護
設

備
に

関
す

る
情

報
を

集
約

し
て

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
を

作
成

す

る
。
 

 

６
．

２
．

１
 
火

災
防

護
対

象
機

器
の

特
定

 

火
災

に
よ

っ
て

，
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
の

あ
る

機
器

を
火

災
防

護
対

象
機

器
と

し
て

特
定

す
る

。
火

災
防

護
対

象
機

器
に

は
，
多

重
性

を
有

す
る

安
全

上
重

要
な

設
備

で
下

記
の

設
備

等
が

あ
り

，
系

統
分

離
が

要
求

さ
れ

て
い

る
。

 

a
.
 
安

全
保

護
系

 

b
.
 
原

子
炉

停
止

系
 

c
.
 
工

学
的

安
全

施
設

 

d
.
 
非

常
用

所
内

電
源

系
 

e
.
 
事

故
時

監
視

計
器

 

f
.
 
余

熱
除

去
設

備
 

  
火

災
に
よ

っ
て

、
再

処
理

施
設

の
安

全
機

能
に

影
響

を
お

よ
ぼ

す
可

能
性

の
あ

る

機
器

と
し

て
、

安
全

上
重

要
な

施
設

の
う

ち
、

火
災

に
よ

る
影

響
を

う
け

る
お

そ

れ
の

あ
る

機
器

を
火

災
影

響
評

価
対
象

機
器

と
し

て
特

定
す

る
。
 

 
再

処
理
施

設
の

安
全

上
重

要
な

施
設

の
う

ち
、

最
重

要
設

備
に

対
し

て
は

、
火

災

防
護

審
査

基
準

に
基

づ
き

系
統

分
離
を

行
う

も
の

と
す

る
が

、「
再
処

理
施

設
の

位

置
、

構
造

及
び

設
備

の
基

準
に

関
す

る
規

則
の

解
釈

」
第

５
条

２
項

７
号

に
お

い

て
は

、「
七

 
火

災
又

は
爆

発
の

発
生

を
想

定
し

て
も

、
臨

界
防

止
、

閉
じ

込
め

等

の
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
こ

と
。」

と
要

求
し
て

お
り

，
以

下
に
示

す
全

て
の

安

全
上

重
要

な
施

設
を

対
象

と
す

る
と
し

て
火

災
防

護
対

象
機

器
を
特

定
す

る
。
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発

電
所
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内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

g
.
 
最

終
的

な
熱

の
逃

が
し

場
へ

熱
を

輸
送

す
る

設
備

 

h
.
 
上

記
設

備
の

補
助

設
備

（
非

常
用

換
気

空
調

系
等

）
 

 

火
災

に
よ

る
原

子
力

発
電

所
へ

の
影

響
と

し
て

は
，

 

・
起

因
事

象
を

引
き

起
こ

す
可

能
性

の
あ

る
機

器
の

損
傷

 

・
起

因
事

象
が

発
生

し
た

と
き

に
事

象
を

緩
和

す
る

機
器

の
損

傷
が

あ
る

。
 

             

    

 
選

定
の
考

え
方

は
補

足
説

明
資

料
2-
1
 添

付
資

料
２

に
示
す

。
 

 

【
安

全
上

重
要

な
施

設
】
 

(
1
)
 
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
含

む
溶

液
又
は

粉
末

を
内

蔵
す

る
系

統
及
び

機
器
 

(
2
)
 
高
レ

ベ
ル

放
射

性
液

体
廃

棄
物
を

内
蔵

す
る

系
統

及
び

機
器
 

(
3
)
 
上

記
(
1
)
及

び
(
2
)
の

系
統

及
び

機
器

の
換

気
系

統
及

び
オ

フ
ガ

ス
処

理
系

統
 

(
4
)
 
上

記
(
1
)
及

び
(
2
)
の

系
統

及
び

機
器

並
び

に
せ

ん
断

工
程

を
収

納
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
セ

ル
，

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

及
び

こ
れ

ら
と

同
等

の
閉

じ
込

め
の

機
能

を
有

す
る

施
設
 

(
5
)
 
上
記
(
4)
の
換

気
系

統
 

(
6
)
 
上
記

(
4)
の
セ

ル
等

を
収
納

す
る
構

築
物

及
び

そ
の

換
気

系
統
 

(
7
)
 
ウ
ラ

ン
を

非
密

封
で

大
量

に
取
り

扱
う

系
統

及
び

機
器

の
換
気

系
統
 

(
8
)
 
非
常

用
所

内
電

源
系

統
及

び
安

全
上

重
要

な
施

設
の

機
能

の
確

保
に

必
要

な
圧

縮
空

気
等

の
主

要
な

動
力

源
 

(
9
)
 
熱
的

，
化

学
的

又
は

核
的

制
限
値

を
維

持
す

る
た

め
の

系
統
及

び
機

器
 

(
1
0
)
 使

用
済

燃
料

を
貯

蔵
す
る

た
め
の

施
設
 

(
1
1
)
 高

レ
ベ

ル
放

射
性

固
体
廃

棄
物
を

保
管

廃
棄

す
る

た
め

の
施
設
 

(
1
2
)
 安

全
保

護
回

路
 

(
1
3
)
 排

気
筒
 

(
1
4
)
 制

御
室

等
及

び
そ

の
換
気

系
統
 

(
1
5
)
 
そ

の
他

上
記

各
系

統
等

の
安

全
機

能
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

計
測

制
御

系
統

，
冷

却
水

系
統

等
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

 上
記

の
火

災
防

護
対

象
機

器
の

う
ち

，
 

・
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

必
要

な
設

備
と

常
用

系
の

設
備

と
が

電
動

弁
等

に
よ

っ

て
接

続
さ

れ
て

い
る

箇
所

 

・
多

重
化

さ
れ

た
系

統
（

例
え

ば
A
 
系

と
B
 
系

）
間

が
，

電
動

弁
等

に
よ

っ
て

接
続

さ
れ

て
い

る
箇

所
 

を
特

定
し

，
接

続
箇

所
の

電
動

弁
等

の
誤

作
動

に
よ

り
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

及
ぼ

す
影

響
等

を
評

価
す

る
。

 

 な
お

，
非

常
用

換
気

空
調

系
が

，
火

災
に

よ
っ

て
停

止
す

る
場

合
は

，
原

子
炉

の
安

 

全
停

止
に

必
要

な
設

備
の

機
能

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

を
示

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  
上

記
安
全

上
重

要
な

施
設

の
う

ち
、

以
下

に
つ

い
て

特
定

し
、

電
動

弁
等

の
誤

作

動
に

よ
り

再
処

理
施

設
の

安
全

上
重

要
な

施
設

の
機

能
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
に

つ

い
て

評
価

す
る

（
別

紙
２

参
照

）
。
 


 

安
全

上
重

要
な

設
備

と
、

安
全

上
重

要
な

設
備

以
外

の
設

備
と

が
電

動
弁

当

に
よ

っ
て

接
続

さ
れ

て
い

る
箇

所
 


 

多
重

化
さ

れ
た

系
統

（
例

え
ば

A
 
系

と
B
 
系

）
間

が
，

電
動

弁
等

に
よ

っ

て
接

続
さ

れ
て

い
る

箇
所

 

 

 
な

お
、
換

気
設

備
が

火
災

に
よ

っ
て

停
止

す
る

場
合

は
、

再
処

理
施

設
の

安
全

上

重
要

な
施

設
の

機
能

が
確

保
さ

れ
る
こ

と
に

つ
い

て
評

価
す

る
（
別

紙
３

参
照

）
。

 

６
．

２
．

２
 
火

災
防

護
対

象
ケ

ー
ブ

ル
の

特
定

 

火
災

に
よ

り
火

災
防

護
対

象
機

器
が

直
接

影
響

を
受

け
る

場
合

の
他

に
，
レ

ー
ス

ウ

ェ
イ
（

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
及

び
コ

ン
ジ

ッ
ト

の
総

称
）
が

火
災

に
よ

り
影

響
を

受
け

る

こ
と

を
考

慮
す

る
。
前

記
６

．
２

．
１

で
特

定
し

た
火

災
防

護
対

象
機

器
の

ケ
ー

ブ
ル

（
電

源
，

計
測

，
制

御
）

を
特

定
す

る
（

以
下

，
「

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

」
と

い

う
。
）
。

 

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

は
，
火

災
防

護
上

，
以

下
の

い

ず
れ

か
の

方
法

に
て

系
統

分
離

を
行

う
こ

と
が

要
求

さ
れ

て
い

る
。

 

①
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

）
の

間
が

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

  
火

災
影
響

評
価

対
象

機
器

に
係

る
ケ

ー
ブ

ル
に

つ
い

て
も

影
響

を
受

け
る

こ
と

を

考
慮

す
る

。
 

 
上

記
ケ
ー

ブ
ル

の
区

分
（

電
気

，
計
装

，
制

御
）

に
つ

い
て

特
定
す

る
。
 

  

 
安

全
上

重
要

な
施

設
の

う
ち

、
最

重
要

設
備

に
係

る
機

器
及

び
ケ

ー
ブ

ル
に

つ
い

て
は

，
以

下
の

い
ず

れ
か

の
方

法
に

て
系

統
分

離
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

一
方

、
そ

の
他

の
機

能
に

つ
い

て
は

そ
れ

ぞ
れ

の
設

備
に

応
じ

た
系

統
分

離
対

策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
当

該
妥

当
性

に
つ

い
て

評
価

す
る

。
 

①
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象
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原
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力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

②
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

 
）

の
間

の
水

平
距

離
が

6
ｍ

以
上

あ
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設
備

及
び

自
動

消
火

設
備

が
当

該
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

こ
の

場

合
，
水

平
距

離
間

に
は

可
燃

性
物

質
（

一
時

的
な

持
ち

込
み

も
含

め
）
が

存
在

し
な

い
こ

と
。

 

③
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

）
の

間
が

１
時

間
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

お
り

，
か

つ
，
火

災
感

知
設

備
及

び
自

動
消

火
設

備
が

当
該

火
災

区
画

に
設

置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 

な
お

，
火

災
に

よ
る

ケ
ー

ブ
ル

へ
の

影
響

を
評

価
す

る
場

合
に

は
，
接

続
さ

れ
て

い

る
機

器
の

誤
動

作
を

含
め

，
最

悪
の

故
障

状
態

を
仮

定
す

る
。

 

 

ケ
ー

ブ
ル

）
の

間
が

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

 
）

の
間

の
水

平
距

離
が

6
ｍ

以
上

あ
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設
備

及
び

自
動

消
火

設
備

が
当

該
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

こ
の

場

合
，

水
平

距
離

間
に

は
可

燃
性

物
質

（
一

時
的

な
持

ち
込

み
も

含
め

）
が

存
在

し
な

い
こ

と
。

 

③
 
 
系

統
分

離
さ

れ
て

い
る

各
系

列
（

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

）
の

間
が

１
時

間
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

お
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設
備

及
び

自
動

消
火

設
備

が
当

該
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
火

災
に

よ
る

ケ
ー

ブ
ル

へ
の

影
響

を
評

価
す

る
場

合
に

は
，
接

続
さ

れ
て

い
る

機

器
の

誤
動

作
を

含
め

，
最

悪
の

故
障

状
態

を
仮

定
す

る
。

 

 

６
．

３
 
火

災
源

の
識

別
と

等
価

時
間

の
設

定
 

火
災

区
画

の
耐

火
壁

の
耐

火
能

力
を

，
当

該
火

災
区

画
内

の
可

燃
性

物
質

の
量

と
火

災
区

画
の

面
積

に
基

づ
き

，
火

災
の

継
続

時
間

を
示

す
指

標
に

相
当

す
る

等
価

時
間

（
６

．
３

．
２

参
照

）
を

用
い

て
評

価
す

る
。

 

    

  
詳

細
は
６

.３
.
１
項

以
降

に
記

載
す
る

。
 

６
．

３
．

１
 
火

災
源

の
識

別
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火
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性
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つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

原
子

炉
の

安
全

停
止

に
必

要
な

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ

ル
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
を

有
す

る
単

一
の

火
災

を
，
可

燃
性

物
質

が
存

在
す

る
火

災
区

画
内

に
想

定
す

る
。
そ

の
火

災
源

と
し

て
は

，
発

火
性

又
は

引
火

性
の

気
体

，
液

体
又

は
固

体
を

内
包

す
る

原
子

炉
施

設
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

か
ら

選
定

す
る

。

表
6
.
1
 
に

考
慮

す
べ

き
火

災
源

の
機

器
分

類
を

示
す

。
火

災
区

画
内

の
火

災
源

の
識

別
に

つ
い

て
は

，
後

記
６

．
７

を
参

照
の

こ
と

。
 

      

 
再

処
理

施
設

の
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機
能

を
有

す
る

火
災

影
響

評
価

対

象
機

器
（

ケ
ー

ブ
ル

含
む

）
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
を

有
す

る
単

一
の

火
災

を
，

可
燃

性
物

質
が

存
在

す
る

火
災

区
域

又
は

火
災

区
画

内
に

想
定

す
る

。
 

 
そ

の
火

災
源

と
し

て
は

，
発

火
性

又
は

引
火

性
の

気
体

，
液

体
又

は
固

体
を

内
包

す
る

再
処

理
施

設
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

か
ら

選
定

す
る

。
 

 
火

災
源

は
以

下
に

基
づ

き
設

定
す

る
（

詳
細

は
別

紙
4
参

照
）
。

 


 

内
部

火
災

影
響

評
価

ガ
イ

ド
 


 

J
E
A
G
4
60
7
及

び
NU
R
E
G/
C
R
-6
8
5
0
等
関

連
規

格
 


 

再
処

理
施

設
特

有
で

取
扱

う
物

質
（
崩

壊
熱

を
持

つ
有

機
溶

媒
等
）
 

 
な

お
、
使

用
状

況
の

特
殊

性
か

ら
火

災
に

至
ら

な
い

可
燃

性
物

質
（

セ
ル

内
の

有

機
溶

媒
の

う
ち

崩
壊

熱
に

よ
り

自
己

発
火

に
至

ら
な

い
も

の
，

停
止

時
に

通
電

状

態
に

無
い

ク
レ

ー
ン

等
）

に
つ

い
て

は
火

災
に

至
る

お
そ

れ
が

な
い

こ
と

か
ら

、

火
災

源
と

し
て

考
慮

し
な

い
。

 

 

６
．

３
．

２
 
等

価
時

間
の

設
定

 

火
災

区
画

内
の

全
て

の
可

燃
性

物
質

の
火

災
荷

重
（

単
位

面
積

当
り

の
発

熱
量

）
と

燃
焼

率
（

単
位

時
間

単
位

面
積

当
た

り
の

発
熱

量
）
か

ら
，
下

記
の

手
順

で
，
各

火
災

区
画

の
等

価
時

間
（

潜
在

的
火

災
継

続
時

間
）
を

求
め

，
耐

火
壁

の
耐

火
能

力
を

評
価

す
る

。
詳

細
に

つ
い

て
は

，
後

記
６

．
７

を
参

照
の

こ
と

。
 

   

(
1
)
 
火

災
区

画
の

床
面

積
 

  
火

災
区

画
内

の
全

て
の

可
燃

性
物

質
の

火
災

荷
重

（
単

位
面

積
当

り
の

発
熱

量
）

と
燃

焼
率

（
単

位
時

間
単

位
面

積
当

た
り

の
発

熱
量

）
か

ら
，

下
記

の
手

順
で

，

各
火

災
区

画
の

等
価

時
間
（

潜
在

的
火

災
継

続
時

間
）
を

求
め

，
耐

火
壁

の
耐

火

能
力

を
評

価
す

る
。

 

   

(
1
)
 
火

災
区

画
の

床
面

積
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評
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適
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に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

各
火

災
区

画
の

床
面

積
(
m
2
)
を

算
出

す
る

。
 

(
2
)
 
火

災
区

画
の

発
熱

量
 

識
別

し
た

火
災

源
の

発
熱

量
を

，
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

る
可

燃
性

物
質

量
に

応
じ

て
設

定
す

る
。

 

発
熱

量
 
：

火
災

区
画

内
の

総
発

熱
量

（
=
可

燃
性

物
質

の
量

×
熱

含
有

量
）
（

k
J
）

 

こ
こ

で
，

可
燃

性
物

質
の

量
：

火
災

区
域

内
の

各
種

可
燃

性
物

質
の

量
（

m
3
 
又

は

k
g
）

 

熱
含

有
量

 
：

可
燃

性
物

質
の

種
類

ご
と

の
単

位
量

当
た

り
の

熱
量

（
k
J
/
m
3
 
又

は

k
J
/
k
g
）

 

(
3
)
 
等

価
時

間
の

設
定

 

前
記

６
．

３
．

２
(
2
)
で

算
出

し
た

火
災

区
画

の
発

熱
量

か
ら

，
下

式
に

よ
り

等
価

時
間

を
算

出
す

る
。
等

価
時

間
は

，
火

災
区

画
間

の
火

災
伝

播
の

判
定

に
使

用
さ

れ
る

。
 

等
価

時
間

(
h
)
＝

火
災

荷
重

／
燃

焼
率

 

＝
発

熱
量

／
火

災
区

画
の

面
積

／
燃

焼
率

 

 

こ
こ

で
，

 

火
災

荷
重

＝
発

熱
量

／
火

災
区

画
の

面
積

 

燃
焼

率
 
：

単
位

時
間

単
位

面
積

当
た

り
の

発
熱

量
（

9
0
8
,
0
9
5
k
J
/
m
2
/
h
）

 

発
熱

量
 
：

火
災

区
画

内
の

総
発

熱
量

（
k
J
）

 

＝
可

燃
性

物
質

の
量

×
熱

含
有

量
 

可
燃

性
物

質
の

量
：

火
災

区
画

内
の

各
種

可
燃

性
物

質
の

量
（

m
3
 
又

は
k
g
）

 

火
災

区
画

の
面

積
：

火
災

区
画

の
床

面
積

（
m
2
）

 

 

設
計

図
書

か
ら

各
火

災
区

画
の

床
面

積
(
m
2
)
を

設
定

す
る

。
 

(
2
)
 
火

災
区

画
の

発
熱

量
 

識
別

し
た

火
災

源
（

火
災

に
至

ら
な

い
可

燃
物

含
む

）
の

発
熱

量
を

，
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

る
可

燃
性

物
質

量
に

応
じ

て
設

定
す

る
。

 

発
熱

量
 ：

火
災

区
画

内
の

総
発

熱
量
（

=
可

燃
性

物
質

の
量

×
熱

含
有

量
）（

k
J
）

こ
こ

で
，

 

可
燃

性
物

質
の

量
：

火
災

区
域

内
の

各
種

可
燃

性
物

質
の

量
（

m
3
 
又

は
k
g
）

熱
含

有
量

 ：
可

燃
性

物
質

の
種

類
ご

と
の

単
位

量
当

た
り

の
熱

量
（

k
J
/
m
3
 
又

は
k
J
/
k
g
）

 

(
3
)
 
等

価
時

間
の

設
定

 

等
価

時
間

の
算

出
は

，
火

災
区

画
の

発
熱

量
か

ら
，
下

式
に

よ
り

等
価

時
間

を

算
出

す
る

。
 

等
価

時
間

(
h
)
＝

火
災

荷
重

／
燃

焼
率

 

＝
発

熱
量

／
火

災
区

画
の

面
積

／
燃

焼
率

 

  

火
災

荷
重

＝
発

熱
量

／
火

災
区

画
の

面
積

 

燃
焼

率
 
：

単
位

時
間

単
位

面
積

当
た

り
の

発
熱

量
（

9
0
8
,
0
9
5
k
J
/
m
2
/
h
）

 

発
熱

量
 
：

火
災

区
画

内
の

総
発

熱
量

（
k
J
）

 

＝
可

燃
性

物
質

の
量

×
熱

含
有

量
 

可
燃

性
物

質
の

量
：

火
災

区
画

内
の

各
種

可
燃

性
物

質
の

量
（

m
3
 
又

は
k
g
）

 

火
災

区
画

の
面

積
：

火
災

区
画

の
床

面
積

（
m
2
）
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

燃
焼

率
と

し
て

は
N
F
P
A
(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
F
i
r
e
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

F
i
r
e
 P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 H
a
n
d
b
o
o
k
 S
e
c
t
i
o
n
/
C
h
a
p
t
e
r
 1
8
,
“

C
o
n
f
i
n
e
m
e
n
t
 

o
f
 
F
i
r
e
 
i
n
 
B
u
i
l
d
i
n
g
s
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
”

の
標

準
火

災
曲

線
の

う
ち

最
も

厳
し

い

燃
焼

ク
ラ

ス
で

あ
る

C
L
A
S
S
 
E
 
の

値
で

あ
る

9
0
8
,
0
9
5
k
J
/
m
2
/
h
r
 
を

用
い

る
。

 

以
下

に
示

す
熱

含
有

量
の

値
は

，
米

国
ビ

ー
バ

ー
バ

レ
ー

1
 
号

機
の

F
S
A
R
(
F
i
n
a
l
S
a
f
e
t
y
 
A
n
a
l
y
s
i
s
 
R
e
p
o
r
t
)
 
A
p
p
e
n
d
i
x
 
R
 
の

要
求

対
応

書
,
 
D
o
c
k
e
t
 

N
o
.
 
5
0
-
3
3
4
,
 
“

U
p
d
a
t
e
 
F
i
r
e
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
A
p
p
e
n
d
i
x
 
R
 
R
e
v
i
e
w
,
 
B
e
a
v
e
r
 

V
a
l
l
e
y
P
o
w
e
r
 
S
t
a
t
i
o
n
 
U
n
i
t
1
”

に
記

載
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

 

熱
含

有
量

 

ケ
ー

ブ
ル

 
：

2
5
,
5
6
8
 
(
k
J
/
k
g
)
 

潤
滑

油
 
：

4
3
,
1
7
1
 
(
k
J
/
l
)
 

チ
ャ

コ
ー

ル
：

3
2
,
5
4
3
 
(
k
J
/
k
g
)
 

紙
 
：

1
8
,
5
9
4
 
(
k
J
/
k
g
)
 

ゴ
ム

 
：

2
3
,
2
4
6
 
(
k
J
/
k
g
)
 

燃
料

油
 
：

4
4
,
9
9
1
 
(
k
J
/
l
)
 

な
お

，
N
F
P
A
 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

示
さ

れ
る

，
火

災
荷

重
と

等
価

時
間

の
関

係
を

表

6
.
2
 
に

示
す

。
 

 
燃

焼
率

と
し

て
は

N
F
P
A
(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
F
i
r
e
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
ハ

ン

ド
ブ

ッ
ク

の
F
i
r
e
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
H
a
n
d
b
o
o
k
 
S
e
c
t
i
o
n
/
C
h
a
p
t
e
r
 
1
8
,

“
C
o
n
f
i
n
e
m
e
n
t
 
o
f
 
F
i
r
e
 
i
n
 
B
u
i
l
d
i
n
g
s
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
”

の
標

準
火

災
曲

線
の

う
ち

最
も

厳
し

い
燃

焼
ク

ラ
ス

で
あ

る
C
L
A
S
S
 
E
 
の

値
で

あ
る

9
0
8
,
0
9
5
k
J
/
m
2
/
h
r
 
を

用
い

る
。

 

 

 
発

熱
量
の

設
定

に
つ

い
て

は
，
内

部
火

災
ガ

イ
ド

及
び

N
F
PA

ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
等

を

参
考

に
設

定
す

る
。

 

  

６
．

４
 
火

災
の

感
知

手
段

の
把

握
 

火
災

区
画

内
の

火
災

感
知

設
備

の
型

式
，
個

数
，
設

置
位

置
，
電

源
，
ケ

ー
ブ

ル
ル

ー
ト

，
警

報
の

種
類

と
表

示
場

所
等

を
確

認
す

る
。

 

カ
メ

ラ
等

の
監

視
装

置
に

よ
り

火
災

を
感

知
す

る
場

合
は

，
感

知
方

法
（

T
V
 
カ

メ

ラ
等

）
，

ケ
ー

ブ
ル

ル
ー

ト
，

感
知

情
報

の
伝

達
方

法
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

  
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
内

に
設

置
さ

れ
る

火
災

感
知

設
備

に
係

る
情

報
（

型

式
，

個
数

，
設

置
位

置
，

電
源

、
警

報
の

表
示

場
所

等
）

を
確

認
す

る
。

 

 
カ

メ
ラ
等

の
監

視
装

置
に

よ
り

火
災

を
感

知
す

る
場

合
は

，
当

該
設

備
に

係
る

情

報
（

感
知

方
法

等
）

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

６
．

５
 
火

災
の

消
火

手
段

の
把

握
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火
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評
価
ガ

イ
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へ
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合

性
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つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

各
火

災
区

域
／

区
画

に
対

し
て

，
消

火
手

段
が

自
動

か
手

動
か

を
確

認
す

る
。

 

 

 
火

災
区
域

又
は

火
災

区
画

内
の

消
火

設
備

の
種

類
、
及

び
消

火
方

法
（

自
動

又
は

手
動

）
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

 

 

６
．

６
 
原

子
炉

運
転

へ
の

影
響

の
確

認
 

火
災

に
よ

っ
て

原
子

炉
を

停
止

す
る

要
因

が
あ

る
か

を
評

価
す

る
。
そ

の
要

因
が

あ

れ
ば

，
起

因
事

象
を

設
定

し
，
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

に
よ

り
原

子
炉

の
安

全
停

止
の

可
否

，

異
常

事
象

の
緩

和
系

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

評
価

す
る

。
 

 

  
火

災
に
よ

り
再

処
理

施
設

の
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機
能

へ
の

影
響

を
及

ぼ

す
事

象
に

つ
い

て
評

価
す

る
。

 

 
詳

細
は
６

.６
.
１
項

以
降

に
記

す
。
 

６
．

６
．

１
 
起

因
事

象
へ

の
影

響
 

原
子

炉
の

停
止

が
必

要
な

場
合

，
起

因
事

象
は

運
転

時
の

内
的

事
象

P
R
A
 
を

参
考

に
設

定
す

る
。

 

原
子

炉
へ

の
影

響
と

し
て

は
，

下
記

の
と

お
り

に
大

別
さ

れ
る

。
 

①
影

響
な

し
：
当

該
火

災
区

画
に

，
前

記
６

．
２

で
抽

出
し

た
火

災
防

護
対

象
機

器
，

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

が
存

在
し

な
い

場
合

，
あ

る
い

は
②

に
該

当
し

な
い

場

合
。

 

②
影

響
あ

り
：
前

記
６

．
２

で
抽

出
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

，
火

災
防

護
対

象

ケ
ー

ブ
ル

に
関

連
し

，
当

該
火

災
区

画
内

に
火

災
を

想
定

し
た

場
合

に
，
以

下
の

推

移
を

た
ど

る
。

 

・
原

子
炉

の
自

動
停

止
 

・
火

災
発

生
時

の
手

順
書

に
基

づ
く

原
子

炉
の

手
動

停
止

 

・
運

転
制

限
条

件
の

逸
脱

に
よ

る
，

保
安

規
定

に
基

づ
く

強
制

停
止

 

  
再

処
理
施

設
に

お
け

る
評

価
で

は
，

火
災

に
よ

り
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機

能
が

喪
失

し
た

場
合

、
再

処
理

施
設

に
ど

の
よ

う
な

異
常

が
発

生
す

る
か

を
特

定

す
る

。
 

 
上

記
に
つ

い
て
は

P
S
機

能
、
及

び
MS

機
能

を
有

す
る

安
全
上

重
要
な

施
設

に
対

し
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
 

  

６
．

６
．

２
 
緩

和
系

へ
の

影
響

 

火
災

区
域
（

区
画

）
内

の
機

器
の

機
能

喪
失

が
，
起

因
事

象
に

対
応

す
る

イ
ベ

ン
ト

  
再

処
理
施

設
に

お
い

て
は

、
本

項
の
内

容
は

上
記

に
含

め
評

価
さ
れ

る
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

ツ
リ

ー
の

緩
和

機
能

に
及

ぼ
す

影
響

を
評

価
す

る
。

 

 

６
．

７
 
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

の
作

成
 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

用
い

る
た

め
に

，
前

記
６

．
１

か
ら

６
．
６

で
確

認
し

た
，
根

拠
等

を
含

む
火

災
区

画
ご

と
の

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
を

作
成

す
る

。
 

  
詳

細
は
６

.７
.
１
項

以
降

に
記

す
。
 

６
．

７
．

１
 
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

 

火
災

区
域
（

区
画

）
特

性
表

は
，
火

災
源

，
火

災
の

伝
播

経
路

，
火

災
影

響
の

緩
和

系
，

安
全

関
連

機
器

と
そ

の
機

能
喪

失
が

原
子

力
発

電
所

の
安

全
性

に
与

え
る

影
響

，

火
災

シ
ナ

リ
オ

の
作

成
に

必
要

な
原

子
力

発
電

所
の

情
報

を
，
火

災
区

画
単

位
で

表
に

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

 

一
般

に
，
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

の
作

成
に

必
要

な
情

報
は

，
配

置
や

系
統

構

成
が

わ
か

る
図

書
類

，
解

析
等

の
評

価
報

告
書

等
の

ほ
か

，
プ

ラ
ン

ト
ウ

ォ
ー

ク
ダ

ウ

ン
等

に
よ

り
収

集
す

る
。

 

ど
の

火
災

区
画

に
ど

の
機

器
が

存
在

す
る

の
か

が
分

か
る

よ
う

に
，
火

災
区

域
（

区

画
）
特

性
表

は
，
火

災
区

画
単

位
で

作
成

す
る

。
あ

る
火

災
区

域
に

複
数

の
火

災
区

画

が
存

在
す

る
場

合
は

，
そ

の
火

災
区

画
の

数
だ

け
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

が
作

成

さ
れ

る
。

 

    

  
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

は
，
火

災
源

，
火

災
の

伝
播

経
路

，
安

全
上

重
要

な

施
設

，
火

災
シ

ナ
リ

オ
の

作
成

に
必

要
な

再
処

理
施

設
の

情
報

を
，
火

災
区

画
単

位
で

表
に

ま
と

め
る

。
 

 
必

要
な
情

報
は

，
設

計
図

書
及

び
ウ
ォ

ー
ク

ダ
ウ

ン
に

よ
り

収
集
す

る
。
 

  

６
．

７
．

２
 
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

の
記

載
内

容
 

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
の

記
載

内
容

を
以

下
に

示
す

。
 

  
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

の
記

載
項

目
は

以
下

に
示

す
と

お
り

と
す

る
。
再

処
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

①
火

災
区

画
の

説
明

 

火
災

区
画

の
名

称
，
床

面
積

，
当

該
火

災
区

画
が

属
す

る
火

災
区

域
の

名
称

，
建

屋
，

床
面

積
を

記
載

す
る

。
 

②
火

災
区

画
の

火
災

シ
ナ

リ
オ

の
説

明
 

火
災

シ
ナ

リ
オ

の
想

定
の

説
明

を
記

載
す

る
。

 

③
火

災
区

画
に

あ
る

火
災

源
 

火
災

区
画

ご
と

の
火

災
源

，
存

在
す

る
可

燃
性

物
質

の
量

，
発

熱
量

を
種

類
ご

と

に
記

載
す

る
。
可

燃
性

物
質

の
発

熱
量

を
床

面
積

で
除

す
る

こ
と

に
よ

り
火

災
荷

重

を
求

め
，

ま
た

火
災

荷
重

と
燃

焼
率

と
の

関
係

か
ら

等
価

時
間

を
求

め
記

載
す

る
。
 

④
 
災

区
画

に
あ

る
防

火
設

備
 

火
災

区
画

ご
と

の
火

災
感

知
設

備
，
消

火
設

備
，
障

壁
の

耐
火

能
力

を
記

載
す

る
。
 

⑤
火

災
区

画
に

隣
接

す
る

火
災

区
画

と
火

災
の

伝
播

経
路

 

各
火

災
区

画
に

隣
接

す
る

火
災

区
画

，
火

災
伝

播
経

路
，
障

壁
の

耐
火

能
力

，
当

該
火

災
区

画
の

消
火

方
法

，
伝

播
の

可
能

性
が

あ
る

火
災

区
画

の
消

火
方

法
を

記
載

す
る

。
 

⑥
火

災
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

設
備

 

各
火

災
区

画
に

お
け

る
火

災
に

よ
り

影
響
（

煙
を

含
む

）
を

受
け

る
設

備
（

計
装

設
備

も
含

む
。
）

の
名

称
(
機

器
名

，
系

統
名

)
を

記
載

す
る

。
 

⑦
火

災
に

よ
り

影
響
（

煙
を

含
む

）
を

受
け

る
ケ

ー
ブ

ル
及

び
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
と

関

連
す

る
設

備
各

火
災

区
画

に
お

け
る

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
毎

に
，
ケ

ー
ブ

ル
の

情
報

（
番

号
，

種
別

，
名

称
）
，

影
響

を
受

け
る

緩
和

系
を

記
載

す
る

。
な

お
，

対
象

の
ケ

ー
ブ

ル
に

は
，
火

災
に

よ
り

起
因

事
象

の
発

生
要

因
あ

る
い

は
緩

和
系

に
影

響
を

及
ぼ

す
計

装
設

備
の

ケ
ー

ブ
ル

も
含

む
。

 

理
施

設
は

，
火

災
影

響
を

受
け

る
全

て
の

安
全

上
重

要
な

施
設

の
安

全
機

能
を

対

象
と

し
て

い
る

た
め

，
火

災
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

緩
和

系
に

つ
い

て
も

含
ま

れ

る
。

記
載

内
容

は
火

災
影

響
評

価
ガ

イ
ド

に
準

じ
た

も
の

と
す

る
。

 

①
火

災
区

画
の

説
明

 
 

②
火

災
区

画
の

火
災

シ
ナ

リ
オ

の
説

明
 

③
火

災
区

画
に

あ
る

火
災

源
 

④
火

災
区

画
に

あ
る

防
火

設
備

 

⑤
火

災
区

画
に

隣
接

す
る

火
災

区
画

と
火

災
の

伝
播

経
路

 

⑥
火

災
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

設
備

（
ケ

ー
ブ

ル
含

む
）

 

⑦
火

災
区

画
に

あ
る

火
災

源
機

器
数
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

⑧
火

災
に

よ
り

影
響

（
煙

を
含

む
）

を
受

け
る

緩
和

系
 

各
火

災
区

画
で

火
災

を
想

定
し

た
場

合
に

，
影

響
を

受
け

る
緩

和
系

を
記

載
す

る
。

 

⑨
火

災
に

よ
る

起
因

事
象

と
起

因
事

象
を

引
き

起
こ

す
設

備
 

各
火

災
区

画
で

火
災

を
想

定
し

た
場

合
に

，
引

き
起

こ
す

起
因

事
象

毎
に

，
起

因

事
象

を
引

き
起

こ
す

設
備

を
記

載
す

る
。
な

お
，
起

因
事

象
を

引
き

起
こ

さ
な

い
場

合
は

，
火

災
に

よ
る

起
因

事
象

は
手

動
停

止
と

す
る

。
表

6
.
3
 
に

火
災

シ
ナ

リ
オ

と

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
の

対
応

の
例

を
示

す
。

 

⑩
火

災
区

画
に

あ
る

火
災

源
機

器
数

 

各
火

災
区

画
に

存
在

す
る

火
災

源
の

機
器

数
を

，
カ

テ
ゴ

リ
ー

分
類

し
て

整
理

し
，

記
載

す
る

。
表

6
.
4
 
及

び
表

6
.
5
 
に

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
の

例
を

示

す
。

 

 ７
．

 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

手
順

 

７
．

１
 
火

災
区

域
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
 

火
災

伝
播

評
価

を
効

率
的

に
実

施
す

る
た

め
，
火

災
区

域
内

の
全

て
の

可
燃

性
物

質

の
発

火
及

び
全

て
の

機
器

の
機

能
喪

失
を

想
定

し
て

も
，
起

因
事

象
が

発
生

せ
ず

，
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

影
響

し
な

い
火

災
区

域
を

予
め

摘
出

す
る

。
摘

出
さ

れ
た

火
災

区

域
は

，
引

き
続

い
て

実
施

す
る

火
災

伝
播

評
価

の
対

象
か

ら
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
す

る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
手

順
の

流
れ

を
図

7
.
1
 
に

示
す

。
 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
は

，
火

災
区

域
を

対
象

に
し

て
実

施
す

る
が

，
以

下
の

例
で

は
火

災
区

画
を

対
象

に
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

が
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
火

災

区
画

に
対

す
る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
と

な
っ

て
い

る
。

火
災

区
域

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

   
火

災
伝

播
評

価
を

効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

，
火

災
区

域
内

の
全

て
の

可
燃

性
物

質
の

発
火

及
び

全
て

の
機

器
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

て
も

，
再

処
理

の
安

全
上

重

要
な

施
設

の
安

全
機

能
に

影
響

し
な

い
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
を

摘
出

す
る

。

 
摘

出
さ

れ
た

火
災

区
域

は
，
引

き
続

い
て

実
施

す
る

火
災

伝
播

評
価

の
対

象
か

ら

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

す
る

。
 

 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

は
，
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
を

対
象

に
以

下
の

と
お

り
、
実

施
す

る
。

 

な
お

、
原

子
炉

施
設

に
お

い
て

は
、
火

災
に

よ
り

起
こ

り
え

る
起

因
事

象
を

特
定
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

は
，

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
を

利
用

し
て

，
実

施
す

る
。

 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
手

順
は

，
以

下
の

6
 
ス

テ
ッ

プ
よ

り
な

る
。

 

・
ス

テ
ッ

プ
1
：

 
隣

接
区

域
へ

の
火

災
伝

播
の

可
能

性
を

評
価

す
る

。
 

・
ス

テ
ッ

プ
2
：

 
対

象
火

災
区

域
及

び
ス

テ
ッ

プ
１

に
お

い
て

火
災

伝
播

の
可

能

性
あ

り
と

評
価

さ
れ

た
火

災
区

域
内

に
お

い
て

，
影

響
を

受
け

る

機
器

，
緩

和
系

を
特

定
す

る
。

 

・
ス

テ
ッ

プ
3
：

 
ス

テ
ッ

プ
2
 
に

よ
り

特
定

さ
れ

た
緩

和
系

に
含

ま
れ

る
サ

ポ
ー

ト
系

の
機

能
喪

失
に

よ
り

，
影

響
を

受
け

る
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系

を
特

定
す

る
。

 

・
ス

テ
ッ

プ
4
：

 
対

象
火

災
区

域
内

の
全

て
の

機
器

及
び

ケ
ー

ブ
ル

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

に
よ

り
，

起
こ

り
う

る
起

因
事

象
を

特
定

す
る

。
 

・
ス

テ
ッ

プ
5
：

 
ス

テ
ッ

プ
4
 
に

お
い

て
起

因
事

象
が

存
在

し
な

い
場

合
は

，
当

該
火

災
区

域
を

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

す
る

。
 

・
ス

テ
ッ

プ
6
：

 
ス

テ
ッ

プ
4
 
に

お
い

て
特

定
さ

れ
た

全
て

の
起

因
事

象
に

つ
い

て
，
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

の
定

性
的

評
価

の
結

果
，
原

子
炉

の
高

温

停
止

及
び

低
温

停
止

に
係

る
安

全
機

能
が

確
保

さ
れ

る
場

合
に

は
，

当
該

火
災

区
域

を
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
す

る
。

 

し
、
原

子
炉

施
設

の
高

温
停

止
及

び
低

温
停

止
に

係
る

安
全

機
能

が
確

保
さ

れ
る

場
合

に
は

当
該

箇
所

を
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

が
、
再

処
理

施
設

に
お

い
て

は
、
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機
能

が
喪

失
の

有
無

を
評

価
す

る
こ

と
か

ら
、
火

災
影

響
を

受
け

る
お

そ
れ

の
あ

る
安

全
上

重
要

な
施

設
が

存
在

す
る

火
災

区
域

に
つ

い
て

は
、
保

守
的

に
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

な
い

も
の

と
す

る
※
。

 

 
し

た
が

っ
て

、
火

災
影

響
評

価
ガ

イ
ド

に
示

さ
れ

る
ス

テ
ッ

プ
3
～

6
は

適
用

さ

れ
な

い
。

 

ス
テ

ッ
プ

1
：

隣
接

区
域

へ
の

火
災

伝
播

の
可

能
性

を
評

価
す

る
。

 

ス
テ

ッ
プ

2：
対

象
火

災
区

域
及

び
ス

テ
ッ

プ
１

に
お

い
て

火
災

伝
播

の
可

能
性

あ
り

と
評

価
さ

れ
た

火
災

区
域

内
に

お
い

て
，
影

響
を

受
け

る
安

全
上

重
要

な
施

設
（

ケ
ー

ブ
ル

含
む

）
を

特
定

す
る

。
 

ス
テ

ッ
プ

3：
区

域
内

に
安

全
上

重
要

な
施

設
（

ケ
ー

ブ
ル

含
む

）
が

存
在

せ
ず

，

安
全

上
重

要
な

施
設

の
安

全
機

能
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

当
該

火
災

区
域

を
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
す

る
。

 

 

※
 
内
部

火
災

影
響

評
価

ガ
イ

ド
で

は
，
フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
と

サ
ポ

ー
ト
系

を
整

理

し
た

う
え

で
，
原

子
炉

の
停

止
に

係
る
成

功
パ

ス
が

あ
れ

ば
ス

ク
リ
ー

ン
ア

ウ

ト
し

，
評

価
の

範
囲

を
限

定
的

な
も
の

と
し

て
い

る
。
一
方

，
再
処

理
施

設
に

お
い

て
は
、
ス
テ

ッ
プ

3
以
降

は
詳
細

に
は

実
施

せ
ず
，
安

重
機
能

の
損

傷
の

可
能

性
が

あ
る

場
合

は
，
以
降

の
シ
ナ

リ
オ
（
事

象
進

展
）
に

よ
ら

ず
，
ス

ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

し
な

い
こ

と
と

し
て
お

り
，

保
守

的
な

設
定

と
し
て

い
る

。
 

成
功

パ
ス

の
考

え
方

を
取

り
入

れ
た
場

合
，
再

処
理

に
お

い
て

は
安
全

保
護

動
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

作
や

工
程

停
止

に
よ
り

，
MS

系
や

運
転

停
止

に
よ
り

事
象
進

展
が

無
い
も

の

に
つ

い
て

は
全

て
対

象
か

ら
外

れ
る
こ

と
と

な
る

が
、
規

則
要

求
を
考

慮
し

ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

な
い

も
の

と
す
る

。
 

(
1
)
ス

テ
ッ

プ
1
：

隣
接

区
域

へ
の

火
災

伝
播

の
可

能
性

評
価

 

①
入

力
デ

ー
タ

 

当
該

火
災

区
域

に
お

け
る

耐
火

壁
の

耐
火

時
間

，
火

災
荷

重
か

ら
求

め
た

等
価

時
間

（
潜

在
的

火
災

継
続

時
間

）
を

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
に

記
載

す
る

。

表
7
.
1
（

項
目

3
，

4
)
に

例
を

示
す

。
 

 
②

実
施

手
順

 

火
災

区
域

内
の

火
災

が
以

下
の

a
.
又

は
b
.
の
い

ず
れ

か
を

満
足
す

る
場

合
に

は
，

隣
接

火
災

区
域

に
火

災
が

伝
播

す
る

と
想

定
す

る
。

 

a
.
隣

接
区

域
へ

の
開

口
部

が
存

在
す

る
場

合
 

b
.
火

災
発

生
区

域
の

等
価

時
間

＞
火

災
伝

播
経

路
の

耐
火

時
間

の
場

合
 

火
災

の
伝

播
先

の
火

災
区

域
か

ら
さ

ら
に

別
の

隣
接

す
る

火
災

区
域

へ
の

伝

播
ま

 
で

は
考

慮
し

な
い

。
こ

の
理

由
は

，
さ

ら
な

る
火

災
の

伝
播

ま
で

に
は

，

時
間

的
に

十
分

消
火

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
で

あ
る

。
 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
及

び
火

災
伝

播
評

価
に

お
い

て
，
火

災
感

知
の

情
報

が
確

定

し
な

い
場

合
が

あ
る

た
め

，
保

守
的

に
火

災
は

感
知

さ
れ

な
い

と
す

る
。

 

③
 
評

価
結

果
 

隣
接

火
災

区
域

へ
の

火
災

伝
播

の
可

能
性

に
係

る
評

価
の

例
を

表
7
.
2
 
に

示
す

。
 

 ①
入

力
デ

ー
タ

 

 
当

該
火

災
区

域
（

区
画

）
に

お
け

る
耐

火
壁

の
耐

火
時

間
，
火

災
荷

重
か

ら
求

め

た
等

価
時

間
を

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
に

記
載

す
る

。
 

 ②
実

施
手

順
 

 
火

災
区

域
（

区
画

）
に

開
口

が
あ

る
場

合
及

び
火

災
発

生
区

域
の

等
価

時
間

が
耐

火
時

間
を

上
回

る
場

合
は

隣
接

火
災

区
域
（

区
画

）
に

火
災

が
伝

播
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

。
 

 
な

お
、
火

災
影

響
評

価
ガ

イ
ド

の
と

お
り

、
火

災
の

伝
播

先
の

火
災

区
域

か
ら

さ

ら
に

別
の

隣
接

す
る

火
災

区
域

へ
の

伝
播

に
つ

い
て

は
、
火

災
防

護
審

査
基

準
に

基
づ

き
、
火

災
感

知
設

備
の

多
様

化
、
消

火
設

備
の

設
置

を
行

っ
て

お
り

、
さ

ら

な
る

火
災

の
伝

播
ま

で
に

は
，
時

間
的

に
十

分
消

火
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

更
な

る
火

災
の

伝
播

は
考

慮
し

な
い

。
 

 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

及
び

火
災

伝
播

評
価

に
お

い
て

，
保

守
的

に
火

災
は

感
知

さ
れ

な
い

と
す

る
。

 

 

(
2
)
ス

テ
ッ

プ
2：

対
象

火
災

区
域

及
び

火
災

伝
播

区
域

内
で

影
響

を
受

け
る

機
器

，

緩
和

系
の

特
定
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

①
入

力
デ

ー
タ

 

対
象

火
災

区
域

内
に

存
在

す
る

機
器

及
び

ケ
ー

ブ
ル

と
こ

れ
に

係
る

緩
和

系

に
つ

い
て

の
情

報
を

整
理

す
る

。
表

7
.
1
 
の

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
の

項

目
6
～

8
を

参
照

。
 

②
実

施
手

順
 

対
象

火
災

区
域

内
の

火
災

防
護

対
象

機
器

が
全

て
機

能
を

喪
失

す
る

と
想

定

し
た

場
合

に
，
影

響
を

受
け

る
緩

和
系

を
特

定
す

る
。
対

象
火

災
区

域
内

の
火

災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

が
全

て
損

傷
す

る
と

想
定

し
た

場
合

に
，
影

響
を

受
け

る
機

器
及

び
緩

和
系

を
特

定
す

る
。
こ

の
よ

う
な

特
定

作
業

を
，
対

象
火

災
区

域
の

ほ

か
に

，
伝

播
先

の
火

災
区

域
に

つ
い

て
も

行
う

。
 

③
実

施
結

果
 

対
象

火
災

区
域

及
び

伝
播

先
の

火
災

区
域

内
で

，
火

災
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

機
器

，
緩

和
系

の
例

を
，

表
7
.
3
 
に

示
す

。
 

影
響

を
受

け
る

緩
和

系
が

な
い

場
合

に
は

，
当

該
火

災
区

域
は

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ

ト
さ

れ
る

。
 

①
入

力
デ

ー
タ
 

 
対

象
火

災
区

域
内

に
存

在
す

る
安

全
上

重
要

な
施

設
の

機
器

及
び

ケ
ー

ブ
ル

に

つ
い

て
の

情
報

を
整

理
す

る
。

 

 ②
実

施
手

順
 

 
対

象
火

災
区

域
内

の
安

全
上

重
要

な
施

設
の

機
器

及
び

ケ
ー

ブ
ル

が
す

べ
て

機

能
を

喪
失

す
る

と
想

定
し

た
場

合
に

、
影

響
を

受
け

る
系

統
を

特
定

す
る

。
こ

の

特
定

作
業

は
対

象
火

災
区

域
に

加
え

、
伝

播
先

の
火

災
区

域
に

つ
い

て
も

行
う

。

 ③
実

施
結

果
 

 
火

災
に

よ
り

当
該

火
災

区
域
（

区
画

）
内

に
設

置
さ

れ
る

全
機

器
の

機
能

喪
失

を

想
定

し
た

場
合

，
安

全
上

重
要

な
施

設
の

機
能

が
喪

失
す

る
お

そ
れ

が
無

い
場

合

は
，

当
該

区
域

（
区

画
）

を
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
す

る
。

 

 

(
3
)
ス

テ
ッ

プ
3
：

サ
ポ

ー
ト

系
の

機
能

喪
失

に
よ

り
影

響
を

受
け

る
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
の

特
定

 

①
入

力
デ

ー
タ

 

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

と
サ

ポ
ー

ト
系

間
の

依
存

性
，
サ

ポ
ー

ト
系

間
の

依
存

性

の
マ

ト
リ

ク
ス

を
整

理
す

る
。

表
7
.
4
 
及

び
表

7
.
5
 
に

例
を

示
す

。
マ

ト
リ

ク

ス
の

作
成

に
あ

た
り

，
必

要
に

応
じ

，
フ

ォ
ー

ル
ト

ツ
リ

ー
等

も
参

照
す

る
。

 

②
実

施
手

順
 

ス
テ

ッ
プ

2
 
で

特
定

さ
れ

た
緩

和
系

に
サ

ポ
ー

ト
系

が
含

ま
れ

る
場

合
に

 

（
適

用
外

）
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原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

は
，
ま

ず
サ

ポ
ー

ト
系

の
機

能
喪

失
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

他
の

サ
ポ

ー
ト

系
を

全
て

特
定

す
る

。
 

特
定

さ
れ

た
全

て
の

サ
ポ

ー
ト

系
の

機
能

喪
失

に
よ

り
影

響
を

受
け

る
フ

ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

を
特

定
す

る
。

 

③
実

施
結

果
 

当
該

火
災

区
域

及
び

伝
播

先
の

火
災

区
域

内
に

お
け

る
火

災
に

よ
り

影
響

を

受
け

る
全

て
の

サ
ポ

ー
ト

系
及

び
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
の

緩
和

系
を

，
ス

テ
ッ

プ

2
 
の

結
果

に
追

記
す

る
。

例
を

表
7
.
3
 
に

示
す

。
 

(
4
)
ス

テ
ッ

プ
4
：

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
の

機
能

喪
失

に
よ

り
引

き
起

こ
す

起
因

事
象

の
抽

出
 

①
入

力
デ

ー
タ

 

火
災

区
域

内
の

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
の

機
能

喪
失

に
よ

り
引

き
起

こ
す

起
因

事
象

を
整

理
す

る
。

例
を

，
表

7
.
1
 
の

火
災

区
域

特
性

表
の

項
目

9
 
に

示
す

。
 

②
実

施
手

順
 

火
災

区
域

内
の

全
て

の
機

器
の

機
能

が
喪

失
す

る
と

し
て

，
引

き
起

こ
さ

れ
る

起
因

事
象

を
抽

出
す

る
。
火

災
区

域
内

の
全

て
の

ケ
ー

ブ
ル

の
機

能
が

喪
失

す
る

と
し

て
，
引

き
起

こ
さ

れ
る

起
因

事
象

を
抽

出
す

る
。
こ

の
よ

う
な

抽
出

作
業

を
，

対
象

火
災

区
域

及
び

全
て

の
伝

播
先

の
火

災
区

域
に

つ
い

て
行

う
。

 

③
実

施
結

果
 

対
象

火
災

区
域

及
び

伝
播

先
の

火
災

区
域

の
火

災
に

よ
り

引
き

起
こ

さ
れ

る

起
因

事
象

の
抽

出
結

果
の

例
を

，
表

7
.
3
 
に

示
す

。
 

 

（
適

用
外

）
 

(
5
)
ス

テ
ッ

プ
5
：

定
性

的
評

価
対

象
起

因
事

象
の

選
定

 

①
入

力
デ

ー
タ

 

 

（
適

用
外

）
 

1307



原
子
力
発

電
所
の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

運
転

制
限

条
件

等
に

基
づ

く
原

子
炉

停
止

の
判

断
の

た
め

に
，
運

転
手

順
書

や

保
安

規
定

を
参

照
す

る
。

 

 

②
実

施
手

順
 

起
因

事
象

が
ー

つ
以

上
あ

る
場

合
に

は
，
全

て
の

起
因

事
象

を
定

性
的

評
価

対

象
と

し
て

選
択

す
る

。
 

起
因

事
象

が
な

い
場

合
に

は
，
緩

和
系

の
機

能
喪

失
に

よ
り

原
子

炉
停

止
が

要

求
さ

れ
る

か
ど

う
か

の
判

定
を

行
い

，
原

子
炉

停
止

が
必

要
な

場
合

に
は

起
因

事

象
と

し
て

手
動

停
止

を
設

定
す

る
。

 

③
実

施
結

果
 

対
象

火
災

区
域

及
び

伝
播

先
の

火
災

区
域

内
の

火
災

に
よ

り
引

き
起

こ
さ

れ

る
起

因
事

象
の

例
を

，
表

7
.
3
 
に

示
す

。
起

因
事

象
が

な
い

場
合

に
は

，
当

該

火
災

区
域

は
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
さ

れ
る

。
 

(
6
)
ス

テ
ッ

プ
6
：

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
の

定
性

的
評

価
 

①
入

力
デ

ー
タ

 

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
の

例
を

図
7
.
2
 
に

示
す

。
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

の
成

功
基

準

の
例

を
表

7
.
6
 
に

示
す

。
 

②
実

施
手

順
 

ス
テ

ッ
プ

5
 
で

選
定

し
た

起
因

事
象

の
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

に
対

し
て

，
そ

の

成
功

基
準

に
基

づ
き

，
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

へ
デ

ィ
ン

グ
に

対
応

す
る

緩
和

機
能

の

成
功

／
失

敗
を

設
定

す
る

。
こ

こ
で

，
ス

テ
ッ

プ
2
 
及

び
3
 
で

特
定

し
た

サ
ポ

ー
ト

系
及

び
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
の

緩
和

系
は

機
能

喪
失

す
る

が
，
そ

の
他

の
緩

和
系

は
機

能
す

る
と

仮
定

す
る

。
こ

の
条

件
で

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
の

定
性

的
評

価

 

（
適

用
外

）
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原
子
力
発

電
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の

内
部

火
災
影
響

評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

を
行

い
，
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

に
残

存
す

る
成

功
パ

ス
が

あ
る

場
合

に
は

，
起

因
事

象
は

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

さ
れ

る
。

 

③
評

価
結

果
 

対
象

火
災

区
域

及
び

伝
播

先
の

火
災

区
域

内
の

火
災

の
影

響
に

よ
り

，
原

子
炉

の
安

全
停

止
の

成
功

パ
ス

の
有

無
を

整
理

す
る

。
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

に
残

存
す

る

成
功

パ
ス

が
あ

る
場

合
に

は
，
当

該
 
火

災
区

域
は

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

さ
れ

る
。

評
価

結
果

の
例

を
，

表
7
.
3
 
に

示
す

。
 

８
．

 
火

災
伝

播
評

価
の

手
順

 

７
．
で

は
火

災
区

域
内

の
全

て
の

機
器

の
機

能
喪

失
を

想
定

し
た

上
で

，
火

災
に

よ

る
原

子
炉

の
安

全
停

止
機

能
へ

の
影

響
が

な
い

火
災

区
域

を
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

た
。
こ

こ
で

は
，
ス

ク
リ

ー
ン

ア
ウ

ト
さ

れ
な

か
っ

た
火

災
区

域
を

対
象

に
，
そ

れ
を

構
成

す
る

火
災

区
画

内
の

個
別

の
可

燃
性

物
質

の
発

火
を

想
定

し
て

，
原

子
炉

の
安

全

停
止

機
能

へ
の

影
響

を
確

認
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
火

災
伝

播
評

価
フ

ロ
ー

を
図

8
.
1
 
に

示
す

。
 

  
火

災
伝
播

評
価

に
お

い
て

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
ア

ウ
ト

さ
れ

な
か

っ
た

火
災

区
域

又

は
火

災
区

画
を

対
象

に
、
そ

れ
を

構
成

す
る

火
災

区
画

内
の

個
別

の
可

燃
性

物
質

の
発

火
を

想
定

し
て

，
再

処
理

施
設

の
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機
能
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

。
 

 

８
．

１
 
系

統
分

離
対

策
の

確
認

 

原
子

炉
の

安
全

停
止

に
係

わ
る

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

は
，

そ
の

相
互

の
系

統
分

離
及

び
関

連
す

る
非

安
全

系
と

の
系

統
分

離
を

行
う

た
め

に
，

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

火
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
」
に

基
づ

く
以

下
の

三
つ

の
う

ち
い

ず
れ

か
の

対
策

を
講

じ
る

こ
と

が
要

求
さ

れ
て

い
る

。
 

①
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ

い
て

，
互

い
の

系
列

間
が

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ

  
再

処
理
施

設
の

安
全

上
重

要
な

施
設

の
う

ち
、

最
重

要
設

備
に

つ
い

て
は

、
そ

の

相
互

の
系

統
分

離
及

び
関

連
す

る
非

安
全

系
と

の
系

統
分

離
を

行
う

た
め

に
，

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

火
災

防
護

に
係

る
審

査
基

準
」
に

基
づ

く
以

下
の

三
つ

の
う

ち
い

ず
れ

か
の

対
策

を
講

じ
て

い
る

。
 

①
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ

い
て

，
互

い
の

系
列

間
が

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ
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子
力
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の
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火
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評
価
ガ

イ
ド

へ
の
適
合

性
に
つ

い
て
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

い
て

，
互

い
の

系
列

間
の

水
平

距
離

が
6
ｍ

以
上

あ
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設

備
及

び
自

動
消

火
設

備
が

当
該

火
災

区
画

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
こ

の

場
合

，
水

平
距

離
間

に
は

仮
置

き
の

も
の

を
含

め
，
可

燃
性

物
質

が
存

在
し

な

い
こ

と
。

 

③
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ

い
て

，
互

い
の

系
列

間
が

１
時

間
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

お
り

，
か

つ
，
火

災
感

知
設

備
及

び
自

動
消

火
設

備
が

当
該

火
災

区
画

内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

い
て

，
互

い
の

系
列

間
の

水
平

距
離

が
6
ｍ

以
上

あ
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設

備
及

び
自

動
消

火
設

備
が

当
該

火
災

区
画

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

こ
の

場
合

，
水

平
距

離
間

に
は

仮
置

き
の

も
の

を
含

め
，

可
燃

性
物

質
が

存
在

し
な

い
こ

と
。

 

③
 
系

統
分

離
さ

れ
た

火
災

防
護

対
象

機
器

及
び

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

に
つ

い
て

，
互

い
の

系
列

間
が

１
時

間
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

バ
リ

ア
等

で
分

離
さ

れ
て

お
り

，
か

つ
，

火
災

感
知

設
備

及
び

自
動

消
火

設
備

が
当

該
火

災
区

画
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

  
最

重
要

設
備

以
外

の
安

全
上

重
要

な
施

設
に

対
し

て
は

，
火

災
防

護
対

策
の

妥
当

性
に

つ
い

て
影

響
評

価
同

様
の

手
法

に
て

確
認

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

以
下

の
手

順
に

よ
り

，
そ

の
確

認
を

行
う

。
 

（
1
）

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

画
内

あ
る

い
は

隣
接

火
災

区
画

に
対

し
て

，
６

．

で
作

成
し

た
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

等
に

よ
り

，
原

子
炉

の
安

全
停

止
に

係
る

安
全

機
能

を
有

す
る

機
器

，
緩

和
系

を
特

定
す

る
。

 

 （
2
）

特
定

し
た

機
器

，
緩

和
系

に
対

し
て

，
上

記
①

～
③

の
い

ず
れ

か
の

火
災

防

護
対

策
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。
図

8
.
2
 
及

び
図

8
.
3
 
に

，

上
記

①
～

③
の

対
策

と
火

災
区

画
と

の
関

係
を

模
式

的
に

示
す

。
 

 （
3
）

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
と

同
様

の
手

順
で

，
以

下
の

手
順

に
よ

り
，

火
災

区
画

内

の
最

も
苛

酷
な

単
一

の
火

災
に

よ
っ

て
も

，
原

子
炉

の
安

全
停

止
機

能
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

 (
1
)
火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
内

あ
る

い
は

隣
接

火
災

区
域

又
は

火

災
区

画
に

対
し

て
，
作

成
し

た
特

性
表

等
に

よ
り

，
再

処
理

施
設

の
火

災
影

響
を

受

け
る

安
全

機
能

を
有

す
る

機
器

を
特

定
す

る
。

 

 (
2
)
最
重

要
設

備
に

対
し

，
①

～
③

の
い

ず
れ

か
の

火
災

防
護

対
策

が
講

じ
ら

れ
て

い

る
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

 

  (
3
)
火
災
区
域
（

区
画

）
内
の
最

も
苛
酷

な
単

一
の

火
災

に
よ

っ
て
も

，
再
処

理
施

設
の

安
全

機
能

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

を
確
認

す
る

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

 

・
ス

テ
ッ

プ
1
：

 
火

災
区

画
の

特
定

 

・
ス

テ
ッ

プ
2：

 
火

災
区

画
内

に
お

い
て

，
火

災
源

の
発

熱
速

度
（

H
R
R
）
が

最
大

と
な

る
可

燃
性

物
質

の
組

合
せ
（

火
災

源
及

び
そ

の
直

上
の

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
等

）
を

選
定

し
，

火
災

源
の

H
R
R
，

火
災

源
の

影
響

範
囲

（
Z
O
I
:
Z
o
n
e
 o
f
 I
n
f
l
u
e
n
c
e
），

高
温

ガ
ス

層
の

温
度

等
を

求
め

，
タ

ー
ゲ

ッ
ト

損
傷

の
有

無
を

評

価
す

る
。

 

          ・
ス

テ
ッ

プ
3
：

 
火

災
防

護
対

象
機

器
（

タ
ー

ゲ
ッ

ト
）

が
異

な
る

火
災

区

画
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

，
そ

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に

損
傷

を
与

え
る

H
R
R
 
を

評
価

す
る

。
 

・
ス

テ
ッ

プ
4：

 
ス

テ
ッ

プ
2
 
及

び
ス

テ
ッ

プ
3
 
に

お
い

て
評

価
し

た
そ

れ

ぞ
れ

の
H
R
R
 
を

比
較

し
，

対
象

火
災

区
画

の
火

災
源

に
よ

 

・
ス

テ
ッ

プ
1
：

 
火
災

区
域
（

区
画
）

の
特

定
 

・
ス

テ
ッ

プ
2
：

 
火
災

区
域
（

区
画
）

内
の
火

災
源

の
発

熱
速

度
（

H
R
R
）

が
最

大

と
な

る
も

の
（

火
災

源
及

び
そ

の
直

上
の

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
等

）

を
選

定
し
，
火

災
源

の
H
R
R
，
火

災
源

の
影

響
範

囲
（

Z
O
I
:
Z
o
n
e
 o
f
 

I
n
f
l
u
e
n
c
e
）
，
高

温
ガ

ス
層

の
温

度
等

を
求

め
，
タ

ー
ゲ

ッ
ト

損

傷
の

有
無

を
評

価
す

る
。

 

判
定

基
準

 

 
火

災
伝

播
評

価
に

よ
り

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

に
対

し
て

，
以

下
の

と
お

り
火

災
の

影
響

が
及

ば
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

 
ａ

．
火

炎
が

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

に
至

ら
な

い
こ

と
 

 
ｂ

．
損

傷
温

度
を

超
え

る
プ

ル
ー

ム
が

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

に
至

ら
な

い
こ

と
 

 
ｃ

．
損

傷
熱

流
束

を
超

え
る

輻
射

が
火

災
影

響
評

価
対

象
設

備
に

至
ら

な
い

こ
と

 

 
ｄ

．
損

傷
温

度
を

超
え

る
高

温
ガ

ス
が

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

に
至

ら
な

い
こ

と
 

 ・
ス

テ
ッ

プ
3：

火
災

防
護

対
象

機
器
（

タ
ー

ゲ
ッ

ト
）
が

異
な

る
火

災
区

画
内

に

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
8
.
3
項

に
基

づ
き

、
火

災
伝

播
評

価

を
実

施
す

る
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

る
火

災
の

影
響

が
，
他

の
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
火

災
防

護
対

象
機

器
に

伝
播

す
る

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
。

 

 

８
．

２
 
火

災
区

画
内

の
評

価
 

火
災

区
画

内
の

評
価

は
，

以
下

の
手

順
に

よ
り

行
う

。
 

(
1
)
 
対

象
火

災
区

画
の

特
定

 

(
2
)
 
火

災
源

の
特

定
 

(
3
)
 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
 

(
4
)
 
火

災
源

の
影

響
範

囲
（

Z
O
I
）

の
設

定
 

(
5
)
 
火

災
区

画
内

の
評

価
 

な
お

，
評

価
の

詳
細

は
附

属
書

B
 
に

示
す

。
 

 

 

火
災

区
画

内
の

評
価

は
，

以
下

の
手

順
に

よ
り

行
う

。
 

(
1
)
 
対

象
火

災
区

画
の

特
定

 

(
2
)
 
火

災
源

の
特

定
 

(
3
)
 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
 

(
4
)
 
火

災
源

の
影

響
範

囲
（

Z
O
I
）

の
設

定
 

(
5
)
 
火

災
区

画
内

の
評

価
 

な
お

，
評

価
の

詳
細

は
附

属
書

B
 
に

基
づ

く
。

 

 

(
1
)
 
対

象
火

災
区

画
の

特
定

 

対
象

と
す

る
火

災
区

画
に

関
す

る
情

報
と

し
て

，
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

を
参

照
し

，
区

画
の

サ
イ

ズ
（

縦
，

横
，

高
さ

）
，

耐
火

壁
の

構
造

材
，

厚
さ

，

換
気

条
件

等
（

強
制

換
気

，
開

口
条

件
等

）
を

整
理

す
る

。
 

(
1
)
 
対
象

火
災

区
画

の
特

定
 
 

 
対

象
と

す
る

火
災

区
画

に
関

す
る

情
報

と
し

て
，

火
災

区
域

（
区

画
）

特

性
表

を
参

照
し

，
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
の

サ
イ

ズ
，
耐

火
壁

の
構

造
材

，

厚
さ

，
換

気
条

件
は

熱
風

量
計

算
書

よ
り

設
定

。
 

 
Z
O
I
の

評
価

に
用

い
る

F
D
T
S
は

1
次

元
モ

デ
ル

で
あ

り
こ

と
か

ら
、
モ

デ
ル

入

力
の

際
は

火
災

区
域

を
直

方
体

と
し

て
取

り
扱

う
。

 

 
ま

た
、
耐

火
壁

の
構

造
材

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

し
て

い
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

厚
さ

が
約

1
0
c
m
を

超
え

る
と

，
計

算
上

ほ
ぼ

断
熱

条
件

と
な

る
た

め
，

保
守

的
に

一
律

1
5
0
c
m
と

す
る

。
 

(
2
)
 
火

災
源

の
特

定
 

火
災

区
画

内
に

存
在

す
る

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
を

含
む

火
災

源
の

情
報

と
し

て
，

(
2
)
火
災
源
の
特
定
 

火
災

区
画

内
に

存
在

す
る

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
を

含
む

火
災

源
の

情
報

と
し

て
、
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
の

ほ
か

に
，

表
6
.
1
 
を

参
考

に
必

要
と

す
る

情
報

を
整

理
す

る
。

 

分
類

し
た

火
災

源
ご

と
に

，
表

8
.
1
 
に

よ
り

確
率

分
布

の
7
5
％

値
に

相
当

す

る
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

用
発

熱
速

度
（

H
R
R
:
H
e
a
t
 
R
e
l
e
a
s
e
 
R
a
t
e
）

が
与

え
ら

れ

て
い

る
火

災
源

に
つ

い
て

は
，
そ

の
値

を
使

用
す

る
。
ま

た
，
潤

滑
油

等
の

漏
え

い
火

災
に

つ
い

て
は

，
N
U
R
E
G
/
C
R
-
6
8
5
0
 
の

考
え

方
に

則
り

，
燃

焼
す

る
油

量
を

内
包

油
量

の
1
0
%
と

仮
定

し
，

こ
の

油
量

に
対

応
す

る
H
R
R
 
を

，
F
D
T
S
(
F
i
r
e
 

D
y
n
a
m
i
c
s
 
T
o
o
l
s
)
(
3
)
の

評
価

式
に

基
づ

き
，

算
出

す
る

。
 

ま
た

，
ケ

ー
ブ

ル
火

災
に

つ
い

て
は

，
N
U
R
E
G
/
C
R
-
6
8
5
0
(
1
)
に

基
づ

き
，
算

出

す
る

。
 

      

火
災

源
の

特
定

を
行

う
。

 

火
災

源
と

し
て

考
慮

す
べ

き
も

の
を

の
特

定
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

以
下

の
調

査
も

行
う

。
 

 
・

回
転

機
器

の
モ

ー
タ

の
電

圧
及

び
電

力
は

構
造

図
等

に
よ

り
特

定
し

，
内

部
火

災
ガ

イ
ド

に
基

づ
き

3.
7
k
W
を

超
え
る

も
の

を
火

災
源

と
す

る
。
 

 
 
・
電

源
盤

の
電

圧
は

負
荷
リ

ス
ト
等

に
よ

り
特

定
し

、
N
UR
E
G
6
8
50

に
基

づ
き

、
4
4
0
V

を
超

え
る

も
の

を
火

災
源

と
し

て
設
定

す
る

。
 

 
 

な
お

，
火

災
源

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

用
発

熱
速

度
（

H
R
R
:
H
e
a
t
 R
e
l
e
a
s
e
 R
a
t
e
）

は
内

部
火

災
ガ

イ
ド

に
従

い
確

率
分

布
の

7
5
％

値
で

設
定

す
る

。
 

 

ま
た

、
潤

滑
油

火
災

に
あ

た
っ

て
は
、

以
下

を
考

慮
す

る
。

 

・
オ

イ
ル

パ
ン

等
が

設
置

さ
れ

る
場

合
は

、
内

部
火

災
ガ

イ
ド

に
基

づ
き

、
当

該

面
積

を
漏

え
い

油
面

積
と

し
て

H
R
R
を

算
出

す
る

。
 

・
プ

ー
ル

厚
さ

，
ケ

ー
ブ

ル
の

火
災

源
の

面
積

は
内

部
火

災
ガ

イ
ド

の
付

属
書

B

に
基

づ
き

設
定

す
る

。
 

(
3
)
 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
 

火
災

区
画

内
に

存
在

す
る

タ
ー

ゲ
ッ

ト
（

火
災

防
護

対
象

機
器

，
火

災
防

護
対

象
ケ

ー
ブ

ル
）
に

つ
い

て
の

情
報

を
，
火

災
区

域
（

区
画

）
特

性
表

及
び

下
記

の

図
面

類
か

ら
整

理
す

る
。

 

・
火

災
区

画
内

の
機

器
，

ケ
ー

ブ
ル

の
リ

ス
ト

 

・
機

器
／

ケ
ー

ブ
ル

の
配

置
の

図
面

 

火
災

区
画

内
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

特
定

し
，

そ
の

特
徴

の
情

報
を

整
理

す
る

。
 

  
火

災
区
画

内
に

存
在

す
る

タ
ー

ゲ
ッ

ト
（

火
災

防
護

対
象

機
器

，
火

災
防

護
対

象

ケ
ー

ブ
ル

）
に

つ
い

て
の

情
報

を
，

火
災

区
域

（
区

画
）

特
性

表
及

び
下

記
の

図

面
類

か
ら

整
理

す
る

。
 

火
災

区
画

内
の

機
器

，
ケ

ー
ブ

ル
の
リ

ス
ト

 

機
器

／
ケ

ー
ブ

ル
の

配
置

の
図

面
 

 
火

災
区
画

内
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

特
定
し

，
そ

の
特

徴
の

情
報

を
整
理

す
る

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

 
な

お
、
火

災
源

と
の

位
置

関
係

に
つ

い
て

は
、

プ
ラ

ン
ト

ウ
ォ

ー
ク

ダ
ウ

ン
に

よ

り
確

認
す

る
。

 

(
4
)
 
火

災
源

の
影

響
範

囲
（

Z
O
I
）

の
設

定
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

ケ
ー

ブ
ル

に
対

す
る

損
傷

基
準

と
し

て
は

，
屋

内
P
V
C
 
ケ

ー

ブ
ル

に
対

し
て

，
J
N
E
S
 
に

て
設

定
し

た
温

度
基

準
値

3
1
5
℃

(
4
)
及

び
熱

硬
化

性

ケ
ー

ブ
ル

に
対

す
る

N
U
R
E
G
/
C
R
-
6
8
5
0
 
の

熱
輻

射
の

基
準

で
あ

る
1
1
k
W
/
m
2
 
を

し
き

い
値

と
し

て
設

定
す

る
（

表
8
.
2
 
を

参
照

）
。

 

火
災

区
画

内
の

火
災

源
ご

と
に

，
影

響
範

囲
（

Z
O
I
）
の

評
価

表
を

作
成

す
る

。

火
災

影
響

範
囲

（
Z
O
I
）

の
概

念
図

を
図

8
.
4
 
に

示
す

。
影

響
範

囲
（

Z
O
I
）

は

F
D
T
S
 
の

計
算

モ
デ

ル
に

基
づ

き
算

出
す

る
。

 

  
タ

ー
ゲ
ッ

ト
の

ケ
ー

ブ
ル

に
対

す
る

損
傷

基
準

と
し

て
は

，
保

守
的

に
内

部
火

災

ガ
イ

ド
の

表
B

.6
に

掲
載

さ
れ

る
「

熱
可

塑
性

ケ
ー

ブ
ル

の
基

準

（
N

U
R

E
G

/C
R

-6
85

0）
」

に
基

づ
き

、
温

度
基

準
値

20
5℃

，
6k

W
/m

2
と

す

る
。

 

 
火

災
区
画

内
の

火
災

源
の

う
ち

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
の

距
離

が
最

も
厳

し
い

も
の

、

及
び

H
R

R
が
最

大
に

な
る
も

の
を
選

定
し

、
影

響
範

囲
（

Z
O

I）
の

評
価

表
を

作

成
す

る
。
火

災
影

響
範

囲
（

Z
O

I）
は

F
D

T
S

 の
計
算

モ
デ
ル

に
基
づ

き
算

出
す

る
。

 

(
5
)
 
火

災
区

画
内

の
評

価
 

米
国

電
気

電
子

工
学

会
(
I
E
E
E
)
規

格
3
8
4（

1
9
9
2
 
年

版
：
I
E
E
E
3
8
4
－

1
9
9
2
 
に

示
さ

れ
る

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

の
分

離
距

離
（

垂
直

上
部

方
向

1
.
5
m
，

垂
直

下

部
方

向
0
.
2
m
，

水
平

方
向

0
.
9
m
）

の
範

囲
内

に
含

ま
れ

る
ケ

ー
ブ

ル
は

損
傷

す

る
も

の
と

し
て

評
価

す
る

。
た

だ
し

，
実

証
さ

れ
た

デ
ー

タ
が

あ
れ

ば
そ

れ
を

示

し
た

上
で

使
用

し
て

も
よ

い
。

 

以
上

の
(
2
)
～

(
5
)
の

手
順

で
得

ら
れ

た
評

価
例

を
表

8
.
3
 
に

示
す

。
 

  
米

国
電

気
電

子
工

学
会

(
I
E
E
E
)
規

格
3
8
4
（

1
9
9
2
 
年

版
：

I
E
E
E
3
8
4
－

1
9
9
2
 
に

示
さ

れ
る

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

の
分

離
距

離
（

ラ
ダ

ー
ト

レ
イ

の
場

合
：
垂

直
上

部
方

向
1
.
5
m
，
垂

直
下

部
方

向
0
.
2
m
，
水

平
方

向
0
.
9
m
）
の

範
囲

内
に

含
ま

れ

る
ケ

ー
ブ

ル
は

損
傷

す
る

も
の

と
し

て
評

価
す

る
。

 

 
ま

た
、
ソ

リ
ッ

ド
ト

レ
イ

の
場

合
は

、
同

様
に

同
規

格
に

基
づ

き
、
垂

直
2
5
m
m
、

水
平

3
0
0
m
m

の
範

囲
内

に
含

ま
れ

る
ケ

ー
ブ

ル
は

損
傷

す
る

も
の

と
し

て
評

価

す
る

。
 

８
．

３
 
火

災
伝

播
評

価
 

火
災

伝
播

評
価

は
，
８

．
２

と
同

様
の

手
順

で
実

施
す

る
が

，
火

災
区

画
の

情
報

の

ほ
か

，
伝

播
先

火
災

区
画

の
情

報
が

必
要

で
あ

る
。
実

施
内

容
は

下
記

(
3
)
を

除
き

８
．

２
と

同
様

で
あ

る
。

 

  
詳

細
は
下

記
参

照
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
火

災
影

響
評
価

ガ
イ

ド
 

ガ
イ

ド
へ

の
適

合
性

の
確

認
結

果
 

（
1
）

対
象

火
災

区
画

の
特

定
 

（
2
）

火
災

伝
播

評
価

用
の

火
災

源
の

特
定

 

（
3
）

伝
播

先
火

災
区

画
に

損
傷

を
与

え
る

H
R
R
 
の

算
出

 

（
4
）

火
災

伝
播

評
価

 

(
1
)
 
対

象
火

災
区

画
の

特
定

 

８
．

２
と

同
様

に
，

火
災

区
画

及
び

伝
播

先
区

画
の

情
報

を
整

理
す

る
。

 

(
2
)
 
火

災
伝

播
評

価
用

の
火

災
源

の
特

定
 

火
災

区
画

に
お

い
て

，
H
R
R
 
が

最
大

と
な

る
可

燃
性

物
質

[
火

災
源

及
び

2
 
次

可
燃

性
物

質
（

出
火

源
直

上
の

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
，
プ

ー
ル

火
災

等
）
の

組
み

合

わ
せ

］
を

特
定

す
る

。
H
R
R
 
の

値
は

８
．

２
と

同
じ

値
を

用
い

る
。

 

(
3
)
伝

播
先

火
災

区
画

に
損

傷
を

与
え

る
H
R
R
 
の

算
出

 

伝
播

先
火

災
区

画
の

ケ
ー

ブ
ル

に
損

傷
を

与
え

る
高

温
ガ

ス
層

の
生

成
に

必

要
な

H
R
R
 
と

し
て

，
表

8
.
2
 
に

示
す

損
傷

基
準
（

輻
射

熱
(
k
W
/
m
2
)
等

か
ら

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

表
面

積
を

用
い

て
H
R
R
(
k
W
)
を

計
算

す
る

。
 

(
4
)
火

災
伝

播
評

価
 

ス
テ

ッ
プ

2
 
と

3
 
で

の
H
R
R
 
を

比
較

し
，
火

災
の

発
生

を
想

定
す

る
火

災
区

画
及

び
伝

播
先

の
火

災
区

画
の

ケ
ー

ブ
ル

に
損

傷
を

与
え

る
高

温
ガ

ス
層

が
生

成
さ

れ
る

か
ど

う
か

を
決

定
す

る
。
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

ア
ウ

ト
さ

れ
な

い
火

災
区

画
に

つ
い

て
は

，
防

護
対

策
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

(
1
)
 
対

象
火

災
区

画
の

特
定

 

 
 

 
８

．
２

(
1
)
と

同
様

 

 
(
2
)
 火

災
伝

播
評

価
用

の
火

災
源

の
特

定
 

 
 

 
８

．
２

(
2
)
と

同
様

。
 

  

(
3
)
伝

播
先

火
災

区
画

に
損

傷
を

与
え

る
H
R
R
 
の

算
出

 

(
4
)
に

含
め

て
実

施
。

 

 

 (
4
)
火

災
伝

播
評

価
 

隣
接

区
画

に
お

け
る

最
大

H
R
R

と
な

る
火

災
源

か
ら

の
火

災
時

の
影

響
を

F
D
T
S

に
よ

り
算

出
し

、
伝

播
先

火
災

区
画

の
ケ

ー
ブ

ル
に

損
傷

を
与

え
る

か
を

確
認

す
る

。
 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ア

ウ
ト

さ
れ

な
い

火
災

区
画

に
つ

い
て

は
，
防

護
対

策
の

強

化
を

行
う

。
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別紙１ 
 

補 2－7－添 2－別 1－1 

 

火災を起因とした運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故の 

単一故障を考慮した評価について 

 

１．内部火災影響評価ガイドにおける要求事項 

４．火災時の原子炉の安全機能 

 ３．に想定する火災に対して 

原子炉の安全停止に必要な機能を有する系統が，その安

全機能を損なわないこと（信頼性要求に基づき独立性が

確保され，多重性または多様性を有する系統が同時にそ

の機能を損なわないこと。） 

内部火災により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，

原子炉停止系の作動を要求される場合には，その影響（火

災）を考慮し，安全評価指針に基づき安全解析を行う必

要がある。 

 

 

２．安全評価に関する要求事項 

発電用原子炉施設では内部火災影響評価ガイド（以下「ガイ

ド」という。）において，単一の内部火災を想定した場合に，

原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停止系の作動

を要求される「運転時の異常な過渡変化」及び「設計基準事故」

が発生する可能性があり，「発電用軽水型原子炉施設の安全評

価に関する審査指針」（以下「安全評価審査指針」という。）に
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補 2－7－添 2－別 1－2 

基づき，「運転時の異常な過渡変化」及び「設計基準事故」に

対処するための機器に単一故障を想定しても，事象が収束して

原子炉が支障なく安全停止に移行できることを安全解析（評価）

することが要求されている。 

再処理施設でもガイドの当該箇所に対する要求事項は，事業

指定基準規則（第１６条 運転時の異常な過渡変化及び設計基

準事故の拡大防止）で要求されており，解析に当たっては想定

された事象に加えて，異常事象を速やかに収束させ，又はその

拡大を防止し，あるいはその結果を緩和することを主たる機能

とする系統について，その機能別に異常事象の結果が最も厳し

くなる単一故障を想定し，再処理施設が安全設計上許容される

範囲内に維持できること及び公衆に対して著しい放射線被ば

くのリスクを与えないことを確認する。 

 

再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則（抜粋） 

（運転時の異常 な過渡変化及び 設計基準事故の 拡大の防

止） 

第十六条 安全機能を有する施設は，次に掲げる要件を満

たすものでなければならない。 

一 運転時の異常な過渡変化時において，パラメータが

安全設計上許容される範囲内に維持できるものであ

ること。 

二 設計基準事故時において，工場等周辺の公衆に放射

線障害を及ぼさないものであること。 
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補 2－7－添 2－別 1－3 

 

 （解釈） 

１ 第 16 条に規定する「安全機能を有する施設は，次

に掲げる要件を満たすものでなければならない」に

ついては，再処理施設の設計の基本方針に深層防護

の考え方が適切に採用されていることを確認する

ために運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故

（ここでは「事故等」という。）を選定し，解析及

び評価すること。 

また，上記の「深層防護の考え方」とは，異常の発

生が防止されること，仮に異常が発生したとしても

その波及，拡大が抑制されること，さらに異常が拡

大すると仮定してもその影響が緩和されることをい

う。 

２ 事故等の評価 

一 放射性物質が存在する再処理施設内の各工程ごと

に，運転時の異常な過渡変化並びに機器等の破損，

故障，誤動作あるいは運転員の誤操作によって放

射性物質を外部に放出する可能性のある事象を想

定し，その発生の可能性との関連において，各種

の安全設計の妥当性を確認するという観点から設

計基準事故等を選定し評価する。 

評価すべき事例は以下に掲げるとおりとする。 

① 運転時の異常な過渡変化 

② 設計基準事故 
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補 2－7－添 2－別 1－4 

a) 冷却機能，水素掃気機能等の安全上重要な施

設の機能喪失 

b) 溶媒等の火災，爆発 

c) 臨界 

d) その他評価が必要と認められる事象 

ただし，類似の事象が２つ以上ある場合には，最

も厳しい事象で代表させることができる。 

二 上記一の「事故等」とは，再処理施設を異常な状

態に導く可能性のある多数の事象を整理し，施設

の設計とその評価に当たって考慮すべきものとし

て選定する事象をいう。評価すべき事象のうち上

記一②a)～d)に示す各事象は，「運転時の異常な過

渡変化」を超える事象であって，発生の可能性は

低いが，発生した場合は，運転時及び停止時の線

量評価の際に設定された年間の放出量を超える放

射性物質の放出の可能性があり，再処理施設の安

全設計の妥当性を評価する観点から想定する必要

のある事象である。 

三 上記事象の解析に当たっては，技術的に妥当な解

析モデル及びパラメータを採用して解析を行うと

ともに，以下に掲げる事項を満たすものとする。

① 異常事象を速やかに収束させ，又はその拡大を

防止し，あるいはその結果を緩和することを

主たる機能とする系統については，その機能

別に異常事象の結果が最も厳しくなる単一故
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障※1 を仮定すること。 

※１）①は，信頼性に関する設計上の考慮の要求

を満足していることを確認するとともに，

作動 を要 求され てい る諸 系統 間 の協 調性

や手 動操 作を必 要と する 場合 の 運転 員の

役割等を含め，系統全体としての機能と性

能を確認しようとするものである。単一故

障の仮定は，当該事象に対して果たされる

べき 安全 機能の 観点 から 結果 を 最も 厳し

くするものを選定し，かつ，これを適切な

方法で示さなければならない。 

② 事故等の解析に当たって仮定する「単一故障」

は，動的機器の単一故障とすること。 

③  １ つ の 想 定 事 象 に つ い て ２ つ 以 上 の 安 全 機 能

が要求される場合には，機能別に単一故障を

仮定すること。 

④  事 象 の 影 響 を 緩 和 す る の に 必 要 な 運 転 員 の 手

動操作については，適切な時間的余裕※２を

考慮すること。 

※２）事故等の解析に当たって要求されている運

転員の手動操作に関する「時間的余裕」につ

いては，一般的に運転員の信頼度は，発生事

象の態様によって異なり，かつ，発生直後に

低下し，時間とともに回復することから，操

作を必要と する 時点と操作 完了 までの時間
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的余裕，運転員に与えられる情報，必要な操

作等を考慮 して 個々の想定 すべ き事象ごと

に判断すべきである。その検討の結果，運転

員に十分な 信頼 度が期待し うる と判断され

る場合には，その動作に期待してもよい。た

だし，事象の発生が検出されてから短時間に

操作が完了 でき ると見込ま れる 場合であっ

ても 10 分以内の操作の完了を期待しては

ならない。 

⑤  放 射 性 物 質 の 放 出 の 低 減 に 係 る 系 統 及 び 機 器

の機能を期待する場合には，外部電源の喪失

を仮定すること。 

四 設計基準事故の評価を行う際には，直接線及びス

カイシャイン線による影響を考慮すること。 

五 事故等に対する安全設計の妥当性を評価するに当

たっては，上記一①については温度，圧力，流量

等が，それぞれの最大許容限度を超えないことを，

また，上記一②については公衆に対して著しい放

射線被ばくのリスクを与えないことを判断の基準

とすること。 

六 上記五の「温度，圧力，流量等が，それぞれの最

大許容限度を超えないこと」については，仮に運

転時の異常な過渡変化に伴って，放射性物質の放

出があっても，この放出量は，運転時及び停止時

の線量評価の際に選定された年間の放出量を十分
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下回っていること。  

七  「公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えないこと」は，線量の評価を設計基準事故の発

生頻度との兼ね合いを考慮して行うこことする。

ＩＣＲＰの 1990 年勧告によれば，公衆の被ばくに

対する年実効線量限度として，１mSv を勧告して

いるが，特殊な状況においては，５年間にわたる

平均が年当たり１mSv を超えなければ，単一年に

これよりも高い実効線量が許されることもあり得

るとなっている。これは運転時及び停止時の放射

線被ばくについての考え方であるが，これを発生

頻度が小さい事故の場合にも適用することとし，

敷地周辺の公衆の実効線量の評価値が発生事故当

たり５mSv を超えなければリスクは小さいと判断

する。なお，発生頻度が極めて小さい事故に対し

ては，実効線量の評価値が上記の値をある程度超

えてもそのリスクは小さいと判断できる。 

３ 放射性物質の大気中の拡散 

上記２三の線量の解析に当たって，環境に放出された

放射性物質の大気中の拡散については，「発電用原子炉

施設の安全解析に関する気象指針」（昭和 57 年１月 28

日原子力安全委員会決定）を準用すること。 
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３．評価の前提条件 

事故等の評価に当たっては，工程の運転状態を考慮して条

件を設定するとともに，事象が発生してから収束するまでの

間の計測制御系，安全保護回路及び安全上重要な施設の作動

状況並びに運転員の操作を考慮する。また，使用するモデル

及びパラメータは，評価の結果がより厳しい結果となるよう

選定とする。なお，評価において次の事項を前提とする。 

(1)異常事象を速やかに収束させ，又はその拡大を防止し，あ

るいはその結果を緩和することを主たる機能とする系統に

ついては，その機能別に結果を最も厳しくする単一故障を

仮定する。 

(2)事象の影響を緩和するのに必要な運転員の手動操作につい

ては，適切な時間的余裕として１０分経過後からの操作を

考慮する。 

 

 

４．火災により想定される事象の抽出 

事業指定基準規則にて評価すべき具体的な事象とされる「運

転時の異常な過渡変化」及び「設計基準事故」が，再処理施設

内の工程ごとに単一の内部火災が部屋単位で発生した際に発

生し得るかを分析した。 

 

４．１ 火災を起因とした運転時の異常な過渡変化の発生 

  事業指定基準規則に基づき評価すべき具体的な事象とされ
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る「運転時の異常な過渡変化」を第１表に示す。 

  第１表に示す事象に対する異常の発生防止対策は，事業変更

許可申請書の添付書類八に示すように，安全機能を有する施設

において制御されているため，単一の内部火災を想定した場合

は，異常の発生防止対策に係る系統（制御機能等）が火災によ

り喪失をすることを想定した場合は既許可に示す「運転時の異

常な過渡変化」が発生しうることが想定される。 

   

第１表 火災を起因とした運転時の異常な過渡変化 

分 類 項 目  運 転 時 の 異 常な 過 渡変 化  火 災 の 影 響  

火 災 へ の 拡

大  

 

プ ル ト ニ ウ ム 精 製 設 備 の 逆 抽 出 塔

で の 逆 抽 出 用 液 の 流 量 低 下 に よ る

有 機 溶 媒 の 温度 異 常 上 昇  

○

流 量 制 御 系 統の 誤

動 作  

爆 発 へ の 拡

大  

 

高 レ ベ ル 廃 液 処 理 設 備 の 高 レ ベ ル

廃 液 濃 縮 設 備 の 高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮

缶 で の 一 次 蒸 気 の 流 量 増 大 に よ る

加 熱 蒸 気 の 温度 異 常 上 昇  

○

圧 力 制 御 系 統の 誤

動 作  

 ウ ラ ン・プ ル ト ニウ ム 混合 脱 硝 設 備

の 焙 焼・還 元 系 の還 元 炉で の 還 元 ガ

ス 中 の 水 素 濃度 異 常 上 昇  

○

流 量 制 御 系 統の 誤

動 作  

臨 界 へ の 拡

大  

 

 

分 配 設 備 の プル ト ニ ウ ム分 配 塔 ，プ

ル ト ニ ウ ム 洗 浄 器 で の 還 元 剤 の 流

量 低 下 に よ る プ ル ト ニ ウ ム 濃 度 異

常 上 昇  

○

流 量 制 御 系 統の 誤

動 作  

機 器 の 過 加

熱  

ウ ラ ン・プ ル ト ニウ ム 混合 脱 硝 設 備

の 焙 焼・還 元 系 の還 元 炉の 温 度 異 常
○

温 度 制 御 系 統の 誤

動 作  

放 射 性 物 質

の 浄 化 機 能

の 低 下  

 

高 レ ベ ル 廃 液 処 理 設 備 の 高 レ ベ ル

廃 液 濃 縮 設 備 の 高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮

缶 凝 縮 器 で の 冷 却 能 力 の 低 下 に よ

る 廃 ガ ス 中 蒸気 量 の 増 大  

○
圧 力 制 御 系 統の 誤

動 作  

外 部 電 源 喪

失  

 

外 部 電 源 喪 失  

○

受 変 電 設 備 の損 傷

○：評価対象とする事象，－：評価対象外とする事象 
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４．２ 火災を起因とした設計基準事故の発生 

事業指定基準規則に基づき評価すべき具体的な事象とされ

る「設計基準事故」を第２表に示す。 

第２表に示す設計基準事故は，再処理施設の閉じ込め性を確

認する観点から公衆に対する影響が大きいとして評価すべき

具体的な事象であるが，以下の事象については何れも不燃性材

料の使用等により機能を喪失することがないため，単一の内部

火災により設計基準事故は発生し得えない。 

 「プルトニウム精製設備のセル内での有機溶媒火災」，「高

レベル廃液処理設備の高レベル廃液貯蔵設備の配管から

セルへの漏えい」は着火源が排除されたセル内に設置され

る不燃性の金属容器等に内包された放射性物質の漏えい

を想定しており，火災により当該事象が発生するおそれは

ない。 

 「使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設での使用済燃料

集合体落下」においては，燃料を取扱う装置のワイヤは不

燃性材料であり且つ二重化されていること，燃料保持機構

は金属性で造られ駆動用の空気源が喪失した場合にも使

用済み燃料が外れない構造としていることから，火災によ

り当該事象が発生するおそれはない。 

また，「短時間の全交流動力電源の喪失」については，外部

電源が喪失した場合でも非常用所内電源設備により給電され

る。非常用所内電源設備は3時間耐火壁等により系統分離され

ており，単一の内部火災を想定した場合においても，当該事象
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が発生するおそれはない。 

さらに，以下の事象については，深層防護を適切に採用した

異常の発生防止対策，拡大防止対策により単一の内部火災によ

り設計基準事故は発生し得えない。 

なお，仮想的に設計基準事故への進展を想定しても，再処理

施設は安全上重要な施設により影響緩和対策を講じる設計と

する。当該設備のうち動的な安全上重要な施設は単一故障を想

定し，多重化または多様化を行う設計とする。 

したがって，影響緩和対策を講じる設備に単一故障を想定し

ても，事業指定申請書における添付資料八に示す安全解析（評

価）の結果を上回る事象は発生しない。 

 「プルトニウム精製設備のプルトニウム濃縮缶でのＴＢ

Ｐ等の錯体の急激な分解反応」は，TBP洗浄機及び油水分

離槽によりプルトニウム濃縮缶へのTBPの混入を防止する

設計とするため，火災によりTBPが混入することは無い。

更にプルトニウム濃縮缶の加熱蒸気温度をそれぞれ異な

る温度検出気により検知し安全保護系により，加熱を停止

する設計とすることから，単一の火災により当該事象が発

生するおそれはない。 

 「溶解設備の溶解槽における臨界」は，溶解槽の臨界安全

設計，使用済燃料集合体の誤装荷防止，せん断片の装荷量

の制限，溶解条件の維持，可溶性中性子吸収剤の使用等，

それぞれ安全上重要な施設により多層の臨界防止設計が

なされており，単一の火災により当該事象が発生するおそ

れはない。 
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 「高レベル廃液ガラス固化設備での溶融ガラスの漏えい」

は，ガラス固化体容器とガラス溶融炉が結合装置により結

合していることを二重化した検知装置により検知し，結合

していない場合は加熱ができないような設計とする。また，

流下ガラスが適切な重量であることについて，それぞれ二

重化した検知装置により検知し，流下を停止する設計とす

ることから，単一の火災により当該事象が発生するおそれ

はない。 

 

第２表 火災を起因とした設計基準事故 

分 類 項 目  設 計 基 準 事 故  火 災 の 影 響  

火 災  

 

プ ル ト ニ ウ ム精 製 設 備 の セ ル 内で

の 有 機 溶 媒 火災  －  

本 事 象 は 発 生し な

い 。  

爆 発  プ ル ト ニ ウ ム精 製 設 備 の プ ル トニ

ウ ム 濃 縮 缶 での Ｔ Ｂ Ｐ 等 の 錯 体の

急 激 な 分 解 反応  

－  

本 事 象 は 発 生し な

い  

臨 界  

溶 解 設 備 の 溶解 槽 に お け る 臨 界  －  

本 事 象 は 発 生し な

い 。  

漏 え い  高 レ ベ ル 廃 液処 理 設 備 の 高 レ ベル

廃 液 貯 蔵 設 備の 配 管 か ら セ ル への

漏 え い  

－  

本 事 象 は 発 生し な

い 。  

 
高 レ ベ ル 廃 液ガ ラ ス 固 化 設 備 での

溶 融 ガ ラ ス の漏 え い  
－  

本 事 象 は 発 生 し な

い 。  

使 用 済 燃 料

集 合 体 等 の

破 損  

使 用 済 燃 料 の受 入 れ 施 設 及 び 貯蔵

施 設 で の 使 用済 燃 料 集 合 体 落 下  
－  

本 事 象 は 発 生し な

い 。  

短 時 間 の 全

動 力 電 源 の

喪 失  

短 時 間 の 全 交流 動 力 電 源 の 喪 失  －  

本 事 象 は 発 生し な

い 。  

○：評価対象とする事象，－：評価対象外とする事象 
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５．評価結果 

５．１「運転時の異常な過渡変化」に対する単一故障を想定した

評価結果 

４項で選定した火災の影響を考慮した「運転時の異常な過渡

変化」に対して，評価を最も厳しくする安全上重要な施設の単

一故障を想定しても，再処理施設は安全上重要な施設により拡

大防止対策を講じる設計とする。当該設備のうち動的な安全上

重要な施設は単一故障を想定し，多重化または多様化を行う設

計とする。 

したがって，拡大防止対策を講じる設備に単一故障を想定し

ても，事業指定申請書における添付資料八に示す安全解析（評

価）の結果を上回る事象を発生しないことを確認した。 

 

 

５．２「設計基準事故」に対する単一故障を想定した評価結果 

４．２項のとおり，第２表に示す設計基準事故は，何れも不

燃性材料の使用，深層防護を適切に採用した異常の発生防止対

策，拡大防止対策により同時に機能を喪失することがないため，

単一の内部火災により設計基準事故は発生し得えない。 

なお，仮想的に設計基準事故への進展を想定しても，再処理

施設は安全上重要な施設により影響緩和対策を講じる設計と

する。当該設備のうち動的な安全上重要な施設は単一故障を想

定し，多重化または多様化を行う設計とする。 

したがって，影響緩和対策を講じる設備に単一故障を想定し
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ても，事業指定申請書における添付資料八に示す安全解析（評

価）の結果を上回る事象は発生しない。 

 

 

６．結論 

  以上のことから，ガイドに基づく要求事項である単一の内部

火災による安全解析（評価）を実施し，再処理施設が安全設計

上許容される範囲内に維持できること及び公衆に対して著し

い放射線被ばくのリスクを与えないことを確認した。 

なお，再処理施設ではガイドに基づく内部火災影響評価を，

全ての火災区域を対象に実施し，多重化されたそれぞれの系統

が同時に機能を喪失することがないことを確認している。 

また、安全解析（評価）では，異常の発生に際し多重化され

た信頼性を有する機器の同時故障は想定していないが，再処理

施設において火災時にも継続的に機能を維持する必要がある

重要な設備（閉じ込め，崩壊熱除去，水素掃気，非常用所内電

源）については，火災防護審査基準に基づく厳格な系統分離対

策を講じることにより火災により両系統ともに機能を喪失す

るおそれはない。 
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建屋 系統名 機器番号 弁型式 接続箇所
※ 記載案

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ②

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

AA 空気作動弁 ①

安全上重要な施設のうち電動弁等の火災影響について

※ 電動弁等が接続されている箇所
①安全上重要な設備と常用系の設備が電動弁等で接続される箇所
②多重化された系統（A 系とB 系）間が電動弁等で接続される箇所

　内部火災影響評価ガイドに基づき，『①安全上重要な設備と常用系の設備』及び
『②多重化された系統（A 系とB 系）間が電動弁等で接続される箇所』の電動弁等の
誤作動により，安全上重要な施設に及ぼす影響を評価する。

空気作動弁が誤動作しても，系外へ
の流出はせず，閉じ込め機能は失わ
れない

空気作動弁が誤動作しても系外への
流出，排気経路の喪失には至らず，
閉じ込め機能は失われない

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
セルの漏えい液受皿から漏えい液を回
収するための系統

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
安全保護回路により保護動作を行う機
器及び系統

プルトニウムを含む溶液又は粉末及び
高レベル放射性液体廃棄物を内蔵する
系統及び機器の換気系統及びオフガス
処理系統

空気作動弁が誤動作しても，系外へ
の流出はせず，漏えい液回収機能は
失われない

空気作動弁が誤動作しても系外への
流出，放射性物質の過度の防止機能
は失われない
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別紙２

建屋 系統名 機器番号 弁型式 接続箇所
※ 記載案

AB 空気作動弁 ①，②
空気作動弁が誤作動しても水素掃気
機能は失われない

AB 空気作動弁 ①，②
空気作動弁が誤作動しても爆発下限
界濃度に達することはない。

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

AB 空気作動弁 ①，②

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
冷却設備

高レベル放射性液体廃棄物を内蔵する
系統及び機器

空気作動弁が誤作動しても系外への
流出はせず，閉じ込め機能は失われ
ない

空気作動弁が誤作動しても冷却機能
は失われない

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
水素掃気用空気を供給する安全圧縮空
気系か水素掃気を必要とする機器まで
の水素掃気用の配管

プルトニウムを含む溶液又は粉末及び
高レベル放射性液体廃棄物を内蔵する
系統及び機器の換気系統及びオフガス
処理系統

空気作動弁が誤作動しても系外への
流出はせず，閉じ込め機能は失われ
ない

空気作動弁が誤作動しても冷却機能
は失われない
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別紙２

建屋 系統名 機器番号 弁型式 接続箇所
※ 記載案

AC

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
セルの漏えい液受皿から漏えい液を回
収するための系統

空気作動弁 ①
空気作動弁が誤動作しても，系外へ
の流出はせず，漏えい液回収機能は
失われない

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

AC
空気作動弁

三方弁
①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①
CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器 電磁弁 ①

CA

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器 電磁弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

CA 電動弁 ①

電動弁が誤動作しても，ウラン・プ
ルトニウム混合溶液の系外への流出
には至らず，閉じ込め機能は失われ
ない

プルトニウムを含む溶液又は粉末及び
高レベル放射性液体廃棄物を内蔵する
系統及び機器の換気系統及びオフガス
処理系統

電動弁が誤動作してもウラン・プル
トニウム混合溶液の系外への流出に
は至らず，閉じ込め機能は失われな
い

電磁弁が誤動作してもMOX粉末の
系外への流出には至らず，閉じ
込め機能は失われない

電動弁が誤動作してもMOX粉末の系外
への流出には至らず，閉じ込め機能
は失われない

電動弁が誤動作してもMOX粉末の系外
への流出には至らず，閉じ込め機能
は失われない。

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

プルトニウムを含む溶液又は粉末
を内蔵する系統及び機器

電動弁が誤動作しても，硝酸プルト
ニウム溶液は系外へ流出せず，閉じ
込め機能は失われない

空気作動弁が誤動作しても，誤動作
を警報で検知し，INT作動によりパル
セーション運転が停止し，三方弁の
上流，下流の空気作動弁が全閉とな
ることから，閉じ込め機能は失われ
ない
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別紙２

建屋 系統名 機器番号 弁型式 接続箇所
※ 記載案

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

KA 空気作動弁 ①

空気作動弁が誤作動により全閉して
も，冷却ユニットによりガラス溶融
炉電極の冷却が出来なくなるが，そ
の後ガラス溶融炉の運転がインター
ロックにより停止するため，閉じ込
め機能

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
水素掃気用空気を供給する安全圧縮空
気系か水素掃気を必要とする機器まで
の水素掃気用の配管

空気作動弁が誤作動しても水素掃気
流量が増加するため，水素掃気機能
は失われない

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
安全保護回路により保護動作を行う機
器及び系統

空気作動弁が誤作動しても固化セル
給気遮断弁が全閉し，固化セルの入
気量を制限することにより固化セル
内の負圧を維持するため，閉じ込め
機能は失われない

空気作動弁が誤作動しても水素掃気
流量が増加するため，水素掃気機能
は失われない

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
水素掃気用空気を供給する安全圧縮空
気系か水素掃気を必要とする機器まで
の水素掃気用の配管

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
冷却設備
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別紙２

建屋 系統名 機器番号 弁型式 接続箇所
※ 記載案

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設
補給水系統

電動弁 ①
電動弁が誤作動しても，補給水の系
外への流出，注入流路の喪失には至
らず，補給水系の機能は失わない。

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ②

FA 電動弁 ①

FA 電動弁 ①

電動弁が誤作動しても，冷却水の系
外への流出，冷却水の供給流路の喪
失には至らず，プール水冷却系の機
能は失わない

電動弁が誤作動しても，冷却水の系
外への流出，冷却水の供給流路の喪
失には至らず，安全冷却水系の機能
は失わない。

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
安全冷却水系統

安全機能を維持するために必要な計測
制御系統，冷却水系統等
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設
プール水冷却系統
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再処理施設における換気設備停止した際の安全上重要な施設への

影響について 

 

1．はじめに 

再処理施設において，安重機能を有する機器の設置場所は，

その室温が機器の設計温度以下となるように換気設備による除

熱を実施している。 

単一の火災を想定し、換気設備が停止した場合，室温が機器

の最高使用温度を超え，安重機能を有する機器の機能喪失が考

えられる。 

本資料では，安全冷却系循環ポンプ A 区域及び安全圧縮空気

第１室を対象に換気設備が停止した場合における室温の評価を

実施し，換気設備が安重機能を有する機器に影響を与えるかの

評価結果を示す。 

 

2．評価対象とする換気設備 

評価対象は熱負荷が大きい安全冷却系循環ポンプ A 及び安全

空気圧縮装置とし，当該機器は第１表に示す換気設備により除

熱している。 

第１表 

安全上重要な機器 換気設備 

安全冷却水系（ポンプ他） 安全冷却水系循環ポンプ区域空調機 

安全圧空系（空気圧縮機他） 非管理区域循環系 

 

3．換気空調設備停止時における室温評価 

3.1 室温評価方法 
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換気設備の停止により，室内除熱効果が喪失するため室内温

度は上がり始め，最終的には，室内発熱量と室外への放出熱量

が平衡状態となるまで室温が上昇する。 

室温評価では，室内の構造体，室内温度，室内発熱量，室外

温度等に基づき，室内熱負荷と躯体放熱バランスから，一定時

間後の室内温度を確認する。 

 

𝑇𝑅ᇱെ◌ൗ𝑇𝑅 �
ｔ ൈ◌ሺ ◌ି� � �ሻ

ൈ◌൫� � 室内熱容量 ൯
    

 

 െ◌ൗ𝑞𝑖 ∑ ൈ◌𝐾 𝐴 ሺൈ◌ 𝑇 െ◌𝑅 𝑇𝑜ሻ 

 

 

3.2 室温評価条件 

3.2.1 室内の熱容量 

躯体の密度，比熱より算出した。 

 

3.2.2 初期温度，室外温度 

夏季の設計室温とした。 

発熱体  

躯体  

放熱  

T R’ ： 単 位 時 間 経過 後 の 室 温(℃ ) 

TR  ： 初 期 温 度(℃ ) 

t  ： 経 過 時 間(分 ) 

q  ： 室 内 発 熱 量(W) 

qi   ： 室 外 へ の 放熱 量 (W) 

K   ： 躯 体 壁 の 熱透 過 率 (W/㎡ ℃ ) 

A   ： 躯 体 壁 表 面積 (㎡ ) 

To   ： 室 外 温 度  
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3.2.3 室内発熱量 

当該室に設置された機器本体からの発熱量を考慮した。 

 

3.2.4 換気条件 

換気設備停止のため，風による除熱は見込まない。 

 

 3.3 評価結果 

安全冷却系循環ポンプ A 区域及び安全圧縮空気第１室に

おいて，単一の火災後 24 時間まで換気設備の運転が実施さ

れなかった場合の室温と，ケーブル損傷温度を第２表に示す。 

 

第２表 換気設備の停止を想定した設備への影響評価結果 

安 全上 重 要

な 機器  
換 気設 備  対 象 部 屋  

初 期室 内

温 度 (℃ ) 

ｹｰﾌﾞﾙ損

傷 温度

(℃ ) 

評 価温

度 (℃ ) 
評 価  

安 全 冷 却 水

系 冷 却 水 循

環ポンプ A 

安 全 冷 却 水 系 循

環 ポ ン プ 区 域 空

調機 

安全冷却系循環ポ

ンプ A 区域  
40 205 40.40 ○  

安 全 空 気 圧

縮装置Ｂ 
W エリア送風機 

安全圧縮空気第１

室 
40 205 40.53 ○  

 

4．結論 

3.3 評価結果より，安全冷却系循環ポンプ A 区域及び安全圧

縮空気第１室の換気設備が停止した場合においても，24 時間後

の室内温度は，ケーブル損傷温度を下回ることから，安重機能

を有する機器の機能喪失は起こらない。 
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火災源の設定について 

 

1．火災源の設定 

火災源は以下の(1)～ (4)に基づき設定する。 

 

(1)内部火災影響評価ガイドに基づく設定 

内部 火災 影 響評 価ガ イド に おい て火 災源 機 器を 分類 し て

おり，評価においてはこれらを火災源として設定する。第１

表に考慮する火災源を示す。 

 

第 1 表  内部火災影響評価ガイドにおいて考慮する火災源 
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(2)JEAC4626-2010，JEAG4607-2010 に基づく設定 

JEAG4607-2010 には「4.1.1 想定火災の考え方」として，

想定すべき火災の種類とその態様が記載されている。第２表に

想定火災を示す。 

 

第２表 JEAG4607-2010 における想定火災（抜粋）  

想定火災 火災態様 影響範囲 

ケーブル火災   

a.計装ケーブル火災 過電流による当該ケーブルの

断線・短絡 

他には広がらない。 

b.制御ケーブル火災 計装ケーブル火災と同様 計装ケーブル火災と同様 

c.電力ケーブル火災 過電流によるトレイ内の全ケ

ーブル断線・短絡 

IEEE384 分離距離よりも近傍

の機器とする。 

盤火災   

a.動力盤／b.制御盤 過電流等による火災 当該盤内のみとする。 

補機火災   

a.補機内部火災 補機内部油火災／モータ内絶

縁物火災 

当該補機は機能喪失する。 

炎の伝播は無い。 

b.漏えい油火災 漏えいした潤滑油への着火に

よる火災（オイルパンや床面に

たまった状態） 

当該補機は機能喪失する。 

火災影響範囲は，熱伝導，対

流，放射を考慮する。 

燃料油火災 補機火災と同様 補機火災と同様 

大型変圧器火災 

(絶縁油等内包の場合) 

補機火災と同様 補機火災と同様 

その他   

a.水素ガス火災 － 当該補機の機能喪失 

b.チャコールフィル

タ火災 

－ 当該補機の機能喪失 
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(3)再処理施設特有の火災源 

再処理施設は化学薬品を多量に取扱うことから，その特徴を

踏まえ火災源（正確には可燃性物質であるが，延焼することを

考慮）として考慮する必要があり，再処理施設内で取扱う化学

薬品のうち，危険物の規制を受けるものは特に火災のリスクが

大きい。 

したがって，中でも引火点が 100℃を下回り，且つ再処理施

設の広範囲において取扱う n-ドデカン及び TBP については，

火災源として考慮するものとする。（TBP の引火点は 148℃であ

るが，n-ドデカンにて希釈して使用される等，火災リスクを考

慮する必要がある。） 

但し，自己発火ではなく，延焼を考慮しているものであるこ

とから Ss 機能維持がされる場合は火災源として考慮しない。 

なお，「運転時の異常な過渡変化」を超える事象で考慮され

ているセルで取り扱われる有機溶媒については，火災源として

考慮する。第３表にセル内有機溶媒火災を想定するセルを示す。 

 

第３表 セル内有機溶媒火災を想定するセル 

建屋 設備名 部屋名称 

分離 分離設備 抽出塔セル 

分離 分配設備 分配塔セル 

分離 分離建屋一時貯留処理設備 分離建屋一時貯留処理槽 1 セル 

分離 分離建屋一時貯留処理設備 分離建屋一時貯留処理槽第 3 セル

精製 精製建屋一時貯留処理設備 精製建屋一時貯留処理槽第 1 セル

精製 プルトニウム精製設備 プルトニウム精製塔セル 

精製 プルトニウム精製設備 放射性配管分岐第 1 セル 
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(4)火災源として考慮しないもの 

  ① 440V 未満の電気盤 

内部火災影響評価ガイドにおいて定義される火災源のう

ち，受電電圧が 440V を下回る電気盤については，「扉によ

り閉鎖された，440V 未満の回路だけを収納する電気盤は，

火災評価の対象外である。」と NUREG/CR-6850 にて規定さ

れ て い る こ と を 受 け ， 火 災 源 と し て 考 慮 し な い 。 下 記 に

NUREG/CR-6850(抜粋)を示す。 

 

NUREG/CR-6850(抜粋) 

   

 

 

 

 

1351



 

補 2－7－添 2－別 4－5 

和訳（赤枠箇所） 

・電気盤については，以下のルールに従うこと。 

 

・確実に閉じられた扉があり， 440V 未満の回路だけを収納す

る密封された電気盤は，火災評価の対象外である。 

 

・440V 以上の回路を収納する電気盤は，アーク放電不良が

盤の健全性に支障をきたす（アーク放電不良が盤側面を

通って燃焼する）可能性がある点に留意すること。 

 

  ②使用状況により火災に至らないもの 

Y セルで取り扱われる有機溶媒については，上記(3)項の

「運転時の異常な過渡変化」を超える事象の対象とは異な

り，崩壊熱により引火点を超えるおそれがない。 

また，当該区域は着火源，加熱源となるものが無く，且

つ通常人の立ち入りが制限されていることから，火災に至

るおそれがない。 

 

  ③使用条件が限定されるクレーン 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の天井クレーンは，待機中

には通電状態に無く（中継盤でしゃ断），また運転時には複

数の操作員が操作エリアに駐在することから迅速な消火活

動が可能であり，評価上の火災源として考慮する必要はな

い。 
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１．火災区域(区画)の説明

建屋名 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
火災区域番号 CA-B1F-08
火災区画番号 CX219
火災区域／区画名称 焙焼還元第2室

床面積(m
2
) 58

２．火災区域(区画)の火災シナリオの説明

３．火災区域(区画)にある火災源

等価時間(h)※
1.0

※：等価時間は、内部火災影響評価ガイドの等価時間記載の値で示す。

４．火災区域(区画)にある防火設備

消火方法 消火設備のバックアップ

手動 粉末消火器

その他感知手段

５．火災影響を受ける安全上重要な設備

６．火災区域(区画)に隣接する火災区域(区画)と火災伝播経路

隣接火災区画への火災伝播経路の詳細は、別紙参照

７．火災区域(区画)にある火災源機器数

機器数
0
0
有
－
－

機器名称[機器番号 若しくは 系統]

火災区域(区画)特性表

CX219は、ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋内の火災区画である。
本区画の火災源は、ケーブルトレイである。したがって、本区画の想定火災としては、ケーブルトレ
イ火災により、多重化された安全上重要な施設A/B系の焙焼炉の温度計（入口、中央、出口）が火
災影響を受け、安全機能が喪失するおそれがあるため、本区画内の火災影響評価を実施する。
万一火災が発生した場合は、CO2消火設備にて消火する。

発熱量(kJ) 火災荷重（kJ/m
2
）

40,394,320 696,454

火災感知の手段 主要な消火設備
煙感知器
熱感知器

CO2消火設備

-

その他

焙焼炉A入口温度A
焙焼炉A入口温度B
焙焼炉A中央温度A
焙焼炉A中央温度B
焙焼炉A出口温度A
焙焼炉A出口温度B

火災源
電動機(3.7kW超)
電気盤(440V以上)

ケーブルトレイ（ケーブル）
油脂類・有機溶媒等

補2－7－添4－1 1362



別紙

隣接する火災区画と火災伝播経路 (※　有：伝播する　　無：伝播しない)

隣接する
火災区画

火災伝播
経路有無

等価時間
(h)

耐火時間
(h)

火災伝播の
可能性　※

備考

CX118 無 0.5 3.0 無
CX215 無 0.5 3.0 無
CX218 無 1.0 3.0 無
CX220 無 1.0 3.0 無
CX223 無 1.0 3.0 無
CX234 無 0.5 3.0 無
CX309 無 0.5 3.0 無
CX311 無 1.0 3.0 無
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１．火災区域(区画)の説明

建屋名 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
火災区域番号 CA-2F-01
火災区画番号 CX410
火災区域／区画名称 塔槽類廃ガス処理室

床面積(m
2
) 250

２．火災区域(区画)の火災シナリオの説明

３．火災区域(区画)にある火災源

等価時間(h)※
1.0

※：等価時間は、内部火災影響評価ガイドの等価時間記載の値で示す。

４．火災区域(区画)にある防火設備

消火方法 消火設備のバックアップ

手動 粉末消火器

その他感知手段

５．火災影響を受ける安全上重要な設備

６．火災区域(区画)に隣接する火災区域(区画)と火災伝播経路

隣接火災区画への火災伝播経路の詳細は、別紙参照

７．火災区域(区画)にある火災源機器数

機器数
2
0
有
－
－

火災感知の手段 主要な消火設備
煙感知器
熱感知器

火災区域(区画)特性表

CX410は、ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋内の火災区画である。
本区画の火災源は、電動機およびケーブルトレイである。したがって、本区画の想定火災として
は、排風機の電動機絶縁物火災またはケーブルトレイ火災により、多重化された安全上重要な施
設A/B系の排風機が火災影響を受け、安全機能が喪失するおそれがあるため、本区画内の火災
影響評価を実施する。
万一火災が発生した場合は、粉末消火器または屋内消火栓にて消火する。

発熱量(kJ) 火災荷重（kJ/m
2
）

115,686,190 462,745

屋内消火栓

-

その他

第1排風機A
第1排風機B

火災源
電動機(3.7kW超)
電気盤(440V以上)

ケーブルトレイ（ケーブル）
油脂類・有機溶媒等

機器名称[機器番号 若しくは 系統]
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別紙

隣接する火災区画と火災伝播経路 (※　有：伝播する　　無：伝播しない)

隣接する
火災区画

火災伝播
経路有無

等価時間
(h)

耐火時間
(h)

火災伝播の
可能性　※

備考

CX306 無 1.0 3.0 無
CX309 無 0.5 3.0 無
CX401 無 1.0 3.0 無
CX403 無 0.5 3.0 無
CX404 無 0.5 3.0 無
CX405 無 0.5 3.0 無
CX411 無 0.5 3.0 無
AX417 無 0.5 3.0 無
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火災防護に係る等価時間算出プロセスについて 

 

1.概要 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る審

査基準」(以下「火災防護審査基準」という。)」では，再処理

施設が火災によりその安全機能が損なわれないよう，必要な火

災防護対策を要求しており，「原子力発電所の内部火災影響評

価ガイド」(以下「内部火災影響評価ガイド」という。)では，

これらの要求に基づく火災防護対策により，再処理施設内で火

災が発生しても，再処理施設の安重機能を有する機器等の安全

機能が火災の影響を受けないことを確認する。本資料では，再

処理施設に対して「内部火災影響評価ガイド」を参照して内部

火災影響評価を行う際のインプット情報となる等価時間の算

出プロセスについて，その概要をまとめたものである。 

 

2．要求事項 

内部火災影響評価は，「火災防護審査基準」の「2.3 火災の

影響軽減 2.3.2」に基づき実施することが要求されている。 

  

2.3.2 原子炉施設のいかなる火災によっても，安全保護系及び

原子炉停止系の作動が要求される場合には，火災による

影響を考慮しても，多重化されたそれぞれの系統が同時

に機能を失うことなく，原子炉を高温停止及び低温停止

できる設計であること。 

また，原子炉の高温停止及び低温停止が達成できること
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を，火災影響評価により確認すること。 

(火災影響評価の具体的手法は「原子力発電所の内部火災

影響評価ガイド」による。) 

(参考) 

「高温停止及び低温停止できる」とは，想定される火災の原

子炉への影響を考慮して，高温停止状態及び低温停止状態の達

成，維持に必要な系統及び機器がその機能を果たすことができ

ることをいう。 

 

内部火災影響評価ガイドでは，「火災影響評価は，『火災区域

/火災区画の設定』，『情報及びデータの収集，整理』，『スクリ

ーニング』，『火災伝播評価』というステップで実施する」とい

うことが示されている。 

等価時間は，「情報及びデータの収集・整理」において設定

した火災区画の耐火壁の耐火能力を，当該火災区画内の可燃性

物質の量と火災区画の面積に基づき，火災の継続時間を示す指

標に相当する。 

 

3.  等価時間の算出 

等価時間の算出は以下の手順で行う。 

 (1)  火災区域(区画)内の可燃物の選定 

火災区域（区画）内の可燃性物質として考慮するものは，

以下のものとする。 

 

a.  火災区域（区画）内に定常的に存在する可燃性物質のう
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ち機器類に属するもの 

・潤滑油，グリース 

・電気盤，制御盤 

・ケーブル（電線管内のケーブルは除く） 

・蓄電池 

・その他 

b. 火災区域（区画）内に定常的に存在する可燃性物質のう

ち上記以外のもの 

・一時集積所の可燃性物質（不燃性物質のみ除く） 

・管理区域用服 

・物品保管庫に保管されるもの 

・重大事故等対処設備(可搬型含む) 

c. 再処理施設内で取り扱われる化学薬品 

・n-ドデカン 

・TBP 

・重油 

・引火性，可燃性気体（水素，プロパンガス等） 

d．可燃性物質量調査対象について 

可燃性物質量調査対象は，上記 a～c の可燃性物質を対象

とする。 

ただし，以下の可燃性物質は除外する。 

(a)表示板，パッキン，塗装及び計器内の可燃性物質，工

具箱，機器付の付属品，フラッシュライト，ホーンブ

ロワ，ITV カメラ，電話機，照明，非常灯等は発火の

可能性が極めて低いこと，可燃性物質量としては少量
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であり，油等を加えた総発熱量に対して，影響が小さ

いことから除外する。 

(b)電線管内のケーブルは，酸素の供給が不十分で継続的

な燃焼とならないので除外する。 

(c)仮置資材については一時的な持ち込みであること，持

込み可燃物管理にて管理すべきものであることから除

外とする。 

また，長期設置資機材(機器等の補充用の潤滑油等は除

く)については，足場材や治工具等の鋼材が主であるこ

とから，a)と同様な理由から除外する。 

 

 (2) 火災区域(区画)内の可燃性物質調査 

火災区域(区画)の可燃物量調査については，図面等の設

計図書による図書調査，ウォークダウンによる現場調査を

基本とする。 

なお，火災区域(区画)の面積については，設計図書から

抽出した。 

 

 (3) 可燃性物質の単位発熱量 

可 燃 性 物 質 の 単 位 発 熱 量 に つ い て は ， NFPA Fire 

Protection Handbook 及び内部火災影響評価ガイドを原則

として使用する。 

火災影響評価に用いる火災区画の総発熱量の算出に際し

ては，ケーブルトレイ上に最大占積率のケーブルが積載さ

れていると仮定すると共に，盤類の発熱量の計上にあたっ
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ては分電盤等の小規模な盤についても保守的に計上してい

ることから，その他の小さい可燃性物質(掲示物等)があっ

た場合においても上記に包絡される。 

 

(4) 等価時間の算出 

等価時間の算出については，内部火災影響評価ガイドに

記載のとおり，火災区域(区画)に存在する可燃性物質の火

災荷重（単位面積当りの発熱量）と燃焼率（単位時間単位

面積当たりの発熱量）から，火災区域（区画）の等価時間

（潜在的火災継続時間）を下式により算出する。 

等価時間(h)＝火災荷重／燃焼率 

＝発熱量／火災区画の面積／燃焼率 

ここで， 

火災荷重＝発熱量／火災区画の面積 

燃焼率 ：単位時間単位面積当たりの発熱量（908,095kJ/m2/h）

発熱量 ：火災区画内の総発熱量（kJ）  

＝可燃性物質の量×熱含有量 

可燃性物質の量：火災区画内の各種可燃性物質の量(m3 又は kg)

火災区画の面積：火災区画の床面積（m2）  

燃焼率としては NFPA(National Fire Protection Association)ハンドブ

ックの Fire Protection Handbook Section/Chapter 18,“ Confinement of 

Fire in Buildings Association)”の標準火災曲線のうち最も厳しい燃焼

クラスである CLASS E の値である 908,095kJ/m 2/hr を用いる。  

 

4.今後の対応 
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補 2－7－添 5－6 

火災荷重・等価時間の管理については，等価時間の算出手順

を含めた内部火災影響評価の手順及び実施頻度については，火

災防護計画で定める。 

また，改造工事等の設備更新を行う場合は，設備管理の中で

可燃物量の増減の確認，既存の内部火災影響評価結果に影響を

与えないことを確認すること火災防護計画に定める。 
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補足説明資料２－７（５条）

添付資料６ 
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(1
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

C
X
1
0
1

地
下
2
階
第
1
廊
下

－
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

B
－

－
－

－

C
X
1
0
2

廃
液
処
理
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

D
X
1
0
3

洗
浄
廃
液
受
槽
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
0
4

建
屋
廃
液
移
送
ポ
ン
プ
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
1
0
5

北
第
1
階
段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
0
7

排
気
モ
ニ
タ
機
器
室

－
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

D
X
1
0
8

凝
縮
廃
液
貯
槽
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
0
9

建
屋
廃
液
貯
槽
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
0

排
風
機
第
1
室

○
○

○
－

－
有

建
屋
排
風
機
A

建
屋
排
風
機
B

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
・
セ
ル
排
風
機
A
　
※

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
・
セ
ル
排
風
機
B
　
※

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
・
セ
ル
排
風
機
C
　
※

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備

は
、
A
、
B
、
C
、
D
に
対
し
、
影

響
な
し
。

C
X
1
1
1

北
第
1
エ
レ
ベ
ー
タ

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
1
1
2

凝
縮
廃
液
受
槽
A
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
3

建
屋
廃
液
サ
ン
プ
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
4

北
第
2
階
段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
1
1
5

凝
縮
廃
液
受
槽
B
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
6

機
器
調
整
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
7

分
析
デ
ー
タ
管
理
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
1
8

分
析
機
器
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
1
1
9

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
第
1
室

○
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
A
に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
1
2
0

南
第
1
エ
レ
ベ
ー
タ

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
2
1

粉
砕
第
1
室

－
－

○
－

－
有

粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
A
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
A

粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
A
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
B

リ
ワ
ー
ク
粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
A
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
A

リ
ワ
ー
ク
粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
A
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
1
2
2

粉
砕
第
2
室

－
－

○
－

－
有

粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
B
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
A

粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
B
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
B

リ
ワ
ー
ク
粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
B
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
A

リ
ワ
ー
ク
粉
砕
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
B
部
保
管
容
器
充
て
ん
定
位
置
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
1
2
3

南
第
2
ダ
ク
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
1
2
4

南
第
1
階
段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
2
5

粉
末
充
て
ん
第
1
室

－
－

○
－

－
有

粉
末
充
て
ん
第
1
秤
量
器
重
量
A

粉
末
充
て
ん
第
2
秤
量
器
重
量
B

混
合
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
部
粉
末
缶
充
て
ん
定
位
置
A

混
合
粉
末
充
て
ん
ノ
ズ
ル
部
粉
末
缶
充
て
ん
定
位
置
B

粉
末
充
て
ん
第
1
秤
量
器
計
器
箱
A

粉
末
充
て
ん
第
2
秤
量
器
計
器
箱
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
1
2
6

現
場
制
御
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
1
2
7

粉
末
充
て
ん
第
2
室

－
－

○
－

○
有

－
－

－
－

－
－

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(2
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

A
X
1
2
8

空
調
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
機
械
第
1
室

○
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ

A
－

－
－

－

A
X
1
2
9

空
調
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
機
械
第
2
室

○
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ

B
－

－
－

－

C
X
1
3
1

台
車
移
動
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
1
3
2

塔
槽
類
廃
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
室

－
－

－
－

－
無

第
2
排
風
機
A
　
※

第
2
排
風
機
B
　
※

第
2
排
風
機
C
　
※

A
/
B

○
〇

－
最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

C
X
1
3
3

現
場
制
御
室
前
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
1
3
4

よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
3
5

北
第
1
階
段
室
地
下
2
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
1
3
6

北
第
2
階
段
室
地
下
2
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
1
3
8

第
1
前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
1
3
9

南
第
1
階
段
室
地
下
2
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
0
1

地
下
1
階
第
1
廊
下

－
○

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
B
に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
2
0
2

第
1
セ
ル
前
室

－
－

－
－

－
無

漏
え
い
液
移
送
ポ
ン
プ
A

漏
え
い
液
移
送
ポ
ン
プ
B

A
/
B

○
－

－
－

A
X
2
0
4

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
第
2
室

○
－

○
－

－
有

還
元
ガ
ス
受
槽
水
素
濃
度
A

還
元
ガ
ス
受
槽
水
素
濃
度
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、

C
、
D
に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
2
0
5

北
第
3
階
段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
0
6

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
受
入
室
前
室

－
○

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

D
X
2
0
7

一
時
貯
槽
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
2
0
8

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
2
0
9

第
2
予
備
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
2
1
0

非
常
用
A
計
装
電
源
室

－
○

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

1
0
5
V
非
常
用
計
測
交
流
主
分
電
盤
A

1
0
5
V
非
常
用
計
測
交
流
電
源
盤
A

1
1
0
V
非
常
用
充
電
器
盤
A

1
1
0
V
非
常
用
予
備
充
電
器
盤
E

1
1
0
V
非
常
用
直
流
主
分
電
盤
A

1
0
5
V
非
常
用
無
停
電
交
流
主
分
電
盤
A

1
0
5
V
非
常
用
無
停
電
電
源
装
置
A

電
磁
接
触
器
盤

電
磁
接
触
器
盤

A
－

－
－

－

C
X
2
1
1

硝
酸
ウ
ラ
ニ
ル
貯
槽
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
2
1
2

混
合
槽
A
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

D
X
2
1
3

混
合
槽
B
セ
ル

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
1
4

第
2
セ
ル
前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
1
5

地
下
1
階
東
西
第
1
廊
下

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
2
1
6

非
常
用
A
蓄
電
池
室

－
－

○
－

○
有

1
1
0
V
第
2
非
常
用
蓄
電
池
A

A
－

－
－

－

A
X
2
1
7

非
常
用
B
蓄
電
池
室

－
－

－
－

○
有

1
1
0
V
第
2
非
常
用
蓄
電
池
B

B
－

－
－

－

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(3
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

C
X
2
1
8

焙
焼
還
元
第
1
室

－
－

○
－

－
有

還
元
炉
A
入
口
温
度
A

還
元
炉
A
入
口
温
度
B

還
元
炉
A
中
央
温
度
A

還
元
炉
A
中
央
温
度
B

還
元
炉
A
出
口
温
度
A

還
元
炉
A
出
口
温
度
B

還
元
ガ
ス
し
ゃ
断
弁

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
2
1
9

焙
焼
還
元
第
2
室

－
－

○
－

－
有

焙
焼
炉
A
入
口
温
度
A

焙
焼
炉
A
入
口
温
度
B

焙
焼
炉
A
中
央
温
度
A

焙
焼
炉
A
中
央
温
度
B

焙
焼
炉
A
出
口
温
度
A

焙
焼
炉
A
出
口
温
度
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
2
2
0

焙
焼
還
元
第
3
室

－
－

○
－

－
有

還
元
炉
B
入
口
温
度
A

還
元
炉
B
入
口
温
度
B

還
元
炉
B
中
央
温
度
A

還
元
炉
B
中
央
温
度
B

還
元
炉
B
出
口
温
度
A

還
元
炉
B
出
口
温
度
B

還
元
ガ
ス
し
ゃ
断
弁

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
2
2
1

焙
焼
還
元
第
4
室

－
－

○
－

－
有

焙
焼
炉
B
入
口
温
度
A

焙
焼
炉
B
入
口
温
度
B

焙
焼
炉
B
中
央
温
度
A

焙
焼
炉
B
中
央
温
度
B

焙
焼
炉
B
出
口
温
度
A

焙
焼
炉
B
出
口
温
度
B

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
2
2
2

非
常
用
B
計
装
電
源
室

－
○

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ

1
0
5
V
非
常
用
計
測
交
流
主
分
電
盤
B

1
0
5
V
非
常
用
計
測
交
流
電
源
盤
B

1
1
0
V
非
常
用
充
電
器
盤
B

1
1
0
V
非
常
用
直
流
主
分
電
盤
B

1
0
5
V
非
常
用
無
停
電
交
流
主
分
電
盤
B

1
0
5
V
非
常
用
無
停
電
電
源
装
置
B

電
磁
接
触
器
盤

電
磁
接
触
器
盤

B
－

－
－

－

C
X
2
2
3

焙
焼
還
元
第
5
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
2
2
4

焙
焼
還
元
第
6
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
2
2
5

南
第
3
ダ
ク
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
2
6

混
合
設
備
第
1
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
2
2
7

混
合
設
備
第
2
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
2
2
8

常
用
計
装
電
源
室

－
○

○
－

○
有

－
－

－
－

－
－

A
X
2
2
9

常
用
電
気
品
室

－
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(4
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

C
X
2
3
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
－
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
建
屋
間
連
絡
通
路

－
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
C
に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
2
3
1

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
受
入
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
3
2

北
第
1
階
段
室
地
下
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
3
3

北
第
2
階
段
室
地
下
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
2
3
4

空
調
機
械
室

－
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

B
－

－
－

－

A
X
2
3
5

第
2
前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
2
3
6

南
第
1
階
段
室
地
下
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
2
3
7

圧
縮
空
気
設
備
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
2
3
8

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
第
3
室

○
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

B
－

－
－

－

C
X
3
0
1

地
上
1
階
第
1
廊
下

－
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
C
に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
3
0
2

分
析
移
送
設
備
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
3
0
3

プ
ロ
セ
ス
冷
水
設
備
室

○
－

－
－

－
有

冷
水
移
送
ポ
ン
プ
A
　
※

冷
水
移
送
ポ
ン
プ
B
　
※

冷
水
移
送
ポ
ン
プ
C
　
※

冷
水
移
送
ポ
ン
プ
D
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
A
に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
3
0
5

搬
出
入
第
1
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
3
0
6

液
移
送
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
3
0
7

非
常
用
A
電
気
品
室

－
○

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

非
常
用
電
気
設
備
リ
レ
ー
盤
A
　
※

6
.9
kV

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
A
　
※

4
6
0
V
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
A
1
　
※

4
6
0
V
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
A
2
　
※

4
6
0
V
非
常
用
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
A
　
※

A
－

－
－

－

A
X
3
0
8

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
第
4
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
e

C
X
3
0
9

脱
硝
室

○
－

－
－

－
有

脱
硝
装
置
A
脱
硝
物
温
度
B

粉
体
移
送
機
A
秤
量
器
重
量
B

脱
硝
装
置
A
内
部
照
度
A

粉
体
移
送
機
A
空
気
輸
送
検
知
A

脱
硝
装
置
B
脱
硝
物
温
度
B

粉
体
移
送
機
B
秤
量
器
重
量
B

脱
硝
装
置
B
内
部
照
度
A

粉
体
移
送
機
B
空
気
輸
送
検
知
A

脱
硝
工
程
A
/
B
　
現
場
制
御
盤
1

脱
硝
工
程
A
/
B
　
現
場
制
御
盤
3

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
D

に
対
し
、
影
響
な
し
。

A
X
3
1
0

非
常
用
B
電
気
品
室

－
○

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

非
常
用
電
気
設
備
リ
レ
ー
盤
B
　
※

6
.9
kV

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
B
　
※

4
6
0
V
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
B
1
　
※

4
6
0
V
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
B
2
　
※

4
6
0
V
非
常
用
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
B
　
※

B
－

－
－

－

C
X
3
1
1

脱
硝
現
場
盤
室

－
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(5
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

C
X
3
1
2

臨
界
警
報
装
置
現
場
盤
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
3
1
3

粉
末
移
送
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
3
1
4

南
第
4
ダ
ク
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
3
1
6

搬
出
入
第
2
室

○
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
3
1
7

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
3
1
8

第
1
倉
庫

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
3
1
9

北
第
1
階
段
室
地
上
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
3
2
0

北
第
2
階
段
室
地
上
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
3
2
1

第
3
前
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
3
2
2

南
第
1
階
段
室
地
上
1
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
3
2
3

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
排
気
フ
ィ
ル
タ
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
4
0
1

地
上
2
階
第
1
廊
下

－
－

○
－

－
有

安
重
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
　
※

B
－

－
－

－

C
X
4
0
3

身
体
除
染
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
0
4

放
射
能
測
定
機
器
室

－
－

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
4
0
5

真
空
ポ
ン
プ
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
0
6

試
薬
調
整
設
備
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

B
X
4
0
7

北
第
4
階
段
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
0
8

ハ
ッ
チ
第
1
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

B
X
4
0
9

ハ
ッ
チ
第
2
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

C
X
4
1
0

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
室

○
－

○
－

－
有

第
1
排
風
機
A
　
※

第
1
排
風
機
B
　
※

A
/
B

○
〇

〇

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

そ
の
他
の
火
災
影
響
評
価
対
象

設
備
は
、
A
に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
4
1
1

計
装
ラ
ッ
ク
室

－
－

○
－

－
有

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
槽
A
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

混
合
槽
A
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
槽
B
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

混
合
槽
B
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
廃
ガ
ス
凝
縮
器
入
口
圧
力
A

混
合
廃
ガ
ス
凝
縮
器
入
口
圧
力
B

一
時
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

一
時
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

溶
液
系
安
全
系
A
計
装
ラ
ッ
ク

溶
液
系
安
全
系
B
計
装
ラ
ッ
ク

A
/
B

○
－

〇
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
、
C

に
対
し
、
影
響
な
し
。

C
X
4
1
2

検
査
機
器
第
1
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

B
X
4
1
3

固
体
廃
棄
物
一
時
保
管
室

－
－

－
－

○
有

－
－

－
－

－
－

B
X
4
1
4

検
査
機
器
第
2
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
1
5

第
2
倉
庫

－
－

○
－

○
有

－
－

－
－

－
－

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(6
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

A
X
4
1
7

送
風
機
室

○
○

○
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
4
1
8

排
風
機
第
2
室

○
－

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

B
X
4
1
9

地
上
2
階
第
2
廊
下

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
2
1

北
第
1
エ
レ
ベ
ー
タ
機
械
室

○
○

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
2

南
第
1
エ
レ
ベ
ー
タ
機
械
室

○
○

－
－

－
有

－
－

－
－

－
－

最
重
要
設
備
の
系
統
分
離
状
況

は
、
別
紙
1
参
照
。

A
X
4
1
6

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
槽
A
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

混
合
槽
A
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
槽
B
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

混
合
槽
B
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

混
合
廃
ガ
ス
凝
縮
器
入
口
圧
力
A

混
合
廃
ガ
ス
凝
縮
器
入
口
圧
力
B

一
時
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
A

一
時
貯
槽
セ
ル
漏
え
い
液
受
皿
液
位
B

脱
硝
装
置
A
脱
硝
物
温
度
B

粉
体
移
送
機
A
秤
量
器
重
量
B

脱
硝
装
置
A
内
部
照
度
A

脱
硝
装
置
B
脱
硝
物
温
度
B

粉
体
移
送
機
B
秤
量
器
重
量
B

脱
硝
装
置
B
内
部
照
度
A

焙
焼
炉
A
入
口
温
度
A

焙
焼
炉
A
入
口
温
度
B

焙
焼
炉
A
中
央
温
度
A

焙
焼
炉
A
中
央
温
度
B

焙
焼
炉
A
出
口
温
度
A

焙
焼
炉
A
出
口
温
度
B

焙
焼
炉
B
中
央
温
度
A

焙
焼
炉
B
中
央
温
度
B

焙
焼
炉
B
出
口
温
度
A

焙
焼
炉
B
出
口
温
度
B

焙
焼
炉
B
入
口
温
度
A

焙
焼
炉
B
入
口
温
度
B

還
元
炉
A
入
口
温
度
A

還
元
炉
A
入
口
温
度
B

還
元
炉
A
中
央
温
度
A

還
元
炉
A
中
央
温
度
B

還
元
炉
A
出
口
温
度
A

還
元
炉
A
出
口
温
度
B

還
元
炉
B
入
口
温
度
A

還
元
炉
B
入
口
温
度
B

還
元
炉
B
中
央
温
度
A

還
元
炉
B
中
央
温
度
B

還
元
炉
B
出
口
温
度
A

還
元
炉
B
出
口
温
度
B

還
元
ガ
ス
受
槽
水
素
濃
度
A

還
元
ガ
ス
受
槽
水
素
濃
度
B

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
安
全
系
A
制
御
盤
　
※

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
安
全
系
B
制
御
盤
　
※

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
制
御
盤
A

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
制
御
盤
B

建
屋
換
気
設
備
安
全
系
A
制
御
盤
　
※

建
屋
換
気
設
備
安
全
系
B
制
御
盤
　
※

○
A
/
B

無
－

－
－

－
－

制
御
盤
室

－
〇

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

当
該

火
災

区
域

（
区

画
）
の
火
災
影
響
評
価
結
果
(7
/
7
)

A
：
油
(漏

え
い
油
・
有
機
溶
媒
）
火
災

B
：
電
気
盤
火
災

C
：
ケ
ー
ブ
ル
火
災

D
：
電
動
機
絶
縁
物
火
災

E
：
仮
置
可
燃
物
火
災

番
号

名
称

電
動
機

電
気
盤

ケ
ー
ブ
ル

油
類

そ
の
他

系
統
分
離

要
：
〇
、
否
：
－

F
D
T
S

評
価
結
果

結
果

火
災
を
想
定
す
る
区
域
(区

画
)

火
災
源
の
有
無

火
災
の

可
能
性

区
域
(区

画
)内

の
火
災
影
響
評
価
対
象
設
備

系
統

同
時
喪
失

有
：
○

無
：
－

評
価
結
果

A
X
4
2
3

管
理
区
域
給
気
ユ
ニ
ッ
ト
室
前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
4

南
第
5
ダ
ク
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
2
5

北
第
2
階
段
室
地
上
2
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
6

南
第
1
階
段
室
地
上
2
階
附
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
7

非
管
理
区
域
給
気
ユ
ニ
ッ
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
8

非
管
理
区
域
給
気
ユ
ニ
ッ
ト
室
前
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

A
X
4
2
9

管
理
区
域
給
気
ユ
ニ
ッ
ト
室

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

C
X
4
3
0

ウ
ラ
ン
脱
硝
建
屋
－
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
間
連
絡
通
路

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

B
X
4
3
1

精
製
建
屋
－
ウ
ラ
ン
脱
硝
建
屋
，
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
間
連
絡
通
路

－
－

－
－

－
無

－
－

－
－

－
－

注
：
火
災
影
響
評
価
対
象
機
器
の
※
は
最
重
要
設
備
を
示
す
。

　
　
最
重
要
設
備
の
詳
細
評
価
は
，
別
紙
1
に
示
す
。
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令和  2  年  4  月13  日 R2 

補足説明資料２－７（５条）

添付資料６ 

別紙１ 
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別紙 1 

補 2－7－添 6－別 1－1 

火災区域(区画)内の系統分離対策の確認について

（ウラン･プルトニウム混合脱硝建屋）

1．火災区域(区画)内における影響軽減対策

火災区域(区画)内に対する火災影響評価（全機能の喪失）を

実施した結果，当該火災区域(区画)の火災による全機能喪失を

想定すると，再処理施設の安全上重要な施設のうち，最重要設

備の安全機能が確保できないおそれがある。 

よって，火災により最重要設備の安全機能に影響がある火災

区域(区画)内に対して，両系統の機器等を系統分離するなどの

火災防護対策を実施することにより，最重要設備の安全機能が

少なくとも一つ確保されることを確認する。評価結果を第１表

に示す。 
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注
1
：
最
重
要
設
備
の
安
全
機
能
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
確
保
さ
れ
る
場
合
は
，
「
○
」
と
す
る
。
 

補 2－7－添 6－別 1－2 

第
１

表
火

災
区

域
(
区

画
)
内

の
系

統
分

離
対

策
の

確
認

(
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
)
 

火
災

を
想

定
す

る
火

災

区
域

(
区

画
)
 

防
護

対
象

機
器

防
護

対
象

機
器

の

安
全

機
能

系
統

分
離

対
策

安
全

機
能

の
確

保
(
注

1
)
 

C
X
1
1
0
 

・
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・

セ
ル

排

風
機

A

・
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・

セ
ル

排

風
機

B

・
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・

セ
ル

排

風
機

C

・
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

・
セ

ル
等

の
放

射
性

物
質

の
閉

じ
込

め

機
能

・
機

能
確

保
の

た
め

の
支

援
機

能

機
器

及
び

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

に
水

平
距

離
6
m

以
上

の
離

隔
，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
又

は
片

系
の

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
に

1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，

火
災

感
知

器
，

自
動

消

火
設

備
の

設
置

に
よ

り
系

統
分

離
す

る
。

 

〇

A
X
1
1
9
 

・
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

・
機

能
確

保
の

た
め

の
支

援
機

能

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

に
水

平
距

離
6
m

以
上

の
離

隔
，

火
災

感
知

器
及

び
自

動
消

火
設

備
の

設
置

又
は

片
系

の
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

に
1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，
火

災
感

知
器

，
自

動
消

火
設

備
の

設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

。
 

〇

C
X
1
3
2
 

・
第

2
排

風
機

A

・
第

2
排

風
機

B

・
第

2
排

風
機

C

・
オ

フ
ガ

ス
処

理
系

統
の

放
射

性
物

質

の
閉

じ
込

め
機

能

機
器

間
に

1
時

間
の

耐
火

隔

壁
，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

。
 

〇
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注
1
：
最
重
要
設
備
の
安
全
機
能
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
確
保
さ
れ
る
場
合
は
，
「
○
」
と
す
る
。
 

補 2－7－添 6－別 1－3 

火
災

を
想

定
す

る
火

災

区
域

(
区

画
)
 

防
護

対
象

機
器

防
護

対
象

機
器

の

安
全

機
能

系
統

分
離

対
策

安
全

機
能

の
確

保
(
注

1
)
 

C
X
2
0
1
 

・
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

・
機

能
確

保
の

た
め

の
支

援
機

能

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

に
水

平
距

離
6
m

以
上

の
離

隔
，

火
災

感
知

器
及

び
自

動
消

火
設

備
の

設
置

又
は

片
系

の
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

に
1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，
火

災
感

知
器

，
自

動
消

火
設

備
の

設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

。
 

〇

C
X
2
3
0
 

・
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B

・
機

能
確

保
の

た
め

の
支

援
機

能

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

に
水

平
距

離
6
m

以
上

の
離

隔
，

火
災

感
知

器
及

び
自

動
消

火
設

備
の

設
置

又
は

片
系

の
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

に
1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，
火

災
感

知
器

，
自

動
消

火
設

備
の

設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

〇
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 注
1
：
最
重
要
設
備
の
安
全
機
能
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
確
保
さ
れ
る
場
合
は
，
「
○
」
と
す
る
。
 

補 2－7－添 6－別 1－4 

火
災

を
想

定
す

る
火

災

区
域

(
区

画
)
 

防
護

対
象

機
器

 
防

護
対

象
機

器
の

 

安
全

機
能

 

系
統

分
離

対
策

 
安

全
機

能
 

の
確

保
(
注

1
)
 

C
X
3
0
1
 

・
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

A
/
B
 

・
機

能
確

保
の

た
め

の
支

援
機

能
 

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
間

に
水

平
距

離
6
m

以
上

の
離

隔
，

火
災

感
知

器
及

び
自

動
消

火
設

備
の

設
置

又
は

片
系

の
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

に
1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，
火

災
感

知
器

，
自

動
消

火
設

備
の

設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

 

〇
 

C
X
3
0
3
 

・
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

A
 

・
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

B
 

・
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

C
 

・
冷

水
移

送
ポ

ン
プ

D
 

・
崩

壊
熱

除
去

機
能

 

機
器

間
に

1
時

間
の

耐
火

隔

壁
，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

。
 

〇
 

C
X
4
1
0
 

・
第

1
排

風
機

A
 

・
第

1
排

風
機

B
 

・
オ

フ
ガ

ス
処

理
系

統
の

放
射

性
物

質

の
閉

じ
込

め
機

能
 

機
器

間
に

1
時

間
の

耐
火

隔

壁
，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
に

よ
り

系
統

分
離

す
る

。
 

〇
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注
1
：
最
重
要
設
備
の
安
全
機
能
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
確
保
さ
れ
る
場
合
は
，
「
○
」
と
す
る
。
 

補 2－7－添 6－別 1－5 

火
災

を
想

定
す

る
火

災

区
域

(
区

画
)
 

防
護

対
象

機
器

防
護

対
象

機
器

の

安
全

機
能

系
統

分
離

対
策

安
全

機
能

の
確

保
(
注

1
)
 

A
X
4
1
6
 

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合

脱
硝

設
備

安
全

系
A
制

御
盤

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合

脱
硝

設
備

安
全

系
B
制

御
盤

・
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

A
制

御

盤

・
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御

盤

・
機

能
確

保
の

た
め

の
制

御
及

び
支

援

機

各
制

御
盤

は
，
系

統
ご

と
に

分
離

さ
れ

配
置

し
て

い
る

。

制
御

盤
は

厚
さ

3
.
2
m
m
以

上

の
金

属
製

筐
体

と
し

，
当

該

火
災

区
域

内
に

火
災

感
知

器
，
自

動
消

火
設

備
の

設
置

に
よ

り
系

統
分

離
す

る
。

〇
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補 2－7－添 7－1 

再処理施設における隣接火災区域への

火災伝播評価結果について

1.概要

全ての火災区域について，隣接火災区域への火災影響の有無

を確認するため火災伝播評価を実施した。 

2.前提条件

火災伝播評価においては，当該火災区域（区画）と隣接火災

区域（区画）への火災伝播の有無（等価時間と耐火時間の関係）

を評価する。

3.評価

全ての火災区域を対象に隣接する火災区域を抽出し，火災伝

播評価手順の概要フローに従い，隣接区域への開口部の有無を

確認するとともに，等価火災時間と耐火壁の耐火能力を比較す

ることにより，火災伝播評価を実施した。 

評価結果を次頁以降に示す。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

C
B

-
C

X
1
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
T

0
1
E

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
4

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

C
X

1
3
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
4

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
3
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

C
X

1
0
1

地
下

2
階

第
1
廊

下
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

D
X

1
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
4

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

B
X

4
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
3

洗
浄

廃
液

受
槽

室
無

－
－

C
X

1
0
2

廃
液

処
理

室
有

－
－

C
X

1
0
5

北
第

1
階

段
室

無
－

－

C
X

1
0
4

建
屋

廃
液

移
送

ポ
ン

プ
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
5

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

T
Y

1
0
E

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

/
B

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

A
X

2
1
6

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

－

A
X

2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
2
1

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
8

凝
縮

廃
液

貯
槽

セ
ル

無
－

－

C
X

1
0
7

排
気

モ
ニ

タ
機

器
室

有
－

－

C
X

1
1
0

排
風

機
第

1
室

有

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

C
X

1
0
9

建
屋

廃
液

貯
槽

室
無

－
－

C
X

1
1
1

北
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
有

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
2

凝
縮

廃
液

受
槽

A
セ

ル
無

－
－

C
X

1
1
4

北
第

2
階

段
室

無
－

－

C
X

1
1
3

建
屋

廃
液

サ
ン

プ
室

有
－

－

C
X

1
1
6

機
器

調
整

室
無

－
－

D
X

1
1
5

凝
縮

廃
液

受
槽

B
セ

ル
無

－
－

C
X

1
1
7

分
析

デ
ー

タ
管

理
室

無
－

 －

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(5
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

1
1
5

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

T
Y

1
0
E

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

/
B

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

1
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

A
X

1
2
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
B

－
－

－
－

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

1
3
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
1
8

分
析

機
器

室
有

－
－

A
X

1
1
9

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

1
室

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(6
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
2

有
無

－
－

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
6

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
0

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(7
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

A
X

1
3
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
2

粉
砕

第
2
室

有

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

C
X

1
2
1

粉
砕

第
1
室

有

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

A
X

1
2
3

南
第

2
ダ

ク
ト
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(8
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

A
X

1
3
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
B

-
C

X
1
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

南
第

1
階

段
室

無
－

－

C
X

1
2
6

現
場

制
御

室
有

－
－

C
X

1
2
5

粉
末

充
て

ん
第

1
室

有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(9
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

有
有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

○
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
B

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

A
X

2
2
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
B

-
C

X
1
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

有
有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

○
－

－
－

C
X

1
2
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
8

空
調

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
機

械
第

1
室

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
A

C
X

1
2
7

粉
末

充
て

ん
第

2
室

有
－

－

C
X

1
3
1

台
車

移
動

室
有

－
－

A
X

1
2
9

空
調

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
機

械
第

2
室

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
0
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
3
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
3
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

有
有

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

○
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
3
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

1
3
3

現
場

制
御

室
前

室
有

－
－

C
X

1
3
2

塔
槽

類
廃

ガ
ス

フ
ィ

ル
タ

室
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

C
X

1
3
4

よ
う

素
フ

ィ
ル

タ
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
1
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

1
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
3
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

1
3
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
5

北
第

1
階

段
室

地
下

2
階

附
室

無
－

－

－
－

A
X

1
3
8

第
1
前

室
無

－
－

C
X

1
3
6

北
第

2
階

段
室

地
下

2
階

附
室

無
－

－

A
X

1
3
9

南
第

1
階

段
室

地
下

2
階

附
室

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
2
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

T
Y

8
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

C
X

2
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
6

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

－
A

X
2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

地
下

1
階

第
1
廊

下
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
3
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

A
X

2
1
6

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

－

A
X

2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

地
下

1
階

第
1
廊

下

A
X

2
0
4

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

2
室

有
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
A

/
B

C
X

2
0
2

第
1
セ

ル
前

室
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

A
X

2
0
5

北
第

3
階

段
室

無
－

－

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
4
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

D
X

2
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

D
X

2
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

D
X

2
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
6

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

受
入

室
前

室
有

－
－

D
X

2
0
8

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

無
－

－

D
X

2
0
7

一
時

貯
槽

セ
ル

無
－

－

D
X

2
0
9

第
2
予

備
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
5
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
1
6

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

－

A
X

2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

－
－

－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

非
常

用
A

計
装

電
源

室
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A

D
X

2
1
2

混
合

槽
A

セ
ル

無
－

－

C
X

2
1
1

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

貯
槽

室
無

－
－

D
X

2
1
3

混
合

槽
B

セ
ル

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
6
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

D
X

2
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
6

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
4

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

A
X

2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

C
X

2
1
4

第
2
セ

ル
前

室
無

－
－

A
X

2
1
6

非
常

用
A

蓄
電

池
室

有
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A

C
X

2
1
5

地
下

1
階

東
西

第
1
廊

下
無

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
7
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

A
X

2
1
6

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
A

A
－

－
－

－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

焙
焼

還
元

第
1
室

有

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

A
X

2
1
7

非
常

用
B

蓄
電

池
室

有
1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
8
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
9

焙
焼

還
元

第
2
室

有

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(1
9
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
0

焙
焼

還
元

第
3
室

有

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

C
X

2
2
1

焙
焼

還
元

第
4
室

有

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
0
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
3
2

無
無

第
2
排

風
機

A
　

※
第

2
排

風
機

B
　

※
第

2
排

風
機

C
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

1
3
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

A
X

2
1
7

無
無

1
1
0
V

第
2
非

常
用

蓄
電

池
B

B
－

－
－

－

A
X

2
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

－
－

－

A
X

3
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
1

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
A

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

A
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
2

非
常

用
B

計
装

電
源

室
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B

C
X

2
2
3

焙
焼

還
元

第
5
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
1
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
2
2

無
無

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
粉

砕
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
B

部
保

管
容

器
充

て
ん

定
位

置
B

リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

A
リ
ワ

ー
ク

粉
砕

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

B
部

保
管

容
器

充
て

ん
定

位
置

B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
3

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
4

焙
焼

還
元

第
6
室

有
－

－

C
X

2
2
6

混
合

設
備

第
1
室

有
－

－

A
X

2
2
5

南
第

3
ダ

ク
ト
室

無
－

－

C
X

2
2
7

混
合

設
備

第
2
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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火
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影
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結
果
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4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
2
9

無
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
B

－
－

－
－

A
X

2
2
9

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

1
2
5

無
無

粉
末

充
て

ん
第

1
秤

量
器

重
量

A
粉

末
充

て
ん

第
2
秤

量
器

重
量

B
混

合
粉

末
充

て
ん

ノ
ズ

ル
部

粉
末

缶
充

て
ん

定
位

置
A

混
合

粉
末

充
て

ん
ノ

ズ
ル

部
粉

末
缶

充
て

ん
定

位
置

B
粉

末
充

て
ん

第
1
秤

量
器

計
器

箱
A

粉
末

充
て

ん
第

2
秤

量
器

計
器

箱
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

1
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
7

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
8

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
3
8

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
B

-
C

X
1
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
B

-
C

X
3
0
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
B

－
－

－
－

C
B

-
C

X
4
7
5

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

/
B

－
－

－
－

C
X

1
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
T

0
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
6

有
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
8

常
用

計
装

電
源

室
有

－
－

C
X

2
3
0

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

－
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

酸
化

物
貯

蔵
建

屋
間

連
絡

通
路

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※
A

/
B

A
X

2
2
9

常
用

電
気

品
室

有
－

－

C
X

2
3
1

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

受
入

室
無

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す
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A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

D
X

2
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

有
有

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
4

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
5

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
2

北
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

無
－

－

C
X

2
3
4

空
調

機
械

室
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

C
X

2
3
3

北
第

2
階

段
室

地
下

1
階

附
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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有
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媒
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電

気
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火
災
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：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
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：
電

動
機

絶
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物
火

災
E
：
仮

置
可
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物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
3
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

A
X

2
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
3
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

A
X

2
3
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
0

無
無

建
屋

排
風

機
A

建
屋

排
風

機
B

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

・
セ

ル
排

風
機

A
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

B
　

※
グ

ロ
ー

ブ
ボ

ッ
ク

ス
・
セ

ル
排

風
機

C
　

※
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

南
第

1
階

段
室

地
下

1
階

附
室

無
－

－

A
X

2
3
5

第
2
前

室
無

－
－

A
X

2
3
7

圧
縮

空
気

設
備

室
有

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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結
果
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5
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4
9
)

A
：
油

(漏
え
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油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
1
9

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

1
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
8

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
A

－
－

－
－

A
X

1
2
9

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
B

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

A
X

2
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
8

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
9

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
6

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

3
室

有
安

重
ケ

ー
ブ

ル
ト
レ

イ
　

※
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
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ル
ト
ニ

ウ
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混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
6
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

3
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

C
X

3
1
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

○
〇

〇

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

そ
の

他
の

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

は
、

C
に

対
し

、
影

響
な

し
。

C
X

4
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

地
上

1
階

第
1
廊

下
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
7
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
0
2

無
無

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
A

漏
え

い
液

移
送

ポ
ン

プ
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

3
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
2

分
析

移
送

設
備

室
無

－
－

A
X

3
0
5

搬
出

入
第

1
室

無
－

－

C
X

3
0
3

プ
ロ

セ
ス

冷
水

設
備

室
有

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
8
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

D
X

2
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

D
X

2
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

4
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

4
1
1

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

液
移

送
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(2
9
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

－
－

－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

C
X

4
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
6

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

3
0
7

非
常

用
A

電
気

品
室

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
0
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

3
0
7

非
常

用
A

電
気

品
室

有
A

X
4
1
6

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

1
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

－
－

－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

－
－

－

A
X

3
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
7

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

－
A

X
3
0
8

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

4
室

有
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。

1425



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
1
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

B
X

4
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

－

A
X

4
1
7

有
無

－
－

－
－

－
－

有
－

A
X

4
1
6

無
無

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
A

X
3
0
8

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
第

4
室

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
2
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
3
4

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

A
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
A

1
1
0
V

非
常

用
予

備
充

電
器

盤
E

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
A

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

A
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

A
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
0

非
常

用
B

電
気

品
室

有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B

C
X

3
0
9

脱
硝

室
有

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
3
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
〇

－
A

X
3
1
0

非
常

用
B

電
気

品
室

有
A

X
4
1
6

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
4
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
1
9

無
無

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

○
－

〇
そ

の
他

の
火

災
影

響
評

価
対

象
設

備
は

、
B

に
対

し
、

影
響

な
し

。

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
1

無
無

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

○
－

〇
そ

の
他

の
火

災
影

響
評

価
対

象
設

備
は

、
C

に
対

し
、

影
響

な
し

。

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
3

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

無
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
1

脱
硝

現
場

盤
室

有
－

－

C
X

3
1
2

臨
界

警
報

装
置

現
場

盤
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
5
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

2
1
8

無
無

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

2
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
2
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
4

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
8

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

粉
末

移
送

室
有

－
－

A
X

3
1
6

搬
出

入
第

2
室

有
－

－

A
X

3
1
4

南
第

4
ダ

ク
ト
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
6
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

2
0
4

無
無

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

A
/
B

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

3
1
7

二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
室

無
－

－

A
X

4
1
6

無
無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
7
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

2
2
2

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
計

測
交

流
電

源
盤

B
1
1
0
V

非
常

用
充

電
器

盤
B

1
1
0
V

非
常

用
直

流
主

分
電

盤
B

1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

交
流

主
分

電
盤

B
1
0
5
V

非
常

用
無

停
電

電
源

装
置

B
電

磁
接

触
器

盤
電

磁
接

触
器

盤

B
－

－
－

－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

－
－

－

A
X

3
1
6

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
1

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
2

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

2
3
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

4
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
5

無
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

○
－

－
そ

の
他

の
火

災
影

響
評

価
対

象
設

備
は

、
C

に
対

し
、

影
響

な
し

。

A
X

3
1
4

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
2

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
有

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
3
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
6

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

第
1
倉

庫
有

－
－

C
X

3
2
0

北
第

2
階

段
室

地
上

1
階

附
室

無
－

－

C
X

3
1
9

北
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

無
－

－

A
X

3
2
2

南
第

1
階

段
室

地
上

1
階

附
室

無
－

－

A
X

3
2
1

第
3
前

室
有

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
8
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

2
2
0

無
無

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

し
ゃ

断
弁

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

○
〇

－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

そ
の

他
の

火
災

影
響

評
価

対
象

設
備

は
、

C
に

対
し

、
影

響
な

し
。

C
X

4
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
5

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

4
1
1

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

－
－

－
－

C
X

4
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
5

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
3
0

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

地
上

2
階

第
1
廊

下
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

C
X

3
2
3

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

排
気

フ
ィ

ル
タ

室
有

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(3
9
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

3
0
2

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

B
X

4
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
2

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
3

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
5

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

4
1
1

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
3

無
無

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
A

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
B

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
C

　
※

冷
水

移
送

ポ
ン

プ
D

　
※

A
/
B

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
1

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

放
射

能
測

定
機

器
室

有
－

－

C
X

4
0
3

身
体

除
染

室
無

－
－

C
X

4
0
6

試
薬

調
整

設
備

室
無

－
－

C
X

4
0
5

真
空

ポ
ン

プ
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
0
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
0
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
9

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

B
X

4
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

2
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
5

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
4

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

C
X

4
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
1

無
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

ハ
ッ

チ
第

1
室

有
－

－

B
X

4
0
7

北
第

4
階

段
室

無
－

－

C
X

4
1
0

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

室
有

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

B
X

4
0
9

ハ
ッ

チ
第

2
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
1
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

3
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
5

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

－
－

－

C
X

4
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
8

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
2

検
査

機
器

第
1
室

無
－

－

C
X

4
1
1

計
装

ラ
ッ

ク
室

有

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
溶

液
系

安
全

系
A

計
装

ラ
ッ

ク
溶

液
系

安
全

系
B

計
装

ラ
ッ

ク

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
2
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

－
－

－

A
X

3
0
8

無
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
4

有
有

－
－

－
－

－
－

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
－

B
X

4
1
3

固
体

廃
棄

物
一

時
保

管
室

有
－

－

A
X

4
1
6

無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
3
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
4

検
査

機
器

第
2
室

無
－

－

A
X

4
1
6

無
－

－
無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
4
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

3
0
7

無
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

－
－

－

C
X

4
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
1
2

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
5

第
2
倉

庫
有

－
－

－
A

X
4
1
6

有
有

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

○
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
5
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
0
7

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

A
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

A
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
A

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
A

　
※

A
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

A
X

3
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

〇
－

最
重

要
設

備
の

系
統

分
離

状
況

は
、

別
紙

1
参

照
。

A
X

3
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
1
5

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
6

制
御

盤
室

無

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
6
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

1
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

A
X

3
0
8

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
9

無
無

脱
硝

装
置

A
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

A
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
A

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

A
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
粉

体
移

送
機

B
空

気
輸

送
検

知
A

脱
硝

工
程

A
/
B

　
現

場
制

御
盤

1
脱

硝
工

程
A

/
B

　
現

場
制

御
盤

3

A
/
B

－
－

－
－

A
X

3
1
0

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
非

常
用

電
気

設
備

リ
レ

ー
盤

B
　

※
6
.9

kV
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

B
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

1
　

※
4
6
0
V

非
常

用
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
B

2
　

※
4
6
0
V

非
常

用
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
B

　
※

B
－

－
－

－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
8

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
有

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
1
0

無
無

第
1
排

風
機

A
　

※
第

1
排

風
機

B
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

4
1
5

無
無

－
－

－
－

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B

A
/
B

－
〇

－
最

重
要

設
備

の
系

統
分

離
状

況
は

、
別

紙
1
参

照
。

A
X

4
1
7

送
風

機
室

有
－

－

A
X

4
1
6

無
無

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
7
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

A
X

4
1
6

無
無

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

A
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
B

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
B

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

A
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

入
口

温
度

A
還

元
炉

A
入

口
温

度
B

還
元

炉
A

中
央

温
度

A
還

元
炉

A
中

央
温

度
B

還
元

炉
A

出
口

温
度

A
還

元
炉

A
出

口
温

度
B

還
元

炉
B

入
口

温
度

A
還

元
炉

B
入

口
温

度
B

還
元

炉
B

中
央

温
度

A
還

元
炉

B
中

央
温

度
B

還
元

炉
B

出
口

温
度

A
還

元
炉

B
出

口
温

度
B

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

A
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
B

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

4
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
3

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
7

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
8

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
6

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
0
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

有
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
0
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
4

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
5

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
6

有
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
7

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
8

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
0
9

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

送
風

機
室

有
－

－

B
X

4
1
9

地
上

2
階

第
2
廊

下
無

－
－

A
X

4
1
8

排
風

機
第

2
室

有
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
8
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

1
1
1

有
有

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
2
5

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
0

有
有

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
8

無
無

－
－

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
6

無
無

C
X

4
2
1

北
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
有

－
－

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

A
硝

酸
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

A
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
A

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
槽

B
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

混
合

槽
B

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
混

合
廃

ガ
ス

凝
縮

器
入

口
圧

力
A

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

入
口

圧
力

B
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
A

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

B
脱

硝
装

置
A

脱
硝

物
温

度
B

粉
体

移
送

機
A

秤
量

器
重

量
B

脱
硝

装
置

A
内

部
照

度
A

脱
硝

装
置

B
脱

硝
物

温
度

B
粉

体
移

送
機

B
秤

量
器

重
量

B
脱

硝
装

置
B

内
部

照
度

A
焙

焼
炉

A
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

入
口

温
度

B
焙

焼
炉

A
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
A

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

A
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
A

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
中

央
温

度
A

焙
焼

炉
B

中
央

温
度

B
焙

焼
炉

B
出

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

出
口

温
度

B
焙

焼
炉

B
入

口
温

度
A

焙
焼

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
入

口
温

度
A

還
元

炉
A

入
口

温
度

B
還

元
炉

A
中

央
温

度
A

還
元

炉
A

中
央

温
度

B
還

元
炉

A
出

口
温

度
A

還
元

炉
A

出
口

温
度

B
還

元
炉

B
入

口
温

度
A

還
元

炉
B

入
口

温
度

B
還

元
炉

B
中

央
温

度
A

還
元

炉
B

中
央

温
度

B
還

元
炉

B
出

口
温

度
A

還
元

炉
B

出
口

温
度

B
還

元
ガ

ス
受

槽
水

素
濃

度
A

還
元

ガ
ス

受
槽

水
素

濃
度

B
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

安
全

系
B

制
御

盤
　

※
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
A

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

設
備

制
御

盤
B

建
屋

換
気

設
備

安
全

系
A

制
御

盤
　

※
建

屋
換

気
設

備
安

全
系

B
制

御
盤

　
※

A
/
B

－
－

－
－

A
X

4
2
2

南
第

1
エ

レ
ベ

ー
タ

機
械

室
有

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

隣
接

火
災

区
域

（
区

画
）
の

火
災

影
響

評
価

結
果

(4
9
/
4
9
)

A
：
油

(漏
え

い
油

・
有

機
溶

媒
）
火

災
B

：
電

気
盤

火
災

C
：
ケ

ー
ブ

ル
火

災
D

：
電

動
機

絶
縁

物
火

災
E
：
仮

置
可

燃
物

火
災

番
号

名
称

火
災

源
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
系

統
系

統
分

離
要

：
〇

、
否

：
－

F
D

T
S

評
価

結
果

結
果

隣
接

区
域

(区
画

)
同

時
喪

失
*

有
：
○

無
：
－

評
価

結
果

火
災

を
想

定
す

る
区

域
(区

画
)

隣
接

区
域

(区
画

)

伝
播

経
路

伝
播

可
能

性

火
災

想
定

区
域

(区
画

)

C
X

3
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
1
4

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

1
1
4

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
0

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

C
X

4
2
1

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

1
2
4

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

3
2
2

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
A

/
B

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
7

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
9

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
1

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
2

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
1
3

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

3
2
3

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
1
7

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
3

有
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
8

有
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
0
1

無
無

安
重

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ
　

※
B

－
－

－
－

B
X

4
3
1

無
無

－
－

－
－

－
－

B
X

4
1
9

無
無

－
－

－
－

－
－

C
X

4
3
0

無
無

－
－

－
－

－
－

A
X

4
2
4

南
第

5
ダ

ク
ト
室

無
－

－

A
X

4
2
3

管
理

区
域

給
気

ユ
ニ

ッ
ト
室

前
室

無
－

－

A
X

4
2
6

南
第

1
階

段
室

地
上

2
階

附
室

無
－

－

C
X

4
2
5

北
第

2
階

段
室

地
上

2
階

附
室

無
－

－

A
X

4
2
8

非
管

理
区

域
給

気
ユ

ニ
ッ

ト
室

前
室

無
－

－

A
X

4
2
7

非
管

理
区

域
給

気
ユ

ニ
ッ

ト
室

無
－

－

B
X

4
3
1

精
製

建
屋

－
ウ

ラ
ン

脱
硝

建
屋

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

間
連

絡
通

路

無
－

－

C
X

4
3
0

ウ
ラ

ン
脱

硝
建

屋
－

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

間
連

絡
通

路
無

－
－

A
X

4
2
9

管
理

区
域

給
気

ユ
ニ

ッ
ト
室

無
－

－

注
：
火

災
影

響
評

価
対

象
機

器
の

※
は

最
重

要
設

備
を

示
す

。
＊

は
伝

播
に

よ
る

機
能

喪
失

に
つ

い
て

示
す

。
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別紙 1 

補 2－7－添 7－別 1－1 

火災区域(区画)間の系統分離対策の確認について  

（ウラン･プルトニウム混合脱硝建屋）  

 

1．当該火災区域(区画)と隣接火災区域(区画)間における影響軽

減対策 

隣接火災区域 (区画 )に影響を与える火災区域 (区画 )に対す

る火災影響評価（全機能の喪失）を実施した結果，当該火災区

域 (区画 )と隣接火災区域 (区画 )の火災で全機能喪失を想定す

ると，再処理施設の安全上重要な施設のうち，最重要設備の安

全機能が確保できないおそれがある。 

よって，これらの火災区域(区画)については，詳細な火災影

響評価を行い，系統分離等の火災防護対策を実施することによ

り，最重要設備の安全機能を少なくとも一つ確保されることを

確認する。評価結果を第１表に示す。 
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 注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

 

補 2－7－添 7－別 1－2 

第
１

表
 

火
災

区
域

(
区

画
)
 
間

の
系

統
分

離
対

策
の

確
認

(
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
)
 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

 

(
区

画
)
 

開
口

部
 

有
無

 

等
価

時
間

＜
 

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

系
統

分
離

対
策

 

安
全

 

機
能

の

確
保

 

(
注

2
)
 

C
X
1
0
1
 

C
X
1
1
0
 

無
 

〇
 

B
系

 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
3
2
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
2
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
1
0
 

C
X
1
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
1
1
9
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
3
2
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
2
1
0
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
3
0
1
 

無
 

〇
 

安
重

ケ
ー

ブ

ル
ト

レ
イ

 

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇
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 注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

 

補 2－7－添 7－別 1－3 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

 

(
区

画
)
 

開
口

部
 

有
無

 

等
価

時
間

＜
 

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

系
統

分
離

対
策

 

安
全

 

機
能

の

確
保

 

(
注

2
)
 

A
X
1
1
9
 

C
X
1
1
0
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
3
2
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
2
3
8
 

無
 

〇
 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
3
2
 

C
X
1
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
1
1
0
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
1
1
9
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇
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 注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

 

補 2－7－添 7－別 1－4 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

 

(
区

画
)
 

開
口

部
 

有
無

 

等
価

時
間

＜
 

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

系
統

分
離

対
策

 

安
全

 

機
能

の

確
保

 

(
注

2
)
 

C
X
2
0
1
 

C
X
1
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
2
1
0
 

無
 

〇
 

A
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
2
3
0
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
2
3
4
 

無
 

〇
 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
2
3
8
 

無
 

〇
 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
3
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

1449



注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

補 2－7－添 7－別 1－5 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

(
区

画
)
 

開
口

部

有
無

等
価

時
間

＜

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統

系
統

分
離

対
策

安
全

機
能

の

確
保

(
注

2
)
 

A
X
2
1
0
 

C
X
1
1
0
 

無
〇

A
系

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

C
X
2
0
1
 

無
〇

A
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

A
X
3
0
7
 

無
〇

A
系

同
系

統
の

設
置

だ
が

,
A
X
2
1
0
,
A
X
3
0
7
は

火

災
区

域
で

あ
る

た
め

,
3
時

間
の

耐
火

壁
を

有
し

て
い

る
。

 

〇

A
X
3
1
0
 

無
〇

B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

C
X
2
3
0
 

C
X
2
0
1
 

有
〇

A
/
B
系

A
/
B
系

互
い

の
系

列
間

に
3
時

間
以

上
の

耐
火

隔
壁

等
で

分
離

。
〇

C
X
2
3
4
 

C
X
2
0
1
 

無
〇

B
系

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

〇

A
X
2
3
8
 

A
X
1
1
9
 

無
〇

B
系

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

C
X
2
0
1
 

無
〇

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

1450



注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

補 2－7－添 7－別 1－6 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

(
区

画
)
 

開
口

部

有
無

等
価

時
間

＜

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統

系
統

分
離

対
策

安
全

機
能

の

確
保

(
注

2
)
 

C
X
3
0
1
 

C
X
2
0
1
 

無
〇

A
/
B
系

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

C
X
3
0
3
 

無
〇

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

A
X
3
0
7
 

無
〇

A
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

A
X
3
1
0
 

無
〇

B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

C
X
4
0
1
 

有
－

B
系

以
下

の
い

ず
れ

か
の

分
離

対
策

を
実

施
す

る
 

a
.
互

い
の

系
列

間
に

3
時

間
以

上
の

耐
火

隔

壁
等

で
分

離
 

b
.
互

い
の

系
列

間
に

水
平

距
離

6
m

以
上

の

離
隔

，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
 

c
.
互

い
の

系
列

間
に

1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，

火
災

感
知

器
，

自
動

消
火

設
備

の
設

置

〇

C
X
3
0
3
 

C
X
3
0
1
 

無
〇

A
/
B
系

A
/
B
系

3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

1451



 注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

 

補 2－7－添 7－別 1－7 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

 

(
区

画
)
 

開
口

部
 

有
無

 

等
価

時
間

＜
 

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

系
統

分
離

対
策

 

安
全

 

機
能

の

確
保

 

(
注

2
)
 

A
X
3
0
7
 

A
X
2
1
0
 

無
 

〇
 

A
系

 

A
系

 

同
系

統
の

設
置

だ
が

,
A
X
2
1
0
,
A
X
3
0
7
は

火

災
区

域
で

あ
る

た
め

,
3
時

間
の

耐
火

壁
を

有
し

て
い

る
。

 

〇
 

C
X
3
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
3
1
0
 

無
 

〇
 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
4
1
6
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
3
1
0
 

A
X
2
1
0
 

無
 

〇
 

B
系

 

A
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
3
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
3
0
7
 

無
 

〇
 

A
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
4
1
6
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

1452



 注
1：

隣
接
火

災
区
域

(
区
画

)へ
の
火
災
伝

播
の
可

能
性

を
評
価

し
，「

等
価
時

間
＜

耐
火
時

間
」

で
あ
れ

ば
，「

○
」
と

す
る

。
 

 
 
 
等
価
時
間

が
耐
火

時
間

を
上
回

る
場

合
は

，
「
－
」

と
す
る

。
 

注
2：

最
重
要

設
備
の

安
全

機
能
が

少
な

く
と
も

一
つ

は
確
保

さ
れ

る
場
合

は
，「

○
」
と

す
る

。
 

 

補 2－7－添 7－別 1－8 

火
災

を
想

定
す

る
火

災
区

域
(
区

画
)
 

隣
接

火
災

区
域

 

(
区

画
)
 

開
口

部
 

有
無

 

等
価

時
間

＜
 

耐
火

時
間

(
注

1
)
 

火
災

想
定

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

隣
接

火
災

区

域
(
区

画
)
の

最
重

要
設

備

の
系

統
 

系
統

分
離

対
策

 

安
全

 

機
能

の

確
保

 

(
注

2
)
 

C
X
4
0
1
 

C
X
3
0
1
 

有
 

－
 

B
系

 

A
/
B
系

 

以
下

の
い

ず
れ

か
の

分
離

対
策

を
実

施
す

る
 

a
.
互

い
の

系
列

間
に

3
時

間
以

上
の

耐
火

隔

壁
等

で
分

離
 

b
.
互

い
の

系
列

間
に

水
平

距
離

6
m

以
上

の

離
隔

，
火

災
感

知
器

及
び

自
動

消
火

設
備

の
設

置
 

c
.
互

い
の

系
列

間
に

1
時

間
の

耐
火

隔
壁

等
，

火
災

感
知

器
，

自
動

消
火

設
備

の
設

置
 

〇
 

C
X
4
1
0
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

C
X
4
1
0
 

C
X
4
0
1
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 
B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
4
1
6
 

A
X
3
0
7
 

無
 

〇
 

A
/
B
系

 

A
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

A
X
3
1
0
 

無
 

〇
 

B
系

 
3
時

間
の

耐
火

壁
に

よ
り

系
統

分
離

し
て

い

る
。

 
〇

 

 

1453




